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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　一、いつもこう　ふと気がつくと関係者









　月と星とを背に負って、夜の王宮はしずかに佇たたずむ。

　閉ざされた巨大な正門の両脇わきに立つ物もの見みの塔とうには、『明ライテりイング』だろう。淡あわい魔ま法ほうの光があちらこちらに灯ともっている。

「ここから忍しのび込こむわよ」

　街路樹のかげに身を寄せたまま、あたしは小さな声で言う。

「ここから……って、まっ正面じゃねーか!?」

　やはり街路樹の陰かげに身をひそめたままのガウリイが、不服の声を上げる。

　……と、一応断わっておくが、あたしたちは決して盗とう賊ぞくなどではない。

　たしかに自分で言うのも何だけど、今のあたしたちのかっこうは、たとえ通りすがりの人間に石を投げられても文句は言えないくらい怪あやしい。

　どこにでも売っているような、かなりゆったりとした長そでの上着に長ズボン。動きやすいよう要所要所を革のベルトで軽くまとめ、目だけを出してマスクで顔も隠かくしている。ご想像通り、服の色はすべて黒一色！

　その上二人とも腰に剣をさしていたりする。これはもう、どこから見ても悪役暗アサ殺ツ者シンのノリである。

　しかし自じ慢まんだけどもこのリナ＝インバース、まちがっても汚よごれ仕事を引き受けるほど人間腐くさってはいない。第一、ふところ具合がさみしいのなら、盗とう賊ぞく団でも襲おそったほうがよほどもうけも多いし法にも触ふれない（と、思う）。

「──こーいう所から忍び込んだほうが、相手の意表をつくもんなのよ」

「意表をついてればいいってもんでもないだろ」

「うだうだ言わないのっ！　とにかく行くわよっ！」

　言ってあたしは、正面に向かって歩みを進めた。




「……けど、思っていた以上に混乱しているようですね。この町」

　シルフィールは食後のお茶をすすりつつ、小さな声でそう言った。

　黒くつややかな長ちよう髪はつがさらりと揺ゆれる。

　あたしより少し年上だろうか。やや線の細い感のある美人で、僧プリ侶ーストの正せい装そうが決まりすぎるほど似あっている。

　とある小さなレストラン。料理の味と客層はまずまずだが、どうも活気というものがない。──とはいえ、それはこの店に限ったことではないのだが。

　聖せい王おう国こくセイルーンの首都、セイルーン・シティ。

　ここは今、動乱のただ中にあった。

　別にあたしたち、単なる物好きで、こんなごたついている町へ足を運んだわけではない。

　以前、とある事件で顔見知りになったシルフィールが、一身上の都つ合ごうにより、この町に住む親類に身を寄せることとなり、あたしとガウリイはその護ご衛えいとして、いっしょにここまでついて来たのだ。

「……しっかし……」

　ポツリとつぶやいたのはガウリイだった。あたしの旅の連れで、ハンサムな上に剣の腕うでは超ちよう一流の男なのだが、脳ミソは半分溶とけている。

「なんだってこの町、こんなにざわざわしてるんだ？」

　ぽろっ。

　あたしは思わず、手にしたフォークを取り落とした。

　シルフィールの目が点になっている。

「……あ……あんたねぇ、ガウリイ……」

　あたしは痛むこめかみを押おさえながら、

「ひょっとして、この町がなんで今ごたついてるか、そのあたりの事情ぜんっぜん知らない、なんて言い出すわけじゃないでしょうね？」

「ぜんぜん知らない」

「ぅだぁぁぁっ！　このところほとんど毎日みたいに、あたしとシルフィールが話してたでしょーがっ！」

「はははは、こぉぉいつぅぅ、オレがそんなこと聞いてたとでも思ってるのか？」

「さわやかな笑顔でいばるんじゃないっ！……ったく……」

　言ってあたしは頭を搔かく。ちなみにシルフィールの方は、いまだ硬こう直ちよくしたままである。

「……まあいいわ。つまり簡単に説明するとね、この町は今、お家騒そう動どうのまっ最中なの」

「ほぉ」

「半年ほど前にここの王様が病気で倒たおれて、今は意識はあるものの、もうベッドから起きることすらできないよーな状態らしいわ。町のひとの噂うわさじゃあね」

「へぇ」

「とーぜん次の王様はだれか、なんて話が出るわけだけど、その頃からよ。いろいろと騒さわぎが起こりはじめたのは」

「はぁ」

　……ほんっとーにちゃんと聞いてるんだろーな……この男……

　もしこれで聞いてなかったら暴あばれるぞ。あたしは。

　ともあれなんとか気をとり直し、話を続ける。

「第一王位継けい承しよう者しやが殺されかけたのにはじまって、町の中やら王宮やらで何人ものおえらいさんが暗殺されたり。そのうち、その第一王位継承者さんが、王宮から姿をくらませちゃって……たぶん町のどこかに身をかくしてるんだろう、ってことで、兵士たちやあやしい連中が、始終町中をうろついてる、ってのが現状なのよ。わかった？」

「──いや、よくわからん」

「でぅだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　あんたはぁぁぁぁぁっ！」

「わぁぁぁっ！　落ち着けっ！　リナ！　冗じよう談だんだっ！　今のは冗談なんだっ！　事情はわかった！　よくわかったから頼たのむっ！　暴れないでくれっ！」

「……はーっ……はーっ……」

　あたしはなんとか息をととのえる。

「──でも、何ですの？　その『第一王位継承者』というのは？」

　ようやく硬直から脱だつしたシルフィールが、眉まゆをひそめながら尋たずねる。

　あたしも同じく眉をひそめ、

「何……って、つまり王様の地位を受け継つぐ権利が……」

「そうじゃなくって。なんであなたがそういう言い方をするのか、って思ったものだから。結局のところそれってひらたく言えば、この国の王子様でしょ」

　ぴぴぴくっ！

　彼女のことばに頰ほおが引きつるのが、自分でもはっきりとわかった。

「………………ま……まぁね……」

　あたしはなんとかかすれた声を、のどの奥からしぼり出す。

「──けど──」

　彼女は夢見るようなまなざしで、

「暗殺者に王宮を追われ、町に身を隠した白魔術都市セイルーンの王子様……さぞかしすてきな方なんでしょうね……」




　だがしゃぁっ！




　あたしはいすごとひっくり返る。
















「おいおいリナっ！　いきなりどうしたっ!?」

「何かあったんですか!?」

「………………………………何でもない…………」

　あたしは極力平静を装よそおいつつも身を起こす。

　──実は以前、あたしはその『第一王位継承者』と会ったことがあるのだが──いや、よそう。ここでわざわざシルフィールの夢をぶち壊こわすこともないだろう。

「……と……ところでシルフィール、念のために聞くけど、その親しん戚せきのうちには、いつごろ着くよ、って連れん絡らくはしたのよね」

　あたしは強ごう引いんに話題を変える。

「え……ええ。前にカノン・シティのメッセージ・センターで連絡を取り合いましたから、間ま違ちがいないと思いますけど……？」

「そうするとやっぱし、ここで神しん官かん職しよくか何かにつくわけ？」

　不ふ審しんの念を抱いだかせぬうちに、やつぎばやに質問をくり出す。

「できればそうしたいですね。じつはその親類というのは、やはり神官と魔法医とをかけもちでやっているんですけど、お世話をかける一方、というのも気がひけますし、なるべく自分の力で職を探さがしたいとは思っています。ただ、今はこの町もこんな状態ですから、いいしごとが見つけられるかどうか……」

「なぁに、この騒ぎがひと段落すれば、ンなもんいくらでも見つかるわよ」

　あたしは言った。

　どーやら話題のすり替かえに、なんとか成功したようである。




「あれです。あの茶色い屋根の家」

　シルフィールが指さしたのは、町の中心部──王宮のわりと近くにある一いつ軒けんの家。

　ふだんならば露ろ店てんや観光客などでにぎわう大通りなのだろうが、今は時節がら、人の通りもまばらで、街路樹に咲さく小さな花のかおりが風に混じっている。

　まっすぐ伸のびる通りの向こうに、王宮を囲かこむ高い壁かべが見える。そちらに向かって右側に、彼女の指す家はあった。

　それほど大きな邸やしきではないが、つくりのしっかりとしたいい家である。

　言うまでもなく、彼女の親類のうちである。彼女はこちらをふり返り、ガウリイの方をじっと見つめつつ、

「……あの、よろしければ寄ってくださいません？」

「──あー、そうだな……」

　ガウリイは、人さし指でぽりぽりと頰のあたりを搔かきながら、ちらりとあたしに視線を送る。

「そうよね、一応その親しん戚せきのひと、っていうのにもあいさつしといたほうがいいでしょうし」

　あたしは言った。

　一応しごととしては、『彼女をこの町まで無事にとどけること』なわけだし、しごと料もすでに前金でもらっている。別にここでサヨナラしたからと言って、不都合があるわけでもないのだが、彼女としては、あまり面識もないような親類とさし向かい、というのもなにかとやりづらいものがあるのだろう。

　それにこれまでのいきさつを説明する上でも、あたしやガウリイがいた方がいい。なにしろ彼女が親類を頼らなければならないような状じよう況きように陥おちいったそもそもの原因というのは、どちらかと言えばあたしやガウリイの方にあるのだから。

　一行は家の門をくぐる。狼おおかみの頭をかたどったドア・ノッカーをシルフィールは数度鳴らし、待つことしばし。

「……留る守すかしら？」

　小首をかしげ、彼女がふたたびノッカーに手をのばしかけた時、ようやく家の中で気け配はいが動く。

　ややあって、すこし開いたドアから顔をのぞかせたのは、ひとりの中年男性だった。

　髪かみに白いものが混じってはいるが、それほど年はいっていない。年と齢しに比例した風格の持ち主だったが、覗のぞく顔には疲ひ労ろうと警けい戒かいの色が濃こい。

　しかしそれも、扉とびらのまえに立つシルフィールを見ると同時にけし飛んだ。

「おお！　シルフィールか！」

　一転して笑顔を浮うかべ、扉を大きく開け放はなつ。

「おひさしぶりです。グレイおじさん」

　やはり笑顔であいさつを返す彼女。

「ひさしぶりだなぁ。……いやいや、前来た時はまだまだ子供だったが、すっかりきれいになって……とにかくよく来た。立ち話も……」

　彼はそこで、ふとあたしたちに目を止めて、

「──このひとたちは？」

　尋たずねることばと瞳ひとみの色に、不ふ審しんの念が見え隠かくれする。

　シルフィールはあたしたちの方をふりむき、

「──ああ、こちらはリナさん、そしてガウリイさん。サイラーグで助けていただいた上に、ここまで警けい護ごしてくださいました」

「……それは、どうも……」

　グレイさんは入り口のところに突つっ立ったまま、困ったような顔で言う。

　どうやらあたしとガウリイは、あまり歓かん迎げいされていないようである。

　まあ、グレイさんからすればあたしたちなんぞ、流れ者のなんでも屋にしか見えないのだろうが……

「それじゃあお礼をしなくちゃな……」

「──いえ、それはもうすでに十分頂いただいておりますから」

　あたしは言った。

「この方たちも、サイラーグでの事件の当事者なの。事情を説明するのにも、いっしょにいていただいた方が確かだと思って」

「……そ……そうか……」

　シルフィールのことばに、みょーに落ち着かないようすで、家の中と外とをきょろきょろと見回すグレイさん。

　……うーん、ロコツにいやがられてるなー。

「そうだな、ならどこか、そのあたりのカフェででも……」

「……おじさん……？」

　グレイさんの態度に眉まゆをひそめるシルフィール。そこにあたしは口をはさむ。

「──いえ、おかまいなく。あたしたちはごあいさつにうかがっただけですし、これで失礼させていただきます。何かお取り込み中のご様子ですし……」

「リナさん……!?」

「いやいや、そういうわけじゃないんだ！」

　シルフィールの、とがめるような口くち調ようと同時に、グレイさんは妙みようにあわてながら、

「別にどうということもないんだがね、今ちょっと──そうそう、家の中がちらかっていてね。……ああ、そうだ、ちょっと待っていてください」

　……その『そうそう』ってのは一体何なんだ……？　まあどーでもいいけど……

　グレイさん、一方的にそう言うと、バタン、と扉を閉めてしまう。

　ぱたぱたと慌あわただしく遠ざかっていく足音。

「……おじさん……どうしたのかしら……？」

　シルフィールは不安げな顔でぽつりとつぶやき、ポーチの柱に背をあずける。

　待つことさらにしばし──

　またもやぱたぱたと慌ただしい足音が近づき、ふたたび顔を見せるグレイさん。

「いや、お待たせしました。どうぞお上がりください」

　言って、ひきつりかけたつくり笑いをこちらに向ける。

　あたしとガウリイは、思わず視線を合わせ、小さく肩をすくめたのだった。




「さぁどうぞ。何もありませんけどね」

「ありがとうございます」

　やはりひきつった笑顔を浮かべつつ、お茶をさしだす奥さんにお礼を述べて、あたしはそれを一口すする。

　三人が通されたのは客間だった。

「そう言えば、トラン君は？」

　尋ねるシルフィールにグレイさんは、

「ああ、息むす子このやつ、しばらく前に結けつ婚こんしよってな。ここから少し離れたところで魔法薬の店なんぞを開いておる。ときどきこちらにも遊びに来るがな。──ところで、そのサイラーグの事件というのは？」

　やたら話の先を急がせる。

「そう、どこから話していいのか──順序立てるなら、まず発ほつ端たんはこのリナさんの口からですね」

　いきなり話を振ふるシルフィール。

　……うーむ……やはりここは、あたしとガウリイが出会った事件のあたりから話さなければいけないだろーか……

　そうすると、かなり話を省略しないことには、それこそ説明するのに夜までかかる。

「……そうですね……まず、あたしとこのガウリイ、そしてもうひとり……」

　説明しはじめたそのとたん。

「おぬし！　いつぞやの魔法娘ではないかっ！」

　横手から、やおらかかっただみ声に思わずふり向き──




　ぴしっ。




　──あたしは危あやうく自じ爆ばくするところだった。




　となりの部へ屋やへと続く扉。

　それが半開きになっており、そこには一人の、むさいおっさんが立っていた。

　暑あつっくるしーくらい大おお柄がらで、ドワーフをそのまま大きく引き伸のばしたようながっちりとした体格。ヒゲづらで四十がらみのおっちゃんで、今はわりと小ざっぱりとした服を着ているが、もしこれで、うす汚よごれた武器と鎧よろいで武ぶ装そうさせれば、どこから見てもりっぱな野や盗とうのおやぶんである。

　──そう。あたしの知った顔だった。

「──お知りあい、ですか？」

　とまどった様子でおっちゃんに尋たずねるグレイさん。

　シルフィールと、グレイさんの奥さんもまた、あたしとおっちゃんをきょときょと交こう互ごに見つめている。

　事情がわからない人間のうちでただひとり、ガウリイだけが泰たい然ぜんとかまえているが、これはむろん、彼が大おお物ものだというのではなく、単に彼にとって『事情がよくわからん』というのは、ごく日常的なことだからに過ぎない。

「うむ。以前少々な」

　おっちゃんは鷹おう揚ようにうなずいた。

「信用してもよい人物だ」

「……そうでしたか……」

　グレイさんは大きく安あん堵どのため息をつき、かっくりといすにその身をあずける。

「……あの……おじさん？」

　シルフィールは不ふ審しんげな表情で、

「そのかたは、一体……？」

「あ、ああ、このかたはな……大きな声では言えんがな……」

　グレイさんは身を正し、大きくはないがはっきりとした声で、

「実はこのかたこそ、フィリオネル＝エル＝ディ＝セイルーン様。この聖王国セイルーンの第一王位継けい承しよう者しやにあらせられる」

　…………

「──え──？」

　彼女はかすれた声で小さくつぶやき、一いつ瞬しゆんの間を置いたのち、ぎぎぎぃっ、と顔をこちらに向ける。

「……おヽうヽぢヽ……さヽまヽ……？」

　あたしは沈ちん痛つうな表情で、彼女にむかってひとつ、重々しくうなずいた。

「………………はうっ」

　──シルフィールはその場で卒そつ倒とうした。




　あたしたちはまずおたがいの紹しよう介かいを終え、次いでサイラーグでのできごとを説明し終わったちょうどそのころ、グレイさんの奥さんは二階からおりて来た。

「おお、どうだったマリア、シルフィールのぐあいは」

　たずねるグレイさんに、彼女は小さな笑えみを浮うかべ、

「今はしずかに眠ってますわ。しばらく前まではひどくうなされてましたけれど」

「……たぶん、やっとここに着いて安心したんで気が抜ぬけて、今までの疲つかれが一気に出たんですよ」

　あたしはてきとーなことを言う。

「うむ、そうかのぅ」

　みょーに年よりじみた口くち調ようでしみじみうなずくグレイさん。

　──むろん事実はそーじゃない。

　彼女は自分の抱いだいていた、一種恋れん慕ぼにも似た『セイルーンの王子様[image: ]』に対するイメージと、『実は四十がらみのむさいおっさん』というむごい現実とのギャップに耐たえきれず、現実逃とう避ひに失神してしまったのだ。

　傷きずつきやすいとしごろである。

　あたしはかつて、このひとがお忍しのびで旅をしてた時、ある事件で関かかわりあいになったことがあったのだが、どぉもこのひとは苦にが手てである。

　イメージと実像とのギャップ、というのもむろんあるのだが、このひとといっしょにいると、つい自分のぺースを見失いそーになってしまうのだ。

「さて。では今度は、こちらが説明する番だな」

　フィルさんは、言って意味もなく深々とうなずき、ことの説明をはじめた。

　暗殺者に襲おそわれ、それをなんとか『説得』して退しりぞけたこと。しかし今度は彼に味方する重臣たちが暗殺されはじめたこと。それを憂ゆう慮りよしたフィルさんは、刺し客かくたちの目をこちらに引きつけるため、王宮をひとり抜け出して、グレイさんにかくまってもらったこと、そして狙ねらい通り、刺客たちはフィルさんを見つけ出すのにやっきになって、他の重臣たちの暗殺はなくなったこと……

　……なるほど……どうりでグレイさん、あたしたちを家の中に入れたがらなかったはずである。彼にしてみれば、どこの誰だれともわからないようなあたしたちを家の中に入れ、もしもフィルさんをかくまっていることに気づかれるとまずい、というところだったのだから。

「グレイには迷めい惑わくをかけ、すまんと思っておる」

「殿でん下か……そのようなもったいないお言葉を……」

　なるほど、『殿下』ね。これならすくなくとも『王子』よりは、イメージと実像のギャップは少ない。

　われながら、おかしなところで感心してしまう。

「それでだ。リナ殿どの、ガウリイ殿」

　フィルさんは、あらたまってあたしたちの方に向きなおり、

「もしできるなら、わしの頼たのみを聞いてはくれんか」

　二人は顔を見あわせた。これはどーにも断われそうにない状じよう況きようだけど……あぁ……またややこしいことになりそーだなぁ……

「──とりあえず、話だけでもお伺うかがいしましょう」

　あたしは言った。

「うむ。わしがひとりで王宮を抜け出して来たことはさきにも言ったが、わしに味方をしてくれている者たちは、ひょっとしたらもうわしは、とっくに殺されているのではないか、などと思いはじめており、どうも落ち着かぬ様子らしい。それでその者たちに、なんとかわしの無事を知らせ、安心させてやりたいのだ。

　このグレイも持ち回りで、五日に一度は王宮の神殿で仕事につくが、そこでつなぎを取らせるのは、少々危険すぎるしな」

「なるほど……」

　あたしはつぶやいて腕を組む。

　内部の人間につなぎを取るといっても、まさか正面から乗り込む、というわけにもいくまい。ならばその相手が王宮から外に出た時を待ち、接せつ触しよくをはかるか……？

　いやいや、当然こんなぶっそーなご時世、外に出るにしても警けい護ごの兵士をつけるにきまっている。となればこれもぺケ。

　すると残るテはやはり、王宮に忍び込む、しかないか。

　……面おも白しろいかもしんない。

「伝言をしてもらいたい相手は二人。どちらか片方だけに接触して、もう片方にも伝言してくれるよう伝えてくれればよい。ただ、二人とも王宮の外に出てくることはめったにない。もし引き受けてくれるなら、王宮に忍び込むこととなろう。かなり危険なしごとになることは確かだがな」

「──しかし──」

　めずらしく発言するガウリイ。

「この暗殺騒さわぎの首しゆ謀ぼう者しやが誰か、全くわからないんですか？」

　……確かにそれは、あたしも知りたいところである。けど……

　ここでもしフィルさんが首謀者の名前を口にすれば、あたしたちはこのしごと、いやでも引き受けざるを得なくなる。

　だが彼は、ただこう答えただけだった。

「……見当はついておる……というより、あやつ以外に心当たりがない。もっとも、証しよ拠うこは全くないがな」

「なら、王宮にしのび込むついでに、いきなしそいつをはり倒たおす、ってのはどうです？」

　と、これはあたし。

　われながら、なかなかナイスなアイデアだと思うのだが、フィルさんはしばし瞑めい黙もくし、

「うむ。しかし、以前にも言ったと思うが、こう見えてもわしは平和主義者。もはやこうなった以上、すべてを穏おん便びんにすませることはかなわぬとは言え、せめてあやつをどう処断するにせよ、わしとしては、確たる証拠か証人を押さえたのちのこととしたい」

　うーむ……なかなか面めん倒どうな話である。

『こいつは悪人！』と決めつけてはり倒すのは得意中の得意なのだが、証拠がどうのこうのというのは、どうも面倒くさくて性に合わない。

「それで、つなぎを取ってもらいたい相手だが……と、ここからの話はおぬしらの答えを聞いてからのことだな。はっきり言って危険なしごとだ。無理強じいはせん。いやなら素直にそう言ってくれ」

　……ふぅ……

　あたしは苦笑してため息をつく。

「……ここまで関かかわった以上、やっぱり断わります、ってわけにはいかないでしょう。人情として、ね」

「──すまん──」

　フィルさんは言う。

　相手が誰であろうとも、言うべき時には『すまない』と言える。

　このあたりが、このひとのエラいところである。

「──なら話を進めさせてもらう。つなぎをとってもらいたい相手というのは、ひとりはクロフェルといって、わしの身のまわりの世話をしてくれていた者だ。もう一人はアメリア」

「女のひと、ですか？」

　問うとフィルさんは、らしくもなく、こころもち照れくさそうに、

「……うむ……実は……わしの娘だ」

『むすめっ!?』

　あたしとガウリイの声がハモる。

　かなりコワい考えになってしまったのだ。つまり──

　フィルさん──娘──そっくし。

　……いややはりここは、『意表をついて実は美人』のパターンか……？

　けど、『さらに意表を突いて実はそっくし』だったりしたら……

「きれいなお方ですよ」

　あたしたちの思いを見越してフォローを入れるグレイさん。

「……お母上似にで……」

　ぽつりとつけ加えるところがぷりてぃ。

「あの、奥さんの方は？」

　尋たずねるあたしにフィルさんは、ややさみしげな笑みを浮かべ、

「いや、妻にはかなり前に先立たれてな」

　……あ……

「す……すみません……」

「いや、気にせんでくれ」

　しばし沈ちん黙もく。やや重くなりかけた空気を破って口を開いたのはガウリイだった。

「それで──その、黒くろ幕まくとおぼしき人物、というのは？」

「……クリストファ＝ウル＝ブロッゾ＝セイルーン。ここの第二王位継承者──」

　フィルさんはうめくような低い声で、

「つまり──わしの弟だ」

　空気ははるかに輪をかけて重くなった。




　かくて──

　あたしたち二人は真夜中の王宮で、ドロボーのまねをやることになったわけである。




　闇やみ色いろの服に身を包み、二人は潜せん入にゆうを開始した。

『浮レビテ遊ーシヨン』の術じゆつで、正門そばの歩ほし哨ようたちの頭上をゆっくり通りすぎ、黒々とそびえる壁かべに、ヤモリみたいにはりつきながら、こそこそ上へと昇っていく。

　おそらくは、正門の上にも見はりはいるだろう。

　……やっぱし別のところから入ったほうがよかっただろーか……？

　今さらのよーに、そんな思いが一瞬頭をよぎるが、細かいことを気にしていては負けである。

　──しかし心配するまでもなく、正門の上に見はりの姿はなかった。

　不用心な話である。こっちはありがたいけど……

　王宮のようすを一望する。むろん間ま取どりはフィルさんに聞いているが、警けい備び態勢は自分の目で確かめる必要があった。

　広大な敷しき地ちのまん中にでかでかと、くそえらそーにそびえ立つのが神殿である。戴たい冠かん式しきなどの公式行事はすべてここでとりおこなうことになっているらしい。その左右につづきで小さな建物があるが、むかって右が神しん官かんたちの、左が巫み女こたちの詰つめ所しよ。フィルさんの娘、アメリアさんがいるのが、その巫女の詰め所のほうである。

　彼女はなんでも、ここの巫女頭がしらなどをやっているらしい。

　──ごくふつーにそーぞーすると、楚そ々そとした美人というイメージがあるが、なにせ相手はあのフィルさんの娘である。油断はできない。

　神殿のうしろに佇たたずむのが本ほん宮ぐう。そこにかつてはフィルさんが住まい、今もクロフェルさん、そして黒くろ幕まくとおぼしきクリストファがいる。

　ほかにも離はなれだのなんだのがいくつもあり、庭に立つポールの先や、建物の要所要所に灯ともされた『明ライテりイング』が光を放はなっているが、むろん、広大な敷地に横たわる闇やみを、完全に追いはらうことはできていない。

　庭の警備はむしろ手て薄うすだった。

　おそらく主力を本宮や神殿に集中させているのだろう。

　これは誰がどう考えても、アメリアさんの方が接せつ触しよくしやすいところだが、だからこそ、あたしはクロフェルさんにコンタクトすると決めていた。

　なにしろテキは、フィルさんがまだ生きていることを知っている。とーぜんフィルさんからの接触を警けい戒かいし、アメリアさんの方にはかなりの警備態勢が敷しかれているはずである。それもこっそりと。

　黒幕がいて警備もきびしい。いわば本ほん拠きよとでもいうべき本宮に侵しん入にゆうしてくるとは、まさか相手も思っていないだろう。

「──そうそうガウリイ、あなたに言っとかなくっちゃならないことがあるの」

　正門の上、あたしは隣となりに身をひそめるガウリイに、小さな声でつぶやいた。

「……なんだ？　こんな時に？」

「もしも何かトラブルがあっても、あたしの攻こう撃げき魔法はアテにしないでね。

　ここじゃああたしの攻撃呪じゆ文もんの力、いつもの半分くらいになっちゃってるから」

　彼はあきれたような、しかしそれでも小さな声で、

「おいおい、またあヽのヽ日ヽかよ？」

　…………

「ちっ……ちがうわよっ！」

　あわててぱたぱた手を振ふるあたし。

　顔が赤くなっているのが自分でもわかる。

　……しっかし……いきなりなんつーことを言ってくれるんだ……この男は……

「攻撃魔法のパワーが落ちる、って言ったのは、つまりこの町の地形が原因なのよっ！」

　ともすればはね上りそうになる声のトーンを必死で抑おさえながら言う。

「この町が？　なんで？」

「なんで……って、いろいろあるのよ」

「いろいろじゃわかんねーよ。説明してくれ」

　──ほほぉう。説明してほしい、とな。

「いいこと、まずこの町っていうのは、町の区画自体が、大きな六ろく紡ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんになってるのよ。……六紡星、ってのはわかるわね」

「それくらいは知ってるき。あれだろ、三角形を二つたがいちがいに合わせた……」

「をををっ！　すごいっ！　ガウリイにしちゃ物知りじゃない！」

「……お前ひょっとして、オレのことバカだと思ってないか？」

「すごく思ってる。まあそれはとにかく、その巨大な六紡星の中心にあるのがこの王宮なのよ。……ここまではいいわね」

「ああ」

「六紡星っていうのは魔ま道どうの見地で言うと、『安定した力の流れ』、つまり『均きん衡こう』を意味するのよ。逆五紡星がアンバランスで自然に逆らう力の流れ、五紡星がそれを打ち消す力を意味するのと同じようにね。わかった？」

「……あ……ああ……」

「それぞれ小さなものだったら、何らかの魔力的増ぞう幅ふくでもしない限り、護ご符ふや結けつ界かいとして機能することはないけど、もしそれが巨大なものならば、ほっぽっといても、その大きさに比例する力の魔力的結界として作用するの」

「…………」

「つまりこのセイルーンって町自体が、巨大な六紡星の結界になっていて、ここはまさにその中心部、ってわけよ。当然その干かん渉しよう力りよくは強力だから、『均衡』のための術である白魔術の力は増幅されるけど、『不均衡』を利用することによってその力を生み出す攻撃魔術は、逆にその威いり力よくを殺そがれることになる。──まあもっとも、もとより『破は邪じや』を目的とした五紡星ほどの干渉力はないけどね。

　……とまあそういうことなのよ。わかった？」

「……オレが悪かった……」

　彼はすなおにあやまった。

　ちなみにこの町をこーゆー区画に分けたのは、初代王の側そつ近きんだった、とある白しろ魔道士だということである。余談だが。

「さてと……それじゃあ行きますか……」

　言ってあたしはふたたび『浮レビテ遊ーシヨン』の術じゆつを唱となえる。

　そして二人は王宮の庭に降り立った。




　夜風を切ってふたりは進む。

　灯ともる光の輪をかいくぐり、警護兵の目をくぐり抜け。

　──たしかにこのノリは、思わずやみつきになりそうな、一種アブナいスリルがある。

　あるいは世の盗とう賊ぞくという奴やつは、みんなこのスリルに中毒しているのではないだろうか。

　しかし、なんの罪つみもない善ぜん良りような一いつ般ぱん市民から盗ぬすむというのはどー考えてもいいはずがない。どーせ盗むなら、いろいろと罪のある不良な権力者や犯はん罪ざい集団から盗めばいいと思うのだが、それをする者がほとんどいないことを考えると、やっぱし盗賊という奴の大半は、ただの自じ己こ陶とう酔すいの根こん性じようなしなのかもしれない。

　本宮に近づくことはたやすかった。しかし問題なのはこれからである。

　出入口は言うにおよばず、建物のまわりにも、『びっしり』と言っていいほどの兵が歩ほし哨ように立っている。

　クロフェルさんの部へ屋やはここの三階にあるらしい。『浮レビテ遊ーシヨン』で近づくしかないのだろうが、さすがにこの本宮は、『明ライテりイング』で皓こう々こうと照らし出されており、各階数か所のベランダには、やはり見はりが立っている。『浮レビテ遊ーシヨン』でとろとろ近づいていては、いともあっさりと見つかってしまう。

　その光が届とどかないぎりぎりの場所、芝しば生ふの上に身を伏ふせたままあたしがいろいろ考えていると、やはりとなりで地に伏したガウリイが声をかけてくる。

「……なあ、リナ、魔法ででっかい鳥か何か呼び出して、連中の注意を引きつける、ってことはできないのか？」

「できない」

　あたしはあっさり答える．

「ンな術じゆつ使ったら、もしも敵に魔力を感知する力持ってる奴がいたら、一発で気づかれちゃうわよ」

「魔力を感知する、って、今まで何度も浮遊の術使ってるけどへーきじゃないか」

「あの程度の弱い術ならね。なにしろあたり中、魔法の光がともってるでしょ。だから『浮レビテ遊ーシヨン』くらいなら使っても、『明ライテりイング』の魔力とまぎれちゃうのよ。けど召しよう喚かんとか攻撃とかの術はけっこう魔力の動きも大きいからね。それに……」

「それに？」

「あたし、召喚系けい列れつの術ってきらいなの。一応いくつか使えるけど」

「なんで？」

「決まってるじゃない」

　あたしはきっぱりと言った。

「あたしが目だてないからよ」




　結局あたしたちは、いちばん地味な手段を取った。『浮レビテ遊ーシヨン』で外から大回りして本宮の屋根に降り、そこから中に入り込み、三階まで降りるのだ。

　ちなみに本宮は五階建て。二階ぶん降りなければならない、というのは少々キツいが、他にテがない以上しかたない。

　屋根に降り立ち、いくつかある天てん窓まどから中のようすを覗のぞき見る。ひとつだけ人のいない部屋があったが、これはどーにもワナくさい。

　おそらくメイドか何かなのだろう。やたらと太ったおばさんが大イビキ立てて眠っている部屋に白しら羽はの矢を立てる。

　あたしはズボンのポッケから、薄うすい鋼こう板はんやら針金やらを取り出すと、ちょちょいっ、とかるくカギを外す。

「……お前ひょっとして……オレにかくれて盗賊やってたりしねーか？」

　あたしの開かい錠じようの手並みに、感心するというよりも、あきれた口くち調ようで言うガウリイ。

「何言ってんのよ。これくらいのこと、今き日ようびレディの必ひつ須す技能よ」

「うそつけ、うそを」

「とにかく、中に入るわよ」

　言って開いた天窓から、するりと室内に身をすべり込ませた。

　じゅうたんが敷しいてあったことも手伝って、ふたりはほとんど音も立てずに床ゆかに降り立つ。

　おばさんは、まったく気づきもせずにがーごー眠ったままである。

　ドアに近づき、外の気配をうかがう。

　ゆっくりと扉を開いてゆく。

　まっすぐ伸びる長い廊下。

　ところどころに灯ともる『明ライテりイング』。

　例の、からっぽだった部屋の前で、いすに座すわった兵士がひとり、こくり、こくりと居眠りをしている。

　……やっぱし罠わなのつもりだったようだが、かんじんの見はりが居眠りをしていては何にもならない。

　一応『眠スリーりピング』の魔法でダメ押しをしておいてから、兵士の前を通りすぎる。

　階段のところにたどり着くが、ここにもなぜか兵士はいない。見下ろすと、かなり下のほうに気配がかたまっている。

　と、いうことは、黒くろ幕まくのクリストファがいるのは一階か……

　それにしても、この無警戒ぶりは気にいらない。

　単に、深く考えないだけの相手だという可能性もあるが、用心はするに越こしたことはない。

　あたしたちは、なおも何人かの兵士を魔法で眠らせつつ、ほとんど何の障しよう害がいもなしにあっさり三階にたどり着く。
















　ますますもって気にいらない。もしかしたら──

「どう思う、ガウリイ」

　ひとけのないまっすぐな廊ろう下かを行きながら、あたしは尋たずねる。

「気に入らんな、罠だとは思うが、どういうのかはわからん」

「とにかく……行くしかないけどね……クロフェルさんの部屋にしのび込んだらまず、ほんとうに当人かどうかを確認するから、黙だまって見ててね」

「……わかった。そのあたりのかけひきは任まかせる」

　敵にもしもすこし気の効きく奴やつがいれば、クロフェルさんを別の部屋に移し、かれのいた部屋によく似たニセモノを寝ねかせ、コンタクトを取ってきたフィルさんのメッセンジャー、つまりあたしたちからフィルさんの潜せん伏ぷく場所を聞き出そうとする、くらいのことはやるだろう。

　さきほどと同じ要よう領りようでクロフさんの部屋のカギを外し、小さくドアを開け、すばやく中にすべり込む。もちろんドアは閉めておく。

　二間つづきの奥の部屋。外の明あかりがさしこむベッドに、ひとりの老人が眠っている。

　確かに人相はフィルさんが言った通りだが、あたしたちにとっては初対面。当人だとはかぎらない。

　あたしは静かに腰の剣を抜ぬき、やおら左手で寝ねている老人の口をおさえる。

　目をさました老人の体がピクン、と小さく跳はねる。

　そののどもとに、あたしは剣を押しあてて、

「──大きな声を出すな──」

　押し殺した声で言い、口に置いた手をゆっくりとどける。

「クロフェル──だな」

　あたしのことばに老人は、こくん、と大きく喉のどを鳴らし、両目を大きく見開いたまま、

「……クリストファの……刺し客かく……か……!?」

　──どうやら本物のようである。もしもこれがニセモノなら、あわてて『これは何かの手て違ちがいだ』と主張しただろう。

　あたしはガウリイに向かってうなずき、剣をおさめる。

「……？……」

　あたしの行動に、クロフェルさんはいぶかしげな顔になる。

「失礼しました。当人かどうか確かめたかったものですから」

「……おぬしたち一体……？」

「フィリオネルさんからの伝言をあずかりました」

「殿下の!?」

　ガウリイのことばに、思わずベッドからとび起きるクロフさん。

「しっ！　お静かにっ！──ただ、自分は無事だから心配するな、と。あなたと、そしてアメリアさんにそう伝えてくれ、とだけ」

「……おお……」

　歓かん喜きの声がその口から漏もれる。

「──そうか──ご無事で──うむ、よかった……よかった……」

　もはやほとんど涙声である。

「──それで殿下は──いや、よそう。居場所は聞かぬほうがよいな……」

「はい。それで、アメリアさんの方にも同じご伝言を願いたいのです。あたしたちが今からまた彼女のところに忍しのび込こむ、というのはあまりにもリスクが大きすぎますから」

「確かに……ならばもうそろそろお帰りなされ。あまり長居をするわけにもいきますまい。アメリア様にはこのわしがしっかと伝えておきます。……殿下には、こちらはなにも心配はいりませぬ、お気をつけて、とお伝えくだされ」

「わかりました。──では」

　言ってあたしたちは部屋を出る。むろんあたりへの注意はおこたらない。

　脱だつ出しゆつ経路は入って来た時と同じ。あたしたちは上へと続く階段に足をかけ──

　その時。




　ゴグォン！




　外の方で、ド派は手でな爆ばく発はつ音おんがした。




　一気にざわめくあたりの空気。

「何だ!?　今の音はっ!?」

「何があった!?」

「騒さわぐなっ！　持ち場に戻れ！　あれは外の連中にまかせろ！」

　どこからともなく、そんな兵士たちのやりとりが聞こえてくる。

　むろんンなものをじっくり拝はい聴ちようしていたわけではない。あたしたちは一気に階段を駆かけ上り、入って来たのと同じ部屋にとびこんだ。

　外のさわぎなど何するものぞ。おばさんは、あいも変わらずおもいっきしイビキをかいて眠りこけている。

　一体外で何が起こったのか、興きよ味うみは尽つきないところだが、今はとりあえずそれよりも、脱出するのが先である。

　あたしはガウリイの体を抱だいて『浮レビテ遊ーシヨン』で窓から外に出る。いったん屋根の上に降り、音を立てぬよう天窓を閉める。……さすがにカギかけまでは無理だけど……

　さてさて、あとはこのまま空中遊ゆう泳えい──

　思ったそのとたん。

「ちっ！」

　ガウリイが、やおら舌打ちしながら剣を抜く。

　彼の視線が行きつく先に、ひとりの男の姿があった。

　あたしたちより、さらに高い空中に。

　魔ま道どう士し!?

「ご用はすみましたかな？」

　からかうような口調で言う。

　おそらく三十前後だろう。長いマントを夜風にはためかせたまま、星を背にして宙に立つ。ハンサム、と言っていい容よう貌ぼうだが、右の頰ほおにある大きな刀かたな傷きずと、何よりその、『氷のような』としか表現のしようもないまなざしが、すべてをぶち壊こわしにしている。

　この容貌といいこの現われ方といい、まず間違いなく敵である（偏へん見けん）。

　──なるほど。外で爆発さわぎを起こしたのは、どうやらこいつらしい。

　あたしたちの侵しん入にゆうを知り、ここで待ちかまえていたのだが、自分の気配があたしたちに察知されるのをふせぐため、あんなまねをして兵士たちを騒がせ、気配を乱したのだろう。

　ともあれ今は、戦うよりも逃げの手である。

「翔レイ封・ウ界イング！」

　あたしはまたもやガウリイの手を取り、高速飛行の術じゆつを唱となえる。浮レビテ遊ーシヨンの速度では、とうていこれに追いつくことなどできはしないし、炎フレのア・ア矢ロー程度の攻撃魔術なら、まわりに張った風の結けつ界かいではじき飛ばすこともできる。

　が──

　二人が屋根から飛び立った直後──




　ごっ！




　衝しよう撃げきが来た。真上から！

　一瞬、意識がブラック・アウトしそうになる。

　なんとかこらえて、術のコントロールを失うことだけは避さけたものの、さすがにたまらず失速し、そのまま庭に──それも、兵士たちがやたらとたむろしているそのまん中に軟着陸する。

　風の結界があったからよかったようなもんの、そうでなければ二回は潰つぶれているところである。それほどまでに強力な衝撃波だった。

　……浮レビテ遊ーシヨンを操あやつりながらなおかつ、これだけ力のある術を使うとは……あの魔道士、かなりの使い手のようである。

　いきなり人が降ってきたのだ。あわてふためく兵士たち。

「なんだぁっ!?　今度はっ!?」

「あやしい奴やつめっ！」

　やや遠巻きに、二人をとり囲む兵士たち。

「……あたたたたたた……」

「……ひょえぇぇぇぇぇ……」

　なんとか身を起こすあたしとガウリイ。

「何者だっ！　きさまらっ!?」

　セオリーに忠実に聞いてくる、隊長とおぼしきひとりの兵士。

　ガウリイは、あわてて左手をぱたぱた振ふりながら、

「いやぁ、ご心配なく。別にあやしい者じゃあないですから」

　……右手に抜ぬき身みの剣ぶら下げて、なに説せつ得とく力りよくのないこと言っとるんだ。この男は……

「──この連中のことは、俺おれにまかせてくれぬかな？　ラゼス隊長」

　頭上からの声に、一同天をふりあおぐ。

　そこにさきほどの魔道士がいた。冷笑を顔に張りつかせたまま、ゆっくり大地に降り立った。

「……カンヅェルどのか……」

　隊長は、ロコツにいやな顔をする。どうやら知りあいのようだが、仲よし、というわけではなさそうである。

「……しかしこれは、われわれ王宮警けい備び隊たいの仕事だ」

「好きにさせてやれ、ラゼス」

　声は、別のところからした。

　本宮の方から近づいてくる影かげふたつ。

　先を歩いているのは、としのころは四十前後、美形の中年おじさん。

　やや瘦やせぎみの体格で、いかにもヤサ男、といった感がある。

　ハンサムではあるが、どうも好きにはなれないタイプである。

　その後ろについているのは、おそらく親子なのだろう。それをそのまんま若くしたような美青年。

　ちなみに今のセリフはおじさんの方。

「……はぁ、し……しかし……」

「ラゼスくん、さきほど君が言った通り、君は王宮警備隊長。ならばわたしの頼たのみは断われんと思うのだがね？」

「…………」

　言われて沈ちん黙もくする隊長。

　美形おじさんに関してわかったこと二つ。

　ひとつ。顔はともかく性格は悪い。

　ひとつ。この男こそがおそらくクリストファ……

「──それでは──」

　カンヅェルは、右手をしずかにあたしたちの方に向かってつき出し、

「殺します」

　言って、やおら呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　えぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?

　ふつーは、『捕とらえてフィルさんの居場所を吐はかせる』というシーンで、いきなり問答無用で『殺します』ときた。あたしもおどろいたが、美形おじさんの方もこれには十分驚いたらしい。

「……ま、待てぃっ！　カンヅェル！　お前一体何を……？」

　魔道士の右手に光が灯ともる。呪文の完成が異様に早いっ！

「死ぬがいい」

　右手の光が解とき放はなたれたその瞬しゆん間かん──

　あたしとガウリイは、ふたたび宙に舞まっていた。

　──あたしとて、ただじーっと連中の会話を聞いていたわけではない。その間にも『翔レイ封・ウ界イング』の呪文を唱え、飛び立つタイミングをはかっていたのだ。

　カンヅェルの第二撃は間に合うまい。あたしたちは西の門へと向かって直進する。

　その時──

　ヴンッ！

　夜空を赤光が貫つらぬいた。

「ぐぁっ！」

　ガウリイがくぐもった悲鳴を上げる。

「どうしたの!?」

「……足を……かすっただけだっ……心配するな……」

　言いながらもかなり苦しそうである。

　どうやら誰かの放った魔力光が、彼の足に命中したようである。

　この風の結界を破ったところからすれば、そこそこ大きな技わざなのか……

「だいじょうぶよ。すぐに連れて帰ったげるから」

　言ってあたしは先を急いだ。




「……とまあだいたいこんなところね」

　あたしは香こう茶ちやのカップをコトリと置いて、一応の事情説明を終わる。

　王宮から脱出したあと、グレイさんにガウリイの足のキズを直してもらい、一夜明けての朝である。

「逃げる時にはぜんぜん別の方から王宮を出ましたし、ガウリイの血の跡あとも残してないから、ここがバレるってことはないはずです」

「世話をかけたな。すまなかった。ケガまでさせて……」

「いえ、たいしたことはありませんから」

　フィルさんの言葉にガウリイは、いとも気楽な調子で言う。

　しかし実は、たいしたことはあったのだ。

　たしかにあの魔力光は足をかすっただけだったが、それだけでガウリイは、骨まで達するほどのダメージを受けていたのだ。グレイさんが魔法医としてもかなりの腕を持っていたからよかったようなものの、そうでなければ、あたしの『治リカ療バリイ』程度ではとうてい治なおすことなどできなかったろう。

　ちなみにシルフィールはいまだ寝込んだまま。奥さんは町へ買い物である。

「で、やっぱしその美形中年がクリストファ、ですか」

　あたしの問いに、フィルさんは大きくうなずき、

「うむ。わしに似た面おも影かげがあったろう」

　ぜんぜんないって……ンなもん……

「それで、彼によく似た若いの、っていうのはやっぱり……」

「クリスの息むす子こ、アルフレッドだ。──しかし問題なのは、あのカンヅェルとか言う男よ。クリスの奴やつは『古い友人』などと言っておったが、むろんそうではあるまい。現にクリスがあの男を客として王宮に招まねいたころから、この騒ぎははじまったのだからな」

「……ということは、刺し客かくたちに直接命令を下しているのはそいつ、ということですか」

　と、これはガウリイ。

「おそらく。しかし自みずからの野望のために、あのような者を友と偽いつわって王宮内に引き入れ、あまつさえ、わしだけを狙ねらうならまだしも、わしに信しん頼らいを寄せてくれておる者たちを暗殺させるなどと！　わが弟とはいえ、いや、弟ならばこそ許しがたいっ！」

「──けど、これからどうなさるんです？」

　あたしはフィルさんに尋ねる。

「このままじっと立てこもる、というわけにもいかないでしょうし、証しよ拠うこを押おさえると言っても、王宮内に入らなければどうしようもない。まさか毎日忍しのび込む、なんてことも不可能ですし……」

「うむ。そこなのだ」

　フィルさんは両の腕を組み、

「むろんいずれは、ふたたびわし自みずから王宮に戻もどり、あやつと正面から対決せねばならん。

　しかしただ戻っただけでは、相手は、もはやわしは籠かごの鳥、と安心し、またもや下臣たちの暗殺を謀はかるのではないか、と思うてな。それではわしの戻る意味がない、いやむしろ、戻らぬ方がましというもの。

　問題は戻るきっかけ、タイミングだ」

　ばたん！

　部屋の扉が大きく音を立てて開いたのは、まさにこの時だった。

「たいへんです！」

　まっ青な顔で立っていたのは、買い物に出ていたはずの奥さんである。

「どうした!?　マリア！」

　問うグレイさんとフィルさんの顔を交互に見ながら、

「今町で……王宮からの告知が出て……昨夜、暗殺者と思われる侵しん入にゆう者しやたちと接せつ触しよくをした、クロフェル侯こうを逮たい捕ほした、と……」

『なぁっ!?』

　一気に色めき立つ一同。

「クロフェル侯は今回の暗殺騒ぎの重要人物と見られている。クリストファ王子はきびしい処分を考えている、と……」

「あやつめ、さてはわしが動くのを待っておったか」

　口く惜やしそうに言うフィルさん。

「すみません……オレたちが見つかったばっかりに……」

　ガウリイは言う。

「いや、そうではあるまい。おそらくこれは──」

　不敵な笑えみを浮うかべつつ、フィルさんはのっそりといすから立ち上がる。

「動くときが来た、ということだ」

「──そういうことなら──」

「ごいっしょさせてもらいます」

　言ってあたしとガウリイも席を立つ。

　結果として、あたしたちが動いたせいで敵の思うツボにはまったわけである。いくらなんでも、このまま『あたしたちは頼たのまれたしごとはやりましたから。じゃあそーいうことでお元気でっ！　さよーならー』などというわけにもいかない。

「うむ、たのむぞ」

　フィルさんは鷹おう揚ようにうなずいた。




「門を開けろぉっ！　フィリオネル＝エル＝ディ＝セイルーンが帰ったぞぉっ！」

　高々と、フィルさんの声がこだまする。歩ほし哨ように立った兵の一人が、あわてて通用門から中に飛び込んでいく。

　そして──

　きしんだ重い音を立て、王宮の門は奥へと開く。

　堂々とした足取りでまっすぐ歩あゆみを進めるフィルさん。その後ろにつき従うは、むろんあたしとガウリイの二人。

　フィルさんは絹きぬの、重ね着式のローブ。金きん糸しの刺しし繡ゆうがうるさくない程度にほどこされており、王おう家けの紋もん章しようも縫ぬいこまれている。──かなり典てん雅がなシロモノで、はっきし言ってフィルさんには全まつたく似合っていない。

　ガウリイは、せんべつがわりにとグレイさんからもらった、ゆったりとした麻あさの服に、これはいつも通りの、アイアン・サーペントの胸ブレス甲ト・プ冑レートと腰にさしたロング・ソード。

　そしてあたしは、この町で新しく買ったローブと黒のズボン、魔ミ道スリ銀ル繊せん維いを織おり込んだ黒のマント、魔ミ道スリ銀ル、竜の骨を削けずったものなどを重ねて造った、細い金色のふちかざりのあるショルダー・ガード。黒のバンダナとショート・ソード。そして要所要所に埋うめ込まれた宝石の護ご符ふ。

「……こ……この二人は……？」

　あたしたちを見とがめて、兵士の一人がフィルさんに聞く。

「味方だ」

　あいそもクソもなく言い放ち、なおもずんずん進んでいく。

「殿下だ！」

「殿下がお戻りになったぞ！」

　兵士たちは口々に呼ばわりながら、次々と集まってくる。

　どうやら、王宮内でのフィルさんの人望はかなり厚いようである。

「──む？」

　そのフィルさんの歩あゆみがひたり、と止まる。

　正面の神殿から出てくる人ひと影かげを認めて。

　それは、一人の巫み女こだった。

「やっほー！　とーさーん！」

　感かん激げきの再会シーンにはあまりにもそぐわないカルいノリの声に、しかしあたしとガウリイは思わずその場に足を止める。

　……はっきし言おう。

　かわいい。

　年のころはあたしとほぼ同じくらいだろうか。肩で切りそろえたつややかな黒い髪かみ、やや童どう顔がんで、大きな瞳ひとみ。巫女の礼服はちょっと大きめだが、それがかえって、子供のような愛らしさをかもし出している。
















　むろんフィルさんにはカケラも似てない。

「おお！　アメリア！　元気だったか！」

「そりゃあもう！　無事だと信じてたわ、父さん！」

　言いながらフィルさんに抱だきついていく。

「おいおい、心配してはくれなんだのか？」

「すこし。けど、正義は必ず勝利するものと決まってるのよっ！」

　アブナい反政府主義者みたいなことを言いながら、ガッツポーズを取ってみせる。

　ちらり、とあたしたちの方に視線を走らせて、

「それで、このかたたちは？」

「おお！　こちらはリナ殿、そしてこちらはガウリイ殿。わしの味方だ」

　……おーざっぱな説明である。

　フィルさんらしい、と言えば確かにそうかもしれないけど……

　彼はこんどはあたしたちに向かい、彼女の肩を軽く抱きながら、

「これがわしの二番目の娘、アメリアだ」

「──二ヽ番ヽ目ヽ？」

　思わずあたしは問い返す。

「うむ。もうひとり、長女のグレイシア、というのがおるのだが、しばらく前に修しゆ行ぎようの旅に出て、まだ帰って来ておらん」

「たぶん姉さんのことだから、どこかで道にでも迷ってるんでしょーね」

　にこにこしながらへーぜんと言うアメリアさん。

　……やたらのん気な話である……

　フィルさんは、アメリアさんの頭を乱暴に撫なでながら、

「親のわしが言うのも何だが、なかなかの美人だろう。わしに似て」

『……似てない似てない……』

　こっそりと同時につぶやくあたしとガウリイ。

「どーぞよろしくっ！」

　したっ！　と片手を上げながら、やたらと元気なあいさつをしてくれる。

　一体この元気、どこから生えてくるんだろう……？

「……は……はあ……」

「こちらこそ……」

　一応のあいさつを終えたとたん、彼女は視線を巡めぐらせて、

「おじさまがたがいらっしゃったよーですよ」

　いかにも意味ありげに言う。

　見れば神殿の入り口から、確かに見知った人ひと影かげ三つ。こちらの方へと向かっている。

　いうまでもない。クリストファとその息むす子こアルフレッド。そしてあのカンヅェルとかいう魔道士である。

「──これは兄上、ご無事でしたか」

「……うむ……」

　苦い表情でうなずくフィルさん。

「一体どこにおいでになったのです？　わたしは心より心配しておりました」

　クリストファは、いかにもしらじらとした口調で言う。むろん、彼が事件の黒くろ幕まくだということをフィルさんは感づいている。それを承知の上でなおかつ、フィルさんをからかっているのである。

「──それで、後ろのお二人は？」

　もちろんわざわざ尋たずねるまでもなく、彼は気づいているのだろう。昨夜王宮に忍しのび込んだのがあたしたちだということには。

　顔を隠かくしていたとはいえ、忍び込んだのが二人、供ともとして連れて来たのが二人。カンや想像力をカケラほどでも持ちあわせていれば、これをイコールでつなぐのは、さほど難むずかしいことではない。

「このふたり？」

　だがしかし、クリストファの問いに答えたのはアメリアさんだった。

「とうさんの古ヽいヽ友ヽ人ヽだそうです」

　──これにはさしものクリストファも鼻はな白じらむ。みえみえな噓うそだが、かと言って、同じ噓をこいてるあちらとしては、突っ込むわけにもいかない。

「……そ……そぉですか……」

　死ぬほど間の抜けた返事を返すだけである。

「こちらがリナ＝インバース殿、そしてこちらがガウリイ＝ガブリエフ殿」

「──ほぉう……あなたがあのリナ＝インバース」

　フィルさんの紹しよう介かいに、面おも白しろがるような声を上げたのは、あのカンヅェルとかいう魔道士である。

　おそらくは、ちまたに流れるあたしのいろんな噂うわさを耳にしたクチなのだろうが……

「──控ひかえろ、カンヅェル」

「これは失礼を」

　クリストファの叱しつ責せきに、魔道士は深々と頭を下げる。

　どこかこの男の態度、ひとを見下し切ったようなモノが見える。

「ご紹しよう介かいします」

　アメリアさんは、あたしたちの方に向かって、

「こちらはクリストファさん。わたしの大ヽ好ヽきヽなヽおじさんです」

　言われて苦にがい顔をするクリストファ。

「これがいとこのアルフレッド。で、こちらがおじさんの古ヽいヽ友ヽ人ヽのカンヅェルさん。

　王宮にお招まねきしたとヽたヽんヽこんな騒さわぎが起こって、さぞ不愉快な思いをおかけしたことと心苦しく思ってるんですよ」

　アメリアさんって……けっこーキツい手を使う。これを、兵士たちの視線が集まる中で、かなりの大声でやっているのだ。兵士たちもおおよその実情は知っているらしく、中にはロコツに苦笑している者や、皮肉な視線をクリストファに送っている者もいる。

「いやぁ、はじめまして」

　あたしの方も、やはりにこにこと笑えみを浮うかべながら、三人にしらじらしくあいさつなんぞを送ってやる。

　──これを軽く受け流せるようなら大おお物ものなのだが、クリストファはまともにそわそわしはじめて、

「──まあ、しかしご無事で何より。ではわたしはこのあたりで失礼を……」

　言ってそそくさと背を向けた、そこにフィルさんの声がかかる。

「待て、クリス」

　びくんっ！　と小さく体をふるわせ、クリストファはいやいやこちらに向きなおる。

「……何か……？」

「クロフェルを開放してやれ」

「──それはできかねますね」

　クリストファはなんとか笑みを取りもどし、

「なにしろあのご老人は、昨夜忍しのんで来たくせものと、どうやら接せつ触しよくを取ったようす。この一連の暗殺事件と大いに関係があると思われますからね」

「何を言う。きのうのあれは、わしの放った密みつ偵ていだぞ」

「……み……」

　いとも当り前のように言うフィルさんに、クリストファの方がことばに詰つまる。

　まさかばか正直にンなこと言うとは思ってもいなかったのだろう。正直なところ、あたしも思っていなかった。

「密偵……とは……また何で？」

「それは、言えん」

　言ってにやり、とさも意味ありげな笑みを浮かべる。

　クリスはそれ以上突っ込まない。へたに自分にやましいところがあるもんだから、あれこれと深くかんぐりすぎてしまうのだ。

「その密偵たちに、昨夜クロフに連れん絡らくをとってもらったのだ。帰る途中、庭で別の怪あやしい一団と遭そう遇ぐうし、火球をあやうく食らうところだった、と言っておったがな。おそらくその一団というのが、当の暗殺者たちではないかな？」

「…………」

「と、いうことだ。クロフを釈しやく放ほうしに行くぞ」

「……し……しかし……」

「何だ、まだ何かあるのか？」

「……本当……なんでしょうね……その話……」

「噓を言ってまで、クロフをかばわねばならぬ理由はあるまい。わしが今回の暗殺の黒くろ幕まく、とでも言うのなら話は別だがな。まさかおぬし、そう思っているのか？」

「と、とんでもない！」

　あわてて否定するクリストファ。

「なら文句はなかろう。行くぞ」

「あ、わたしもわたしも！　手続きのお手伝いします」

　名乗りを上げるアメリアさん。

　フィルさんは、あたしたちに向かって、

「しばらく面めん倒どうな手続きをせねばならん。はたで見ておっても退たい屈くつなだけだろうからな。その間、王宮の見物でもしておいてくれるか」

　……いーのか……？　自分からあたしたちを離したりして……

　しかしまあ、まわりには兵士たちもいることだし、まっ昼間からの襲しゆう撃げきもないだろう。

　あのクリストファ、思ったよりも小こ物もののようだし。

「誰かに案内させるとしよう。そうだな──」

「よろしければ、わたくしが」

　あたりを見回すフィルさんの前に進み出たのはあのカンヅェル。

　一同、しばし言葉を失う。

　……どうやらこの男の方は、クリストファと違ちがい、そこそこ役者のようである。

「──そうですね。ではよろしくお願いします」

　言ってあたしはにっこりほほえむ。

　──さてさて、茶番のはじまりである。




　白はつ輝き石せきづくりのゆるい階段をのぼり、開け放たれた大扉をくぐると、そこには巨大なアーチ状の空間がひろがっていた。

　色とりどりのステンドグラスは、王国の誕たん生じようをものがたる。派は手ですぎず、また地味すぎもせず、まさに絶ぜつ妙みように配された装そう飾しよくの数々は、この空間を、おごそかではあるが決して重苦しくはないものとしている。

　そして一条、奥の祭さい壇だんへとまっすぐ伸びる赤い絨じゆう毯たん。

「ここが神殿だ。まつってあるのは赤スイのーフ竜イ神ード。戴たい冠かん式しきもここで行なわれることになっているらしい」

　さして興きよ味うみもなさそうな口調で、淡たん々たんと説明をするカンヅェル。

「ここの左右にひとつずつ建物があるが、左が巫み女こ、右が神官どもの詰つめ所しよらしい。いずれにせよ、俺たちには関係ないがな」

　……神官どヽもヽ、ってあんた……

　乱暴な奴やつである。

　あたしとガウリイ、そしてカンヅェルの三人は、神殿を奥の方へと向かう。

「この先が今言った、詰め所への入り口になっている。さらに行けば、本宮へと続く渡り廊ろう下かがある」

　かなり一方的な説明をしながら、ずんずん先へ歩いて行く。これでは、ゆっくりあたりを見るひまもない。

　……しかしこの男、案内をわざわざ自分から引き受けたところからして、たぶんあたしたち二人への挑ちよう戦せんのつもりなのだろうが、にしてはそれらしい言動もない。てっきりオレは強いぞ逃げるなら今のうち的なハッタリを飛ばしてきたり、ねちねちくどくどもってまわったイヤミ合がつ戦せんを展開するものとばかり思って楽しみにしていたというのに。

　あるいは、こちらから話を振ふるのを待っているのだろうか……？

　などと思ううち一行は、本宮へと続く、屋根つきの渡り廊下へさしかかる。

　──今日はやたらといい天気だった。

　空はきれいに青く澄すみ、日ざしはほどよくあたたかい。

　こんな状じよう況きようでなければ、庭の芝しば生ふの上で、のんびりとひなたぼっこでもしたいところである。

　思わずほけーっと景け色しきをながめているうちに、カンヅェルの歩くぺースにとり残されて、少し離れてしまっている。ふと我にかえり、あたしは歩くぺースを速めた。

　が──

　おかしい。

　いくら歩みを速めても、先を行くカンヅェルとガウリイの背中はすこしも近づきはしない──どころか、どんどん遠ざかっていく。

　二人の姿はみるみるうちに小さくなり、やがて豆まめ粒つぶほどと化し、消える。

　──すでにこの時、あたしは敵の術じゆつにはまっていた。








　　　二、なぜ狙ねらう!?　あたしが一体何をした？









　あたしは後ろをふり向いた。しかし前にも後ろにも、ただえんえんと、人のいない渡り廊ろう下かが延のびるのみ。その先には、はや神殿も本ほん宮ぐうもない。

　──空間がゆがんだ──

　そうとしか考えられない現象だが、はたしてこんなことができるものなのだろうか？

　……まあ確かに、召しよう喚かん系列の術というやつも、空間の因いん果が法則を狂わせることにより、何かを呼び出すものなのだから、応用すればあるいはこういうことも可能なのかもしれないが……

　ともあれ、いろいろ試してみるべし。

　この廊下、別に左右に手すりがあるわけでもない。一定の距きよ離りを置いて立つ、大理石の柱が屋根を支え、その柱のすぐ外は、青々たる芝生の庭である。

　とりあえず、そこから庭に出てみることにする。……どーか、出たとたん、渡り廊下すら消え去って、一面芝生の野原のどまん中にほうり出されるよーなことにだけはなりませんように……

「よいしょ、っと」

　声などかけつつ、廊下から一歩足を踏ふみ出したそのとたん。

　ふぅっ、と一いつ瞬しゆん、目まいにも似た感覚に襲おそわれ──

　あたしは渡り廊下のまん中に立っていた。

「……あ。やっぱし」

　さてさて、一体どうしたもんか。

　……もともとはここもごくふつーの空間のはずだし……だとすれば……

　あたしがふとある考えを思いついた時。

　廊下の奥、はるか彼か方なたから、重い足音がちかづいてきた。




　なるほどなるほど。

　どうやらあたしをここに招しよう待たいした誰ヽかヽさヽんヽは、足音の主とあたしとを、ここで対戦させたいらしい。

　足音の主の姿はまだ見えないが、馬の群れが爆ばく走そうしてくるようなこの音からして、少なくともあまりおとなしい相手ではなさそうである。

　招待主には悪いけど、できればリタイヤさせてもらいたい。

　──さてさて、うまくいくかどうか──

　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　召しよう喚かん系けいの術で、本来は、空飛ぶ石魔獣ガーゴイルを召喚するものなのだが、呪文の形態をすこし変え、別のものを呼び出すことにする。

　呪文のしくみと意味とをしっかり理解していれば、この程度のことならばアドリブでできてしまうのだ。

　唱えるうちにも、足音はだんだん近づいてくる。そして──

　あたしの呪文は完成した。

　呪力を解き放つと同時に、あたしの目の前に、白く小さなものが出現する。

　ぱさぱさぱさっ。

　それは軽い音を立ててはばたき、廊下の外へ、青い空へと飛んでいく。

「──鳩はとか──」

　ガウリイがぽつり、とつぶやいた。

　あたしはもとの、ごくふつーの渡り廊下へと戻っていた。

　すこし先にガウリイとカンヅェルの背中がある。

「──なんとか成功したみたいね」

　言いながら、ちょこちょこちょこっ、と二人のほうへ駆かけていく。

「何がだ？」

「別に」

　問うガウリイにあたしは言った。

　つまり、である。

　……ちょっとうまく説明するのがむずかしいのだが……

　あの空間の中で、あたしはごくふつーの、一羽の鳩を呼び出したのだ。

　当然その時、本来あるべき空間と、その空間とが接せつ触しよくする。瞬間、空間の復元力──つまり、不自然にゆがめられた空間が、本来の、自然にあるべき姿にかえろうとする力が働き、それがあの空間をむりやり作っていた力に勝ったわけである。

　……たぶん……

　まああたしとしては、何か、もとの世界とつながりを持たせることができれば、やたらと不安定そうなこの術を破れるのではないか、と単純に直感しただけなのだが。

「やー、なかなかやりますね、カンヅェルさん」

　あたしはむしろうきうきとしながら言う。

「何の話だ？」

　言うカンヅェルの表情に、しかし感情は動かない。

　まあ何はともあれ、かくてあたしの王宮での日々はスタートを切ったのだった。




　風に乗って流れてくる虫の音に耳をかたむけながら、あたしはベッドの中でまんじりともせずにいた。

　寝しん室しつとしてあてがわれたのは、フィルさんの寝室からすこし離れた客室で、ガウリイはとなりの部屋だった。むろん、もしもフィルさんの部屋で何かあれば、すぐさまそれを察知して駆かけつけられるように、である。

　基本的にフィルさんの警けい護ごは正規兵たちがやることになっている。あたしたちも護衛の依い頼らいを受けてはいるが、たとえ名目上とは言え、王宮の中ではあくまでもあたしたちは来客扱あつかいである。

　ということで、夜の警備は正規兵たちがやってくれることになっており、あたしは安心してぐっすり眠れるはずなのだが……

　なぜかあたしは寝つけなかった。

　やたらといろんなことがあり、疲つかれてもいるはずなのに、である。

　ベッドは寝ごこち満点、文句のつけようすらもない。

　となれば考えられるのはただひとつ。

　何かが起こるのだ。今夜。

　俗に言う、虫の知らせ、という奴である。

　……とすると夜やし襲ゆうでもあるのかな……やっぱし……

　ぶっそーなことを漫まん然ぜんと考えながら、ブラインドのすきまからもれるかすかな月明りを、あたしはぼんやりと眺ながめていた。

「──!?──」

　静かに身を起こす。月明りにかげりが生まれていた。

　雲ではない。窓の外に誰かが佇たたずんでいるのだ。三階の、ベランダすらない窓の外に。

　同時だった。

　あたしが剣を手に取り、ベッドの上からとびおりるのと。

　外にいる誰かさんが窓のすきまから差し込んだ刃やいばで、かんぬきをえぐり切るのとは。

　こうっ。

　大きく開け放たれた窓から、夜の空気が踊おどりこんでくる。

　星空を黒く切り抜いて、それは中空に浮ういていた。

「部屋をまちがえたんじゃないの？」

　言いながらも、あたしは頭の中で作戦を練る。

　暗アサ殺ツ者シンは、窓から部屋の中へと入り、音もなく床に足をつける。両目以外の部分はすべて黒で覆おおわれており、その表情を読み取ることはまったくできない。

　気配はほとんど感じられない。かなりの使い手だ。

「……こんな夜中に女性の部屋に忍しのびこんできたりして。名前くらい言ったらどう？」

「ズーマ」

　こちらの言った軽口に、意外や答えはかえってきた。一瞬リアクションにとまどうあたし。

「へぇ……感心したわよ。ちゃんと自分の名前が言えるなんて。なかなか礼儀正しい暗アサ殺ツ者シンね」

「名乗ることにしている。依い頼らい主ぬしと──死にゆく者には──」

　言ったそのとたん──

　風が動いた。

　数歩さがれば壁かべである。そして左手にはナイト・テーブル。右に逃げるしかないのだが、当然相手はそれを読んでいるだろう。

　──などとゆーちょーに考えていたわけでもないが、とにかくあたしはとっさに、水にとびこむようなかっこうで、ベッドの上を飛びこしていた。あわてて体勢を立て直し、いそぎ呪文を唱えはじめる。

　ズーマはあたしが身をかわしたと見るや、空中で体を一転させ、やはり音もなく壁に足をつけ、その反動でこちらへと跳とぶ。

　あたしはなんとかこれもかわすが、瞬間、ズーマもまた、何かの呪文をとなえていることに気づく。

　韻いんからして、攻撃呪文ではないようだが……

　単なる呪文合戦なら、ひけをとることはないのだが、接近戦に関しては、相手の方が数段上の技量を持っている。

　あたしのふり回す剣をかいくぐりつつ、なおかつあたしを追いつめているのだ。

　素す手でで。

　もしも相手が刃は物ものを出すか、あるいはあたしに剣がなければ、そろそろ決着がついていただろう。あんまし認めたくはないが。

　窓からの月明りだけがたよりの戦せん闘とうである。間合いが取りにくいことおびただしい。今となえている攻撃呪文で一撃し、それで倒せなければ『明ライテりイング』か何かをぶつけてやる。照明と目くらまし、一石二鳥の攻撃を、あたしは頭に描いていた。

「リナ！　どうした!?」

　ドアがはげしくノックされたのは、まさにこの瞬間だった。

「──ガウリイ！」

　異変に気づいて来てくれたのだ。が──

　ドアには内側から、あたしがカギをかけている。

　いつものくせ、と言ってしまえばそれまでだが、今回に限って言えば、まさに死活問題である。ゆうちょうにカギを開けに行くだけの余よ裕ゆうはない。となれば彼がドアを破って助けに来てくれるまで、なんとかもたせるしかない。

「青ブラ魔ム・烈ブレ弾イ波ザー！」

　あたしの放った光の衝しよ撃うげ波きはを、しかしズーマはやすやすとかわし、光は窓を抜け、虚こ空くうへと消える。

「黒ダー霧ク・ミ炎スト」

　ズーマの低い声が、あたしの耳に、みょうにはっきりと届とどいたその途と端たん──

　ヴァッ！

　暗黒が部屋を支配した。




「なっ!?」

　あたしは思わず声を上げる。

　一切の光が部屋から消失していた。

　むろん視界はゼロ。

　とりあえず、今いる位置から身を移し、あわてて呪文を唱えはじめる。

「明ライテりイングよ！」

　かざした手のひらから、魔力の明りが放出される手ごたえはあった。

　手ごたえだけは。

　光は生まれなかった。

　どうやらこの術、単に光を遮しや断だんしたのではなく、黒く濃こい霧きりのようなものを生んだか、あるいは闇やみを発生させたか、いずれかのようである。

　相手の気配は感じない。

　退しりぞいたのではなく、気配を消しているのだろう。

　むろんこの状態では、むこうからこちらも見えないわけだが、ズーマの方は確実にこちらの気配を捕とらえていると見てまちがいないだろう。

　瞬間──

　冷たい予感があたしの背中を疾はしり抜ぬけた。

　理由もなく、全く本能的にあたしは身を退ひき、手にした剣をひと薙なぎする。

　何かがあたしの首に触ふれた。

　ぱぢゅっ！

　濡ぬれた音。苦痛、そして空気が漏もれる音。

「リナっ！」

　剣で固いものを断たち切る音、そしてあたしを呼ぶガウリイの声。

「なっ、何だっ!?」

　黒く塗ぬりつぶされた部屋に一瞬ひるんだようだが、すぐさま部屋に入ってくると、あたしの気配をたどってか、まっすぐこちらに近づいてくる。

　彼の手が、あたしの腕をつかまえる。

「ぶじか？　リナ」

　ガウリイの問いに、あたしはただ黙だまったままで、彼の胸に顔をうずめる。

「もう心配しなくていいぞ。あいつはどうやら逃げちまったみたいだから……おい、リナ、ほんとうにだいじょうぶか？」

　むろんあたしは答えられない。

　ズーマに握にぎり潰つぶされたのどぶえが、今になってひどく痛みはじめていた……



















「……あ、あ、あ、あー、夜、よる、りっりっあったしっはリナ＝インバース……」

　ひとを変な目で見ないよーに。

　べつにおかしくなったわけではない。単なる発声実験である。

　ズーマが姿を消したあのあと、ガウリイは寝ねずの番をしている兵士の一人に事情を話し、あたしを神殿の魔法医のところに連れて行ってくれたのだ。

　真夜中にたたき起こされた魔法医たちはいやな顔ひとつせず、あたしの喉のどをもののみごとになおしてくれた。

　礼を述べてから治ちり療よう所じよをあとにする。

「しかし……なんだってその暗殺者、お前さんを襲おそったんだ？」

　神殿から本宮へと続く、例の渡り廊下を行きながら、ガウリイはぽつりとつぶやいた。

「そこなのよ。わかんないのは。フィルさんを、ってぇのならとにかくね。まさか部屋をまちがえた、ってわけでもないでしょうし……」

「やっぱり、アレじゃないか？」

「何よ？」

「類るいは友を呼ぶ」

「はいはい」

「……いや……そーゆーふーにいともあっさり受け流されると、こちらとしても何か悲しいもんあるんだけど……」

　ガウリイの言葉をあたしは全く無視しつつ、

「たぶん陽動のつもりだったんでしょ。あたしが襲おそわれておおさわぎになり、兵士たちがかけつける。フィルさんの方が手て薄うすになったのを見計らって、本隊がそちらを襲しゆう撃げきする。

　ところが警けい護ご兵へいたちは、その作戦を見破ったのかどうかは知らないけど、持ち場を離れようとはしなかった、そんなところよ、きっと」

「ふぅん……でもな」

　納なつ得とくのいかない顔で言うガウリイ。

「……何よ？」

「けどあの時、お前さんを襲ったあいつの他に、あたりに別の奴やつがひそんでいるような気配はなかったぜ」

「うーん……」

　あたしは唸うなった。

　ガウリイの気配を察知する能力はケダモン並み、ほぼ絶対と言っていいほどの信しん頼らいが置ける。その彼がそう言う以上、あれが陽動作戦だった、という可能性はないだろう。

　渡り廊下から本宮を見れば、あたしたちが昨夜忍び込んだ時と同等の厳重な警備態勢である。その中をあのズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンは、数人の見張りを他の者には気づかれぬよう倒たおしたうえで、あたしの部屋を襲撃したのだ。

　しかし──なぜ？




「……おはよーございます……」

　あたしは片手をひょこなんっ、と上げ、芝生の上のテーブルでお茶しているクロフェルさんとアメリアさんにあいさつを送る。

　……どぉもまだ眠くていけない。

　きのうの襲撃のあのあと。

　襲われる理由があたしにないとすれば、部屋そのものに何かあるのではないか？

　あたしはふとそう思いつき、ガウリイともども、夜明け近くまで、あたしがいた部屋の中をあちこち調べたのだが、それで結局のところなにも出て来なかったのだから大笑いである。

　よく考えてみれば、あたしがきのうやって来るまであそこは空き部屋だったのだから、もしも部屋に何かがあるなら、とっくにどうにかしているはずである。

「おっはよーリナさん！　ゆーべはたいへんでしたねー」

　香こう茶ちやをくいっ、と飲のみ干ほすと、アメリアさんはぶんぶか手を振る。

　……どうやら昨夜のできごとは、すでに知っているらしい。

　彼女、やたら陽気でひとなつっこいが、単にそれだけではなく、押さえるべきところはちゃんと押さえているようである。

「立ち話もなんだし。座って座って」

　勧すすめられるまま、あたしは彼女の向かいに腰掛けた。

　クロフさんが香茶を注いでくれる。

「ガウリイさんは父さんのとこ？」

「ええ」

　香茶を一口ふくみながらあたしは答えた。口の中にひろがる甘あまい香かおりがなんともいえない。

　──あたしがこんなところをうろついているのは、別にしごとをサボっているわけではない。

　今回のこのさわぎ、いくら刺し客かくを撃げき退たいしたとて、もとを断たたなければおさまるもんではない。襲って来た連中をつかまえて口を割らせればいいのだが、それではどうしても後ご手て後手にまわることになる。

　そこで、である。

　堂々と大っぴらに、聞き込みをすることにしたのだ。

　相手がたに対するプレッシャーにもなるし、運が良ければ思いもかけないネタが手に入ることだってありうる。

　うとましがられて狙ねらわれる危険もあるが、そうなったらそうなったで、刺客をとっ捕つかまえて黒くろ幕まく白状させるだけである。

　……もっとも、きのうのズーマとかいう奴が出て来たら苦しいが……

　むろんあくまでもフィルさんの護ご衛えいが主なので、あたしとガウリイの両方が、彼をほっぽっといて聞き込みをする、などというわけにもいかない。そこで護衛の方はガウリイに任せ、あたしは聞き込みを担たん当とうしたわけである。

「……でも、いったいどーゆーことなんでしょうね？」

　彼女は、クロフェルさんが新しく注いでくれた香茶に砂糖をがっぱんがっぱんほうり込みつつ、

「……というのはけさ、朝食の席でね、きのうあなたが襲われたって話をしたの。そしたらこれが、どういうわけか、クリストファおじさんがやたらと驚おどろいて」

「クリストファ……さんが、ですか？」

　あたしは思わず眉まゆをひそめる。

　黒幕のはずの彼がなぜ、あたしが襲撃を受けた、と聞いておどろくのか？

「おどろいたふりをしていた、ってわけではないんですね」

「いやいやいや。あの慌あわてよーは演技じゃないわ。食事もそこそこに切りあげて、あわてて出て行っちゃったし」

「……なるほど……」

　あたしは香茶をひと口すする。

　……どうやらきのうの襲撃事件、クリストファの部下が先走りしたもののようである。

　おそらくは、カンヅェルあたりが。

　どうもテキさん、連係がうまくいってない様子である。ならばそのあたりに、つけ入るスキはあるかもしれない。

　あるいはクリストファの息むす子このアルフレッド。彼が現在どういう立場にいるのかは知らないが、彼から何か聞き出すこともできるかも知れない。

「ところでアメリアさん、あのアルフレッドさんってひとは、どーいうかたです？」

「ふむ。そーね」

　彼女はいたずらっぽい笑みを浮かべつつ、

「直接尋たずねたら？」

「直接お答えしましょう」

　いきなり後ろからかかった声に、あたしはおどろいてふりむいた。

　いつのまにやって来たのか。

　あたしのすぐ後ろには、そのアルフレッドが立っていた。




「ここの席──失礼してもよろしいですか？」

　言いながら、彼はすでにあたしの左隣どなりの席にこしかけている。

「……で、何ですか？　お嬢じようさん。この僕に尋ねたいことというのは？」

　どこか芝居がかった調子で言いつつ髪かみをかき上げる。しかしそのポーズがみょーにきまっていた。

　町に出てナンパをすれば、十人に五人はひっかけられるだろうが、あたしはこのタイプの人間をこう評価している。

　典型的な自じ己こ陶とう酔すい型がた、と。

　男、女に関かかわらず、こーいう相手とつき合うのは、じつはけっこー苦労する。ごく浅いつきあいや、まだ相手との歯車がかみ合っているうちはいいが、何かトラブルがあった場合、たいていこのテの人間は、自分を悲劇の主人公に置き、原因を『運命のいたずら』のひとことで片づけてしまい、自己反省などカケラもやらない。

　……こーいうタイプにへたに権力持たせたりすると、いきなり独どく裁さいなんぞに走ったりするのである。

　……まあ、一度ノせてやりさえすれば、扱あつかいやすいタイプかもしれないが。

「あー、つまり、あたしの言っていたのは、あなたがこの現状をどう受け止めていらっしゃるか、ということです」

「……いきなり核かく心しんを突いてきますね……」

　小さく苦笑しながら、なにげなくあたりをくるりと見回して、

「正直なところ、あまり歓かん迎げいできる状態ではない、と思っています。わヽがヽ親ヽのヽしヽでヽかヽしヽたヽこヽとヽなヽがヽらヽね……」

　……おいおいおいっ！

　いーのか？　いきなりそんなダイナミックな発言して!?

　意外といえばあまりにも意外な発言に、あたしとクロフェルさんは、思わずあわててあたりに視線を走らせてしまう。

　今のを聞いていたのは、どうやらあたしたちだけだったようだが……

「まあ、ふつうに常識ある人なら、誰だってそう思うわね。それで？」

　いともへーぜんと話の先を促うながすアメリアさん。

「……まあ、言い訳にしかなりませんが、この僕も父を説せつ得とくしようとしたことはいくどかありました。しかし、何を言ったところで、『こうするのがこの国のためなんだ！』の一点張り。……あるいは、父は父なりにこの国のことを考えているのかもしれませんけどね……にしてもこんなやり方が許されるわけはない。

　かといって、自分の親を告発するわけにもいかない……

　──アメリア！」

　アルフレッドは、やおら彼女の手をがしぃっ！　とにぎりしめ、

「実は今日ここに来たのも、きみにお願いがあってのことなんだ！　頼たのむ、一度でいい。

　フィルおじさんと僕の父さんとの話し合いの機会を作ってやってくれないか、二人が腹を割ってじっくり話し合う機会があれば、きっと父さんだってわかってくれるさ！」

　言って彼女の瞳ひとみをじっと見つめる。

　とても演技には見えないが、かと言って、そうでないとも限らない。さてさて、どう読む？　アメリアさん。

「そうね」

　しばしの間を置き、彼女は言った。

「わかった。わたしから父さんに、一応話してみるわ」

「ああ！　ありがとう！　アメリア！」

　彼はいきなり席を立ち、彼女をかるく抱きしめる。

「──それじゃあ僕も、父さんにその話をしてくるから！」

　言ってすぐさま、本宮の方に向かってかけ出していく。

　あとにはあたしたち三人と、しばしの沈ちん黙もくがとり残される。

「……で、どう思います、アメリアさん？　今の話」

「ま、むずかしいところね」

　あたしの問いに、彼女はあいまいな笑みを浮かべて、

「いずれにしても、事態が変わることだけはたしかみたいだけどね」

　……なかなかドライなことを言う。

「……けど、さ……」

　彼女は変わらぬ表情のまま、

「血のつながった身内のことばを、そのまま信じてやることができない、ってぇのは、やっぱりなんか嫌いやよね」

　軽い口調で言う彼女の表情が、なぜかひどく悲しげに見えたのは、あたしの気のせいではなかったはずだ。




「やー、疲れた疲れた」

　言ってあたしはベッドに身を投げ出した。

「……おーいリナ、寝るんじゃないぞー」

「……わかってるわよ……」

　言いつつあたしは身を起こし、ナイト・テーブルに腰かけたガウリイと向かい合うかたちで、ベッドの上にちょこん、と座る。

　世に言う作戦会議、というやつである。

　おフロに入ってさっぱりし、夕食をとっておなかもほどよく八分目、このままベッドに転がり込んで眠ってしまえば、死ぬほど気持ちがいいのだが、とりあえずガウリイとの打ち合わせをしないうちには、そういうわけにもいくまい。

「……しかし……お前さんにしちゃあえらくへたばってるな」

「まーね。なんかどーも堅かた苦くるしくって、いつものぺースでないのよ」

　ガウリイは、あたしのことばに深々とうなずきながら、

「確かに……いつもはお前さん、たとえ他人がどうあろうと、絶対自分のぺースで突っ走るもんなぁ……」

「……何か文句がありそうね……」

「山ほどある」

「聞いてあげない」

「…………」

「──それはともかく。やっぱり何のかんのと言ったところで、結局のところここは王宮、まわりはみんなお偉えらいさんばかし、だもんねー。どーやったって気をつかうわよ。

　ほら、ごくふつーのひとたち相手にしてる限りはさ、その場のノリでケリ入れようがどつき倒たおそうがどこからも問題出ないじゃない。けどこーいう場所でそれやると、即そく座ざにつまみ出されちゃうもんね」

「……ふつーの場所でもじゅーぶん問題だと思うぞ……それは……」

「考えすぎよ。それよりも、何か変わったことあった？」

「ぜんぜん」

　言って首を横に振ふるガウリイ。

「……じゃあ、気がついたこととかは？　目新しい噂うわさとか」

「まったく」

　やっぱし首を横に振る。

　……まあ……期待はしてなかったけど……

　あたしは深くため息をつく。

「……じゃああたしの方だけど、ちょっと面おも白しろい動きがあってね……」

　あたしは朝方の、アメリアさんとアルフレッドとのやりとりを、ざっとガウリイに説明する。

「……で、どう思う？　ガウリイ」

「どう……って？」

「だぁかぁらぁぁっ！　罠わなじゃないかなー、とか……」

「罠じゃないのか？　それ」

　……聞いたあたしがバカだった。

「と……とにかく。罠であろうとなかろうと、その『お話し合い』が実現すれば、どうあれ状況は動くはずよ」

「……まあ要は、なるよーにしかならねーから、しばらくほっとこう、ってことだろ？」

　……そーだけどあんた……モノには言いよう、ってもんが……

　ミもフタもない奴やつである。




　そして翌日。

　一見いつもと変わらぬ警けい備び態勢、いつもと変わらぬ人の動き。

　しかし水面下では、いろいろと事態は進行していた。

「……どうやら話がついたみたいよ……」

　ランチタイムの小さな食堂。来客用のここには、あたしとガウリイ、そして給仕さんの他には誰もいない。

　フィルさんたち王族は、専用の食堂で一族そろってテーブルをかこんでいる。

　むろんさすがに、寝たきりの現王はいないだろうが。

　なんでもパーティーなどの時以外は、こうやって親族一同が集まって食事をする、というのが代々のしきたりになっているとか。

　そーぞーしただけでも、その場のぎすぎすとした空気が伝わってきそうである。

　以前など、担当の給仕さんが心労で倒れた、とかいうような話まであるし。

　それはとにかく。

　あたしのことばにガウリイは、口のなかのたべものを、くむくむこくんっ、と飲のみ下してから、

「……話って？」

　……ぽてっ……

　思わずスプーンをシチューの中にとり落とす。

「……あ……あんたねぇ……」

　ふるえる声をおさえつつ、あたしは給仕さんに聞こえないよう小さな声で、

「きのうの今日でもう忘れたのっ！　言ってたでしょーがっ！　あの二人の話し合いのことよっ！」

「あー、あれね」

　こともなげに言うガウリイ。

「……それならそうとはっきり言ってくれりゃよかったんだ。そうすりゃすぐに思い出したのに……」

　……やっぱし忘れてたんじゃないか……

「くわしい日取りなんかはまだ決まってないけど、そう遠くないうちに実現することは確かみたいよ」

　言いながら、あたしはテーブルの上に視線をもどす。

　落っことしてしまったスプーンはもはやシチューの中に沈しずみこみ、影かげも形かたちも見えはしない。

「……ったくもーっ……」

　ぷちぷち言いながら、フォークでシチュー皿ざらの底をかき回す。

　こつんっ、と、指先に伝わるかたい手ごたえ。

　瞬しゆん間かん。




　ざびゅっ！




　音さえ立てて、皿がシチューを吹ふき上げた。──いや！

『だぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　思わずのけぞるあたしとガウリイ。

　別に、皿がシチューを吹き上げたわけではなかった。

　皿の中から、シチューと同じ色をした、数十本もの、ねらりと長い触しよく手しゆのようなものが飛び出してきたのだ。

「リっリっリナっ！　こぉいう悪あく趣しゆ味みな芸をするんじゃないっ！」

「あたしがやった芸じゃないわよっ！」

　などと叫さけぶうちにも、皿から生えた細長い触手は、わっし！　とテーブルにはりつき、そこを支えに、皿の中にある本体（!?）を、なんとか抜ぬき出そうともがく。

　そのとなりでは、ローストチキンの腹が勝手に縦に裂さけ、中から何かの両手がせり出してくる。

「あんたのところのおすすめメニューはこんなんかっ!?　シェフ呼んできなさいっ！」

　あたしが食ってかかったそのとたん、給仕さんは無責任にも、くなり、と床ゆかに崩くずれ落ち、ひとかたまりの塩と化す。

　しつけがあまりなっていない。

　などと言っている場合ではないっ！

　触手の本体は、すでに姿を現わしていた。

　それは、ふたかかえはあろうかという大きさの、ぷよんぷよんした球体だった。

　床の上に降り立ったそれのてっぺんあたりから、数十本の細長い触手が生えているのだ。一種ユーモラスと言えないこともないのだが、とりあえず、じっくり鑑かん賞しようしていられるような事態でないことだけは確かである。

　ローストチキンから生まれた方も、はや半ば以上体を現わしている。こちらは、人の形をしたでっかいワカメを、さらにデフォルメしたような形。

「どうする!?」

「どうする、って、とりあえず逃にげてみましょ！」

　言ってあたしは、ふたつある扉とびらのうち、手て近ぢかなひとつにとびつき、開く。

「────!?」

　思わずあたしは絶句する。

「どうした!?　リ──」

　言いつつとなりにかけ寄った彼も、やはり同じく絶句する。

　扉の向こうには、どこかで見たような部屋があり、テーブルひとつに料理が多数。奇きみ妙ような生き物約二匹。奥の方にはひらいた扉。その前に、ぼーぜんと佇たたずんでいる、やはり見覚えのある後ろ姿がふたつ。

　──そう。あたしたち自身である。

「ガウリイ、うしろ！」

「何だ!?」

　あたしの声に、むこうの（？）部屋のガウリイがこちらをふり向く。

「はぁい[image: ]」

　思わずなんとなく手を振ふるあたし。

「つまらんことをやってるんじゃないっ！」

　言うなりガウリイは扉を閉める。

「何なんだ、こりゃ!?」

「合せ鏡、ね」

「そういう技わざなのか!?」

「現象が、よ。ともあれどうやら、このぷくぷくもっくりたちと戦わなきゃなんないみたいよ。どうやったって！」

　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。ガウリイもすぐさま腰の剣を抜き、ふにょふにょ動く触手をかいくぐり、『球体』の方に切りつける。

　ぽみゅっ。

　やたらと間の抜けた音がして、剣の刃やいばはそれの本体（？）をす通りする。

「……な……なんだぁっ!?」

　勢い余ってたたらを踏ふむガウリイ。その背にそれが、一体どこから生み出したのか、何か黒い塊かたまりを放はなつ。

「よけてっ！」

　あたしが叫さけぶまでもなく、彼はすでに身をかわしている。

　黒い塊は床に落ちると、べちゃぁっ、と根こん性じようなくつぶれただけにすぎなかったが、これが人体にはりついた時、一体どういう影えい響きようをおよぼすのか、好こう奇き心しんはあったが、実験してみる気などはむろんない。

　今叫んだので呪文は中断してしまったが、唱えていたのは『炎フレのア・ア矢ロー』。こいつらに効きくとはあまり思えない。

　──その時。

　あたしは、あまり歓かん迎げいしたくない事実にふと気がついた。

　シチュー皿からもう一匹、別のが姿を現わしかけているのだ。

「ガウリイ！　光を！」

「おうっ！」

　応こたえてかれは剣を鞘さやにおさめた。これは別に、何かカン違ちがいをしているわけではない。ふところから出した針を使って、刃の止め具をとりはずす。

「光よ！」

　ひと声高く雄お叫たけびを上げ、ふたたび剣を抜き放つ。

　鋼はがねの刃を失った剣の柄つかの先に、光の刃が生み出されていた。

　人の意志力を刃と成して、魔族ですらも両断しうる、これぞ伝でん説せつの『光の剣』！

　瞬間、変なモノたち（他にどう表現のしよーもない）の間を、緊きん張ちよう感かんらしきものが走り抜け、それらは慌あわてて、例の黒い塊を、立て続けにガウリイめがけて投げ放つ。

　何なくそれらをかわしつつ、ワカメ人間に切りつける。

　ドズッ！

　さすがに今度ばかりは、鈍にぶい音とともに、ワカメ人間はくたりとその場に崩くずれ落ち、みるみるうちに蒸じよう発はつしていく。

　むろんあたしも、ただただ見物しているだけではない。球体と今倒たおされたワカメ、そして球体のあとから出て来た、シッポと腕がいっぱい生えたトマトがガウリイの方に注意を向けているそのうちに、異変の根こん源げん、テーブルの方にとりつく。

　ローストチキンから体を半ば生み出した別の一匹が、黒い塊を放ってくるが、これはマントに当たっただけ。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしの呪文をまともに食って、それの体に大おお穴あなが開く。

　──やっぱり──

　どうやら今あたしたちが相手にしているのは、精アス神ト世ラル界サ面イドの生き物のようである。

　あたしが使ったこの呪文、相手の精神に直接ダメージを与あたえる、というもので、たとえ何発命中させようが、外がい傷しようは出ないはずである。

　にもかかわらず、まともに大穴が開くというのは、それが精神生命体のような存在だからにほかならない。

　ともあれ何より、発生源を断たつに限る！

　あたしの術を食らったそれは、すでに塵ちりと化し消えている。

　表面が異様に泡あわ立だつシチュー皿を、抜き放ったショート・ソードの柄で叩たたき割り、かえす刃でローストチキンを一いつ刀とう両りよう断だん！

　……べつに、おーいばりできるよーなことをしているわけでもないのだが。考えてみれば……

　ひょっとして、発生源である皿やチキンにも普ふ通つうの武器の攻こう撃げきが効きかなかったらどうしよう、などとも一瞬考えたのだが、幸いにして、そーいうことはなかったようである。

　ともあれとりあえず、これでわいて出るのは抑おさえられたようである。

　ガウリイの方はと見てみれば、なんとか触手つきボールは倒たおしたようだが、しっぽトマトに何やら苦戦しているようす。

「何してんのよ!?」

「気をつけろ！　こいつ結構やってくれるぞ！」

　えぇいっ！

　あたしは急ぎ呪文を唱えはじめる。

　こいつらに効果があるのは黒くろ魔まじ術ゆつや精ア神ス世トラ界ル系の、相手の精神に直接ダメージを与あたえられるもののみ。ちょいとした小こ技わざを使って牽けん制せいする、とかいうかけひきが通じない分、どうもやりにくい。

　それはくにょくにょとしたおかしな動きでガウリイの剣をかいくぐりつつ、やおら自分のしっぽをあたしの方に切り飛ばす。

　ヴッ！

　しっぽは途とち中ゆうではじけて散ると、無数の、例の黒い塊となってあたしを襲おそった。

　とっさに床にころがって、テーブルを盾たてがわりに、なんとかこれをやりすごす。

　──このっ！──

「黒ダー狼ク・刃クロウ！」

　テーブルの陰かげから身をおどらせながら、ガウリイと交戦中のそれにむかって一いち撃げきする！

　黒い羽虫の塊のような、輪りん郭かくのない魔力弾が、それの背後（だと思う。……ぜんぜん自信はないけど）に肉にく薄はくする！

　その瞬間。

　何の前ぶれすらもなく、それはひょいっ、と無む造ぞう作さにま横に動く。

　そのむこうにはガウリイくん。

「ぅでわぁぁぁぁぁぁっ!?」

　叫びながらも魔力の球を、すんでのところで光の剣ではじき飛ばす。

　狙ねらったものか偶ぐう然ぜんか、はじき飛ばされた魔力球は、トマトの体をぶち抜いた。

　……やっと終わった。

「ふっ！　あたしたちの連れん係けいの前に敵はいないわっ！」

　言ってあたしはＶサイン。

「なっ、何が連係だっ!?　い……いまのとことん怖こわかったんだぞっ！」

「まぁまぁ。結果よければすべてよし、ということで……」

「……っかし……」

　ガウリイは、ぐったりといすに腰かける。

「みょーに疲つかれる相手だったな……」

「気が抜ける外見のわりにはね……」

　言いつつあたしも腰をおろす。

　そのとたん。

「……あのー、何か不都合でもございましたか？」

　いきなりかけられた声に思わず身構えるあたしとガウリイ。

　いつの間にか。

　そこには心配顔の給仕さんが立っていた。

　……どうやら、まともなところに戻もどれたらしい。

「……不都合、って……」

「ガウリイ」

　撫ぶ然ぜんとした表情で言いつのろうとする彼を押し止める。

「……このひとは今のとは無関係よ。それに彼にとっては、あれから時間は全然経たってないみたいだし」

　部屋のようすは、異変がはじまる前と全く変わってはいない。

　テーブルの上のシチュー皿とローストチキンさえ。

　ただひとつ。

　あたしのマントにのみ、今の事件はその痕こん跡せきを残していた。

　──あの黒い塊を当てられたところに大きな穴があいている。

　腐ふし食よく──ではない。マントを織おりなす繊せん維い自体がぼろぼろに崩くずれ、風化したようにもろくなっている。

　……なるほど、こーなるわけね……

　あぁ、せっかく新しく買ったマントさんが……

　黙だまってじっと座すわっているガウリイと、マントをいじりながら陰いんにこもっているあたし。

　全く事情がわからぬままに、そんな二人をおろおろと見つめる給仕さん。

　なんとかその場の気まずい空気をフォローしようとでも思ったか、ガウリイに向かい、

「……あのー、よろしければシチューのおかわりなどは……」

「絶対いらんっ！」

　彼はちからいっぱい断わった。




「……どうも……こんなはずじゃあ……」

　自分は席にすらつかぬまま、アルフレッドは開口一番、はっきりしない口調で言った。

　あたしたちの襲しゆう撃げきがあった、その日の夜のことである。

　本宮からすこし距きよ離りを置いた一軒けんの離はなれ。離れと言っても、ふつうの民家ほどの大きさはあるのだが、その一室に、あたしたち五人は集まっていた。

　あたしとガウリイ、アメリアさんにフィルさん、そしてアルフレッド。

　フィルさんを警けい護ごしている兵士たちは、今はこの部屋の外である。

　何か魔法の道具だろう、天てん井じようからぶら下がった球体が『明ライテりイング』と同じ色の光を放ちながら、室内を明るく照らし出している。

「きょうの昼、リナさんとガウリイさんが、おかしな魔法で襲われたことはすでにお聞き及およびのことと思います」

　落ち着かない様子でしきりと髪かみを撫なでつけながら、アルフレッドは言う。

「うむ。クリスの奴やつめ、一体何を考えておるのだ!?」

　腕を組んだまま言うフィルさん。

「それなんですけどね、おじさん。あれはどうやら、父のしでかしたことじゃないようなんです」

「どういうことだ？　それは」

「もちろん、ばか正直に聞いたわけではありませんが、どうやら父にとっても今日の事件は、寝ね耳みみに水だったようで、ひどく驚いてるようでした」

「……でしょうね……」

　あたしはぽつりとつぶやいた。

「どういうことだ？」

　それをフィルさんが聞きとがめる。

「──つまり、今の状態であたしとガウリイを襲撃させる、などというのは、『彼』にとっては全まつたく何の意味もない、どころかむしろ、かえって自分の立場を悪くすることになってしまう。

　──ということは、命令の行きちがいか、でなければ……」

「あのカンヅェルの独走です」

　アルフレッドがあたしの言葉をついだ。

　うろうろと、あたりを歩きまわりながら、

「僕が父にその話をした時、父はあわてて、近くの者にカンヅェルを呼びにやらせましたから……おそらくそういうことなのでしょう……

　くそっ！　こんな大事な時に！　あの男、何もかもぶち壊こわしにでもする気か!?」

　かこんっ！　と拳こぶしを壁かべにたたきつける。

「あれって一体どういう男なの？　やたらとでっかい態度からしてどうも気に入らないんだけど」

　と、これはアメリアさん。

「……さあ……ある日父が、いきなりどこからともなく連れて来たんです。この僕にも『単なる知りあいだ』としか言ってくれなくて……どういう素すじ性ようの人間なのかはさっぱり……」

「そやつの素姓はどうあれ、ことが丸く納おさまりさえすれば、何も問題はないのだがな」

「たしかに。──しかし──」

「どうやら」

「……無理みたいですね……」

　ガウリイ、アメリアさん、そしてあたしの順に言葉をつむぐ。

「──ど、どういうことです？」

　うろたえたようすで聞くアルフレッド。

　離れのまわりにいたはずの正規兵たちの気配は消えて、かわりに、針はりのような殺気がいくつか。

「刺し客かくよ」

　あたしはあっさりと言った。




「刺客ぅ!?」

　すっとんきょうな声を上げたのは、むろん言うまでもなくアルフレッドである。

「そ……そんな馬鹿な!?　ここにはこの僕だっているのに！　なんで刺客なんか!?」

「さあ……、とにかく実際、来てるもんはしかたないでしょ」

　そっけなく言い放ちながら、あたしは気配をうかがう。

　相手は複数。どうやらかなりの使い手ばかりのようである。フィルさんの護ご衛えいは五人ばかりいたはずだが、それが全員、声すら立てられぬうちに倒たおされているのだ。

　もしも相手の中に、あのズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンがいれば、勝てるかどうかあやしいものである。

　本ほん宮ぐうの警備兵たちが、ここの異変に気づいてかけつけてくれさえすれば、すくなくとも刺客たちを追いはらうことはできるだろうが……

　あたしたちが今いる部屋は、いかにも『密みつ談だんに最さい適てき』と言わんばかりの部屋である。

　窓はなく、扉はひとつ。天てん井じよう近くに通つう風ふう孔こうがあるが、これは、とてもじゃないが人の出入りできる大きさではない。

　かと言って、ここにたてこもるというわけにもいかない。通風孔あたりから火フアイ炎アー・球ボールでも投げこまれた日にゃあ、一発で全ぜん滅めつである。

　まともに部屋を出るには扉とびらからしかないのだが、まず間ま違ちがいなく向こうで待ち伏ぶせしているだろう。

「強きよう硬こう突とつ破ぱしかないか──」

「待ってガウリイ。それよりも、テーブルで扉の内側からバリケード作って」

　言いながら、あたしはこの建物の間取りを頭に思い浮うかべる。

「バリケード……って、そんなことしたら袋ふくろのねずみじゃねーか」

「いいからっ。アメリアさん、この壁かべの向こうは庭ですよね」

「そうよ」

　扉のある反対側の壁をここんっ、とノックしながら尋たずねるあたしに、彼女はやたら落ちついて答える。

　……ここいらの、いざという時の貫かん禄ろくは、どうやら父親譲ゆずりらしい。

「壁、壊こわします」

　あっさりと言って呪文を唱えはじめる。その間にもガウリイとフィルさんは、今まで座っていた八人掛がけのテーブルをなんとか動かし、扉に押しつけた。

　内側への開き戸である。これで、少々のことでは開かないだろう。

　簡かん易いバリケードができたそのとたん、扉ががたがた揺ゆれはじめる。

　あたしは両手をぱんっ！　と壁に押しつけて、唱えた呪力を解とき放はなつ。

「黒ブラ魔スト・波ウエ動イブ！」




　ゴガァッ！




　耳が痛いほどの爆ばく音おんとともに、壁の一部が崩ほう壊かいし、人ひとりが充じゆう分ぶん立って通れるほどの大おお穴あなが開く。

　この呪文、威いり力よくのほどはごらんの通りだが、両手で触さわったものに対してしかその力を発はつ揮きしない。

　もうもうたる埃ほこりの外は夜の庭。本宮とは逆方向のはずだが、今の破は壊かい音おんは本宮近くの警備兵たちの耳にも届とどいたはずである。

「こっちへ！」

　ほこりっぽいのはがまんして、声をかけ、先頭をきって庭に飛び出す。そのとたん、頭上に殺気が閃ひらめいた！

「ちっ！」

　あわててあたしは身をかわす。

　さんっ！　と小さな音がして、足下の地面に何かが突き立った。

　部屋から漏もれる光に映はえて、それはぬらりと青白く光る。

　手のひらをひろげたほどの長さをした、一本の短剣。おかしな輝きを放つのは、おそらく塗ぬられた毒どくのせい。

　つづいて飛び出たガウリイは、その短剣を引き抜くと、大地を一転しながら上へと投げかえす。

　屋根の上、空を背にした黒い影かげはこれをこともなくかわし、ガウリイ目がけてその身を宙に躍おどらせる。

「もらった！」

　叫びつつ、ガウリイは剣を一いつ閃せんさせる。

　しかし必殺のはずの一撃は、空むなしく空を切っただけ。

　刺し客かくの体は、ひたり、と宙に止まっていた。

　浮レビテ遊ーシヨン!?

　宙に浮かんだままの刺客の蹴けりがガウリイを襲おそう。その爪つま先さきにきらめく銀光。

　そこにも刃は物ものをしこんでいるのだ。

　なんとか身を引き、かわすガウリイ。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　すかさずあたしは呪文を放はなつ。機動性の低い浮レビテ遊ーシヨンでは、これはかわせるものではない。放った十本近くのうち、数本にまともに直ちよく撃げきされて、刺客は地面に倒たおれ落ちる。

　これでこいつはかたづいたはず。

　この間にほかの三人も、すでに室内からとび出している。

　いまの炎ほのおの光を見て、すぐに警備兵たちがかけつけてくるだろう。

　ドウン！

　その時、部屋の扉が爆ばく発はつし、転がり込んでくる人ひと影かげ二つ。

　テーブルの上を一転しつつ、それぞれ二条の銀光を放つ。

　狙ねらいはフィルさん！

「あぶないっ！」

　あたしが叫さけんだその瞬間、ふわり、と白いものが動く。

　三本のナイフはむなしく地に落ちる。

　アメリアさんがなびかせた、マントにからみ落とされて。

　そして残った一本は、フィルさんのその手の中にあった。

　跳とんできたナイフを摑つかみとったのだ。素す手でで。

「なにぃぃぃっ!?」

　思わず叫ぶ暗アサ殺ツ者シン。

　無理もない。ふつーはよけるぞ……こーいう場合……

「愚おろかな！」

　アメリアの一いつ喝かつが響ひびく。

　暗アサ殺ツ者シンたちをびっ！　と指さし、

「悪の手先に身を堕おとし、天の道理に背そむきし者たち！　汚けがれた刃やいばでわたしの正義、砕くだけるものなら砕いてみなさい！」

　……どーやら彼女、英ヒロ雄イツ伝ク・承サ歌ーガフリークのようである……

　キメポーズのままひたり切っている彼女の体が、やおらひょいっ、と宙に浮く。

　となりに立ったフィルさんが、まるで猫の子でもつまみ上げるかのように、片手で彼女の襟えり首くびを摑つかんで持ちあげたのだ。

「どいておれ。アメリア」

　言ってあたしたちの方にほうり出す。やはり依い然ぜんとしてキメポーズのままで、器用に着地するアメリアさん。

「なめるなっ！」

　怒ど声せいを上げつつ、暗アサ殺ツ者シンの一人が床ゆかを蹴ける。

　フィルさんに向かって！

　とっさにフォローに入ろうとするあたしとガウリイ。だが──

「ばかものぉぉぉぉぉぉっ！」

　それより早く、フィルさんの拳こぶしが、向かってくる刺し客かくを一撃した！




　げごきゅっ！




　……哀あわれ暗アサ殺ツ者シンはまともにふっ飛び、部屋の壁にノン・バウンドで激げき突とつする。
















　壁をすべり落ち、そのまま床にへたり込む。

「おぬしが何故に、このような陰いん謀ぼうに荷か担たんしたのか、それは知らん！」

　首を異様な角度にひん曲げたまま、もはやぴくりとも動かない暗アサ殺ツ者シンを指さして、フィルさんはやおら説せつ教きようをはじめる。

「しかし考えてもみろっ！　おぬしに家族はおらんのか!?　ことの成せい否ひに関かかわらず、こんなことは自みずからを卑いやしめ、家族を悲しませることにしかならんっ！　わしは無用な争いを好このまん。もしもおぬしが自らの行ないを心より反省し、この場より早々に立ち去るならば、あえてとがめだてはせんっ！」

　その時だった。もう片方の暗アサ殺ツ者シンが動いたのは。

　ただし、フィルさんに向かって、ではない。

　部屋の中に倒れた暗アサ殺ツ者シンに近づき、その脈みやくを取る。ちらり、とこちらを向いてから、床を蹴けり、入って来たのと同じ、破れた扉の奥へと姿を消した。

「……帰ったか……」

　フィルさんが深いため息をつき──

　そしてようやく、兵士たちの足音が近づいてきた。

「──どうやらなんとか切り抜けたようだな」

　ガウリイは、部屋の奥に倒たおれる暗アサ殺ツ者シンに目をやり──

　その時、あたしの頭にふと閃ひらめくものがあった。

「ふせてっ！」

　あたしの叫びに全員が、ほぼ反射的に身をふせる。

　瞬しゆん間かん。




　ゴグォッ！




　部屋の中に倒れた暗アサ殺ツ者シンの体が爆発、四散した。




「どうしましたっ！」

「ご無事ですか」

　ようやく姿を現わす兵士たち。

　……遅いってば……

　あたしたちはなんとか身を起こす。どうやら全員ケガもないようである。

「……ううむ……」

　身を起こし、なぜかやたらと感じ入ったようすでうなずくフィルさん。

「わしの説得に自らの身を恥はじ、自じ爆ばくして果てるとは……なにもそこまで思いつめずともよいものを……」

　違ちがうと思うぞ……それは……

　もう一人の方の刺し客かくが、倒たおれた男の脈を取った時、あたしはおやっ、と思ったのだ。

　フィルさんにはり倒された刺客はどう見ても、あの時すでにこと切れていた。おそらくそれに気づいていなかったのは、当のフィルさんくらいのもんだろう。にもかかわらず、なぜわざわざ脈まで取りに行ったか？

　脈を取る、というのがもしも見せかけだとするならば、本当の目的は、倒れた男に何か細さい工くをすること。

　そこまで考えた時、部屋の扉が爆破されたこととあいまって、あたしの頭に『爆弾』の文字がひらめいたのだ。

　もしもあたしたちの誰かが、死体の確認にのこのこと近づけば、いっしょにドカン、というつもりだったのだろう。

「殿でん下か！　これは一体……!?」

　兵士のひとりがフィルさんに尋たずねる。

「曲くせ者ものに襲おそわれた。全員無事だ」

「曲者、ですと!?」

　フィルさんの答えに色めき立つ兵士たち。

「一班ぱんと二班はここに残れ！　三班は建物の捜そう索さく！　四班はあたりの探たん索さくにまわって、なんとしてでも曲者どもを見つけだしてひっ捕とらえろ！　それとお前、本宮のほうにことの連れん絡らくを……」

　あたしたちがはじめここに忍しのび込んだときに出会った、あの何とかいう隊長さんが、あたりの兵士に指示を出す。

　……しかし、刺し客かくたちはもうとっくに姿を消している。とてもじゃないが、今から探さがして見つかるものではない。

「……けど……」

　あたりをうろつく兵士たちの姿をぼんやりと眺ながめながら、

「今回いなかったわね……あのズーマとかいう奴やつ……」

「……ああ……」

　あたしの漏もらしたつぶやきに、ガウリイはぽつりと答える。

「なぜなんだ!?」

　やおら叫さけんだのはアルフレッドだった。

「どうしてこの僕まで……ま……まさか……まさか!?」

　みるみるうちにその顔色が変わっていく。

「……昼間の襲しゆう撃げきは……まさかこのために……」

　青い顔のままぽつりとつぶやく。

　──あ！

「このため？」

　問うフィルさんには答えずに、

「──父さんに──父さんに確かめてきます！」

　言うなり彼は、本宮のほうにむかって走り出す。

「どういうことだ？」

　フィルさんは、あたしの方を向いてたずねる。

「……ここで聞かれても……」

　あたしは困って、あたりに視線を走らせる。

　大体のところ、アルフレッドが何を考えたのか予想はつくが、まわりじゅう兵士だらけのこんな場所で、おおっぴらにそれを言うわけにもいかない。

　あたしの視線の意味を察して、フィルさんは大きくうなずいた。

「そうだな。ならば場所を変えるか」




「──つまり、昼間あたしとガウリイが襲撃されたのは、やはり『彼』のさしがねじゃないか、ということよ」

　あたしは言った。

　むろん『彼』というのはクリストファ。

　一応まだ、彼が黒くろ幕まくだという証しよ拠うこはないものの、ほとんどそのことは王宮中の、公然の秘ひ密みつと化している。

　場所を本宮の、フィルさんの自室に変えてのことである。

　扉の外にはやはり見張りの兵士もいるので、あまり大きな声では話せない。

　そういう不便さもあって、さきほどは、相談の場所を離はなれにもって行ったのだが。

「どういうことだ？」

　と、これはガウリイ。

「あの状じよう況きようで、あたしたちを襲おそうのは全く意味がない。ならばどうして？　と全員が思ったはずです。そこでアルフレッドさんはことの確認をとり、どうやらこれがカンヅェルの暴走らしい、ということを知る。となれば次に彼は、そのことをあたしたちみんなに知らせようとする……」

「なるほど。当然みんなを集めるわね」

　あいづちを打つアメリアさん。

「そう。敵としては、邪じや魔まなあたしたちをできれば一気に片づけたい。そこで全員を一か所に集めるための手段として、まずあたしたち二人を襲わせた。襲撃が失敗することを前ぜん提ていとして、ね」

「うぅむ……」

　腕を組みながらうめくフィルさん。

「けしからんっ！　これはいくらなんでも悪質すぎるっ！　いくらわしらを一つ所に集めるそのためとは言え、自分の息むす子こさえもたぶらかし、巻まき込もうとするとはっ！　こうとなってはもはやすておけんっ！」

「……まあ、待ってください」

　押おしとどめたのはあたしである。

「まだそうだと決まったわけじゃありませんから」

「しかしそう言うがな、リナ殿、他にどう考えようがある？」

「どう……と言われると困りますが、どうもひとつ、ふに落ちないことがあるんです」

「と言うと？」

「もしも敵がそういうつもりなら、おそらくは本気でかかって来たはず。ところが今回、なぜか敵は戦力を出し惜おしみしているんです。たとえばあたしを襲ってきた、ズーマとかいう暗アサ殺ツ者シン……」

「えぇぇぇっ!?」

　大声を上げたのはアメリアさんだった。

「……い……今、ズーマ、って言いました？」

「……ええ、それが何か……？」

「本当に!?」

「さあ……自分ではそう名のってましたから……」

「あの男が……ここにいる」

　つぶやくその顔からは、完全に血の気が引いている。

「知っておるのか？」

　たずねるフィルさんに彼女は、

「噂うわさで聞いただけなんだけど、魔道を使う暗アサ殺ツ者シンで、その実力はトップクラス。……もしも噂が本当で、リナさんを襲ったのが本物のズーマなら、リナさん、あなたがはじめてのひとってことよ。あの男に狙ねらわれて生き残ったのは」

　[image: ]……

　あたしは思わず絶句する。

　あの時もしもガウリイがいなければ、おそらくあたしも、犠ぎ牲せい者しやの中にその名を連ねていただろう。

　あたしはなんとか気を取り直し、

「──とにかく。そのズーマとかも、今回の襲撃には加わっていなかったようです。

　確かに今日あたしたちを襲った連中、手て足だれではありましたけど、圧あつ倒とう的てきに強い、というわけでもありませんでしたし……」

「なら一体どういうことだ？」

　フィルさんの問いかけに、あたしは小さく首をかしげ、

「わかりません。あるいは昼間の襲撃はやはりカンヅェルの暴走で、『彼』はそれを利用したにすぎなかった。準備の時間がなかったため、ズーマにはつなぎを取れなかった、という可能性もありますし。

　……けどそれよりも問題は、こういうことがあってなお、予定していた話し合いを行なうかどうか、ということですけど……」

「やる」

　きっぱりと、フィルさんは言った。

「たとえこのようなことになったとて、いや、このようなことになったからこそ、クリスとの決着はつけねばならん。このわしが」




　そして──

　二人の会談の日はやって来た。




　王宮はその日、朝から緊きん張ちように包まれていた。

　むろんフィルさん対クリストファ対立の構図を知らない者など、今の王宮の中にはいない。

　あの離れでの襲撃事件のあと、アルフレッドはクリストファとカンヅェルをいろいろ問い詰つめたようだが、結局は、なんのかんのと言い逃のがれられてしまったらしい。

　──むろんこの間、現王エルドランとて、ただ死んだふりをしていたわけではない。

　なんとか二人の仲をとりもとうと、幾いく度どもクリストファをいましめたようだが、やはりのらくらと言い逃のがれるばかり。

　エルドラン王としても、確たる証拠がない以上、思いきった処断もできないでいるようである。

　そのため心しん労ろうが昂こうじて、病やまいは重くなる一方とか……

　ともあれすべては今日の、この会談にかかっている。

　会談は、とある離れでとり行なわれる。

　クリストファが、もとよりフィルさんと和解するつもりなどないとすれば、今日こそ本格的な攻撃があるはずである。

　昼が過ぎて。

　全員は、同時に本宮を出た。

　フィルさんとクリストファはもちろんのこと、あたしとガウリイ、アメリアさんにアルフレッド、そして問題のカンヅェル。

　これであとズーマがいれば全員勢せい揃ぞろいなのだが、さすがにそうはいかない。

　──とはいえ、じきに顔を出す可能性は高いが。

　カンヅェルは、あたしの方にちらりと視線を送り、冷笑に似た笑みを浮かべる。

「──あのカンヅェルとかいう男──」

　となりを歩くガウリイにだけ聞こえるような小さな声で、

「さては、あたしに惚ほれたと見た──」

「……ンなわけねーだろ……」

　ガウリイは小さく苦笑して、

「……しかし、そんな冗じよう談だんが飛ばせるところからして、お前さん、そこそこ自信はあるみてぇだな」

「まずまず、ね」

「もしもあの何とか言う暗殺者が出て来たら？」

「もちろん。あなたに任まかせるわ」

「……あ。そーいうことね……」

　とは言え、おそらくはカンヅェルの技わざだろう、あの『空間を歪ゆがめちゃうよ攻撃』はちとやっかいである。

　直接会談をするのは、フィルさんとクリストファの二人のみ。二人で離れの一室に入り、あたしたちや護ご衛えいの兵士は外で待機する。

　しかしもしもカンヅェルが、空間を歪ゆがませ、ズーマあたりをいきなり室内に送り込んだら……？

　カンヅェルの動きは要チェック。始終はりついて、呪じゆ文もんを唱となえさせないように見はるしかない。

　のどかな日ざしに、庭の芝しば生ふがまぶしく輝く。さてさて、このおひさまの下で、一体どんなパフォーマンスがはじまることやら……

　会談を行なう離れまで、ほぼ半分を歩いたか。

　その時。




　ぎきぃぃん！




　空間が、きしんだ絶ぜつ叫きようを上げた。




「なんだぁっ!?」

　誰かが叫んだ。そして唐とう突とつに日がかげる。

「──ちがう！　上だ！」

　ガウリイの叫びに一同、天を見あげる。

　黒く巨大な塊かたまりが落ちてくる！

『うあぁっ!?』

　蜘く蛛もの子を散らし、一同はその場から離れる。

　グクゴォォォン！

　鈍にぶい地じ響ひびき立てながら、それは大地に降り立った。

　──ぎーっ。

　耳みみ障ざわりな声でひと声鳴くと、触しよつ覚かくのような器官をあたりにめぐらせる。

　それは、巨きよ大だいな一匹の虫──

　いや、虫のような姿の何ヽかヽだった。

　いくらなんでも、小こ柄がらなドラゴンほどもあろうかというような、巨大な虫がいるわけはない。

　イメージとして、甲こう虫ちゆうのたぐいを思わせる、まっ黒くつややかな肌。

　左右四対、計八本のがっしりとした足。

　背中の大きな、しかしこの体を宙に浮かせるにはやや小さな一いつ対ついの羽根。

　そして、まるで宝ジユ石エルズの・ア護ミユ符レツトでも埋うめ込んだかのように、体のあちこちに輝く、ルビー色をした半球体。

　いきなりパニックに陥おちいる兵士たち。

　さすがに逃げ出すものはいなかったが、一いつ斉せいに、しかしてんでんばらばらに、その『虫』に攻こう撃げきをしかけたのだ。

　統とう率そつや作戦などは全まつたくない。ただやみくもに切りつけているだけである。

　……もっとも、統率が取れていたとしても、『虫』にダメージを与あたえられたとは思えないが。

　いくら剣を叩たたきつけても、厚い甲にはじかれてか、刃はむなしくはね返るのみ。

　関かん節せつの間に剣を潜もぐり込ませる気のきいた兵士も中にはいたが、それでも『虫』は平然と、触覚を動かしつづけている。

　しかしそのうち──

　それは目標を見いだしたのか、八本のいびつな足で身を支え、思ったよりもはるかに俊しゆん敏びんな動きで体の向きを変える。

　──あたしの方へと。








　　　三、セイルーン　お家騒そう動どうまっ盛さかり！









「なっ!?　なんでっ!?」

　あたしが不満の声を上げるいとますらなく──

　ヴン！

　攻撃はいきなり来た。

　正面きって対たい峙じした『虫』の背中の羽根がかすんで見えた──

　そう思った瞬しゆん間かんには。

　あたしはまともにはじき飛ばされ、芝しば生ふの上に転がっていた。

　……くかぁっ……

　衝しよう撃げきでしばし息ができない。

　あたしはこの時、視界の隅すみに、やはり冷たい笑えみを浮うかべながら、じっとあたしを見つめるカンヅェルの姿を捕とらえていた。

「リナっ！」

　ガウリイは叫さけびつつ、剣で『虫』の足をひと薙なぎする。

　剣はまともに足にめり込み、そして反対側から抜けた。

　……ぎきい……

『虫』はこうるさげに触しよつ角かくをぴくり、と動かすと、足の一本をふり回す。

　たった今、ガウリイに切り離されたはずの足を。

「なにっ!?」

　ガウリイがあわてて飛び退のく。

　ふつうの攻撃が効きくわけはない。どうやらこいつ、サイラーグのザナッファー、とまではむろんいかないにしろ、かなり強力な魔まじ獣ゆうのようである。

　ガウリイがつくってくれた一いつ瞬しゆんのスキを、あたしが見み逃のがすわけはない。すでに立ち上がり、呪じゆ文もんは唱となえ終えている！

「塵アリシ化ヤー・滅デイスト！」

　ぎぐあぁぁぁぁぁっ！

『虫』の全身がはげしく震ふるえ、その口からは空気を震わせる絶ぜつ叫きようがほとばしる。
















　だが──

　それだけだった。

　吸ヴア血ンパ鬼イアすらも一いつ瞬しゆんにして塵ちりと化すはずのこの呪文は、しかし『虫』に、さしたるダメージを与あたえることすらできてはいないようである。

　思ったより強い！

　……しかし、これほどの魔獣を召しよう喚かんするとなれば、かなりの大おお技わざのはずだが……

『虫』がその顔をこちらに向ける。その口が大きく開き──

　がぎいっ！

『虫』がひと声鳴くのと同時に、あたしはとっさに横に跳とぶ。

　はるか後ろで重い爆ばく音おん。

　ちらりとふり向けば、音のしたあたりの地面がえぐれ、芝生の下から土がのぞいている。『虫』の放った衝しよ撃うげ波きはだろう。

「ガウリイ！　光を！」

　言ってから、あたしは呪文を唱えはじめる。

　しかし『虫』には警けい備び兵へいたちがやたらととりついている。あまり大技をしかけるわけにもいかない。

　呪文を唱えはじめるとほぼ同時に、『虫』は前足の一本を、あたしに向かって横に振ふる。充じゆう分ぶん間合いの外である。あたしはよけようとすらしなかった。が──

　がつっ！

　にもかかわらず、硬かたい衝撃があたしの両足を襲おそった。

　もんどりうってうつぶせに倒たおれる。

「リナっ！」

　悲鳴に近いガウリイの叫び。

「どういうつもりだ！　カンヅェル！　話が違ちがうぞ！」

　あちらでは、カンヅェルにくってかかるアルフレッドの姿があったが、だからと言って目の前の『虫』が消え去るわけではない。

　こちらを指した『虫』の触角の先せん端たんに、プラズマ状の雷らい光こうが灯ともる。

　──やばいっ！

　なんとか身を起こそうともがくのだが、しびれたような感覚があるだけで両足がまったく動かない。

　電撃が──来たっ！

　ぎゃんっ！

　悲鳴が喉のどの奥ではじける。

　…………

　それでも、一瞬気を失っていたようで、次に瞳を開けた時、目の前に、大きくふりかぶった『虫』の前足があった。

　あたしを叩たたきつぶす気だ!!

　恐きよ怖うふが背中に駆かけ抜ぬける。

　じょーだんではない。

　リナ＝インバース、虫に踏ふみつぶされて死す。

　いくらなんでも、それはあんまりと言うもんである。

　しかし体は動かない！

　ぱぢゅっ！

　瞬間。

　目の前まで迫せまっていた『虫』の前足が消失する。

　──アメリアさん。

　彼女の放はなった何かの術じゆつが、前足をふき飛ばしたらしい。

　光の剣をかまえたガウリイが、大地を蹴けって、『虫』の頭めがけて切りつける。

　……その映像を最後に、あたしの意識は闇やみに堕おちた……




「──降りよう。この仕事」

　次に目を覚ましたあたしに、ガウリイが開口一番言ったのは、その言葉だった。

「……？……」

　状じよう況きようが理解できず、あたしはあたりを見回した。

　けっこう広い部屋である。

　清せい潔けつそうな白い壁かべと天てん井じよう。そして強い薬草のにおい。

　数人の魔法医たちが、額ひたいに汗あせを浮うかべながらも、ほっとした表情であたしを見ている。

　ズーマに喉のどをやられた時も一度来ている、そこは神殿の治ちり療よう所じよだった。

「……あれ……？」

　なんとか重い体を起こす。

　床ゆかには大きな六ろく紡ぼう星せいが描えがかれており、その中央にあるベッド、そこにあたしは横たえられていた。

「やぁっ！　ぐあい、どう？」

　陽気に尋たずねるアメリアさん。

　言われてあたしは、体をあちこち動かしてみる。

「いちおう……疲つかれてはいますけど、別に痛いところとか、動かないところとかはないようです。……ちょっと両足がこころもち、ぎこちないような気はしますけど……」

「そりゃそうでしょ。ま、すぐに慣れるって」

「そりゃそうでしょ、って、どうにかなってたんですか？　あたし」

「……聞かない方がいいと思うぞ……」

　ガウリイが言う。

　……そーいう言い方をされると、よけーに気になるじゃないか……

　あたしはちらり、とアメリアさんに視線を送る。

　彼女はにこにこしながら、ぱたぱたと手を振ふり、

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。心配するほどのことないってば。ただちょっと足が取れかけて、体中こんがりコゲてただけだから」

　……聞くんじゃなかった……

　しかし……へーぜんと言わないでほしいもんである……

「……けど……どうなったんです？」

「つまり、あなたが、あのでっかい虫にやられちゃって、間かん一いつ髪ぱつのところで、このガウリイさんが光の剣で虫をやっつけた、ってわけ。

　……けどまさかあの光の剣を持ってるなんて、意外だったわよ」

　それは大体わかってるって。

「……いえあの、あたしの聞きたいのは、あたしが気を失ったあと……」

「リナ」

　あたしの言葉を遮さえぎるガウリイ。

「……もういい。この件けんからは手を引こう」

「どうして？」

「どうして……って、わかるだろう!?　お前さん、命を狙ねらわれてるんだぞ！　このまま首を突っ込んでたら、へたすりゃ……へたすりゃ本当に殺されちまう！」

「ンなこと言われなくてもわかってるわよ」

「なら……」

「けどね、ガウリイ。あなたが言った通り、あたしは命を狙われてる。あの『虫』は間ま違ちがいなく、他の誰でもない、このあたしを殺そうとしてた。──けど、どうしてあたしが狙われなくちゃいけないの？」

「……ど……どうして……って、オレに聞かれても……」

「わかんないでしょ」

「……ああ。わからん」

「実はあたしにもわからない。今までにあったいくつかの襲しゆう撃げき事件、どう考えても関連性とか必然性とかいうものに欠けてるの。──けど、もしもあたしが狙われてるのが、ここの跡あと目めあ争らそいうんぬんとは全く関係のない理由からだとしたら、それなりの説明はつくわ。ならばあたしを狙ってる奴やつは単に、このごたごたした状じよう況きようを利用してるだけなんじゃないか、と思うのよ」

「……なるほど……」

「なら、たとえあたしたちが今このしごとを降りたとしても、やっぱしあたしは狙われ続けるはずよ」

「……それは……確かに……」

「このしごと、たとえ降りても続けても、戦わなくちゃなんないのなら、いったん受けた以上は、やっぱしこのまま最後までやり通すべきよ」

「…………」

「ガウリイ……」

「……ん……？」

「ありがと。心配してくれて。でもだいじょうぶだから。あたし」

「けど、絶対油断するんじゃないぞ。とりあえずお前さんを狙っているのは、あのカンヅェルとか言う男なんだろうが、どうもあいつ、底の知れないとこがある」

「んー、そのことなんだけど……」

　あたしは頭を搔かきながら、

「実はよくわかんないのよね……確かにあいつはとことん怪あやしいわ。だからこそさっき……なのかな？　あの『虫』が現われた時もあたし、あの男のことマークしてたのよ。

　でも、断言してもいいけどあの男、呪文なんて全然唱えてなかったわ」

「そりゃあ一体……」

「つまり、ね」

　ガウリイとアメリアさんの顔を交こう互ごに眺ながめつつ、

「あの『虫』を召しよう喚かんしたのは、別の誰かじゃないか、ってことよ」




「アメリアさん、お尋たずねしますけど、あの場に居合わせたひとたちの中で、魔道を操あやつれるひとはどなたかいます？」

「そーね、護ご衛えいの兵士にリナさん、ガウリイさんは除のぞくとすれば、カンヅェルさんは言うまでもなく。クリストファおじさんとアルフレッド、それにわたしも。まあ早い話が、父さん以外はみんな使える、とゆーこと」

「──どの程度？」

「他のひとはちょっとわからないわ。なにしろ別に術じゆつを覚えなくっちゃならない、とかいうわけでなし、みんな単に自分の趣しゆ味みでやってるから。

　ちなみにわたしは、わりと使われている僧そう侶りよの術をひととおりと、黒くろ魔まじ術ゆつ、精せい霊れい魔術をそれぞれ少々。

　グレイシア姉さんがそーいうのやたらと好きだったもんで、わたしもいっしょに覚えたのよ」

「ふむ……それじゃあもうひとつだけ。前にここにランディさんってひとがいたはずなんですけど、そのひと、クリストファさんと仲よかったですか？」

「まあ、少なくとも悪くはなかったわ。けどなんでリナさん、ランディオーネおじさんのことを？」

「ちょっと、ね」

　あたしはあいまいに答えた。

　つまり早い話が、あたしが今思っているのは、この『虫』を召しよう喚かんしたのはクリストファではないか、ということなのだ。

　彼があたしを個人的に狙う理由など何もないように見えるが、実のところはそうでもない。

　以前、とある事件で、あたしがフィルさんと知りあったことは前にも述べたが、その時フィルさんを暗殺しようとしていたのが、当時第三王位継けい承しよう者しやでもあり、フィルさんの旅の供ともでもあった、ランディという人物である。

　結局その事件の中で、べつにあたしがやったわけではないにしろ、そのランディは倒たおされたわけなのだが。

　もしもクリストファがその事実を知っていたなら？

　あたしに対して逆さか恨うらみを抱いだく、などということも考えられるのではないだろうか。

「……それであのあと、会談は？」

「そりゃあもちろん中止よ中止。なんだかあれから、よけーに空気がぎすぎすしちゃったりなんかして」

「……ということは結局のところ、あたしもなぜか狙われてるんだ、ってことがわかったくらいのもんで事態は全然進んでない、と」

「いやいや、そーでもないんだけどね」

　アメリアさんは、やっぱしにこにこしたままで、

「なにしろ、カンヅェルさんが姿消しちゃったから」




「やあっ！　どぉもっ！」

　アメリアさんがそヽれヽをヽ持って来たのは、その翌々日。

　フィルさんの執しつ務む室しつの外で、あたしとガウリイが、別にやることもなくほけーっと突っ立っていた時のことである。

「どぉも」

　軽く手を振ふるあたしたち。

　あたしも命を狙ねらわれているとわかったあの日以来、別々に行動するのはやっぱりアブナい、ということで、ガウリイと二人でフィルさんのまわりを始終うろついているのだが、これがまあ、退たい屈くつなことこの上ない。

　あれ以来襲撃もないし（あっても困るけど……）、やや気も抜けかけたところに彼女がやって来た、というわけである。

　アメリアさんは、意味ありげな視線をあたしたちに送りつつ、

「ちょっとだけ来てくれる？」

　あたしとガウリイは顔を見合わせた。

　どうやら何かあったようである。あたりをたむろする警備の兵たちには聞かせたくないような何かが。

　二人は彼女のあとについて行き、とある一室に入り込む。

　客室か何かだろう。つくりはあたしやガウリイがあてがわれている所と何ら変りはない。

「──何かあったんですね」

　あたしの問いに彼女は笑みを浮かべつつ、

「まぁまぁ、そんな深しん刻こくにならないの。そぉんな大したことでもないんだし」

　言いながら、服のポッケから一枚の紙っ切れを取り出す。

「きのう、じい──クロフェル侯こうが、ちょっと使いで町に出たんだけど、どーも誘ゆう拐かいされちゃったみたいでねー。はははっ」

『おぉいっ！』

　思わず叫ぶあたしたち。

「……十分おおごとのような気がするんだけど……オレ……」

「あたしも実はそう思う」

「ま、見方によっちゃそうかもね。それでもって今日、わたしのとこにこんなの届とどいたってわけで」

　彼女は取り出した紙をひらひらさせる。

　それは、フィルさんへ当てた手紙だった。

　むろん内容は予想の通り、ごくありきたりな脅きよう迫はく状じよう。

　クロフェルさんの命が惜おしければフィルさんひとりでどこそこまで来い、という内容のことが、オリジナリティーも何もない文章でただつらつらと書いてある。

　……まあ、脅迫文にオリジナリティーがあったからと言って、何かの役に立つわけでもないのだが……

「たぶん父さんの方は警けい戒かい厳しいんで、わたしのところに届けたんだと思う。

　まあ父さんの性格だから、こんな手紙見せた日にゃ、ばか正直にぶっ飛んで行くにちがいない。と言ってもこのままこれを握にぎり潰つぶす、なんてこともできないし。てぇことであなたたちにお願いがあるの」

「つまりは、なんとかクロフェルさんを救出してほしい、と……」

「おーあたりっ！　この手紙はそれでも一応、明日の朝には父さんに渡さなくちゃあならないだろうし、それまでによろしく。じゃ、そーいうことで」

「ちょ、ちょ、ちょっとアメリアさんっ！」

　一方的に言って去ろうとする彼女をあたしは呼び止めて、

「そ……そんなカルーく言われても……」

「あら、引き受けてくれないの？」

「引き受けますけど……」

「なら別に問題ないじゃない」

「でも、これって罠わなだと思うんですけど……」

「はははっ、やーねーリナさん、そんなの罠に決まってるじゃないの」

　気楽にぱてぱてと手を振ふる。

「いやあの……つまり敵は、あなたがあたしたちに相談することを読んだ上で手紙をあなたに送りつける。で、二人がクロフさん救出に王宮を出たスキを見計らい、フィルさんを襲撃する、なんてこともありうるんじゃないか、ってことよ」

「まー、そういうこともあるでしょうね」

　やっぱりカルい口調の彼女。

　……このひと……ほんっとーに今の事情がわかってるんだろーか……？

　ふと不安になるあたしだった。

　しかしアメリアさん、あたしの不安などには一向おかまいなしで、

「でもだいじょうぶ！　きっとなんとかなるわよ、たぶん」

　……たぶん……ってあんた……

「でも、実際の話として、リナさんとガウリイさんが別行動する、っていうのはリナさん狙ねらわれる危険が大きいし、このままクロフェル侯見捨てるわけにもいかない。指定の場所をいきなり兵士で包囲する、ってテの使いにくい場所でもあるし。

　となればこれは、不確定要因のあなたたちに任せるしかないの。

　本当はわたしもついて行って、身のほど知らずの悪人どもに、正義の怒いかりをびしばし炸さく裂れつさせてやりたいところなんだけど、やっぱりこっちの方にも、いざという時のために、魔法の一発も唱えられる者がいた方がいいでしょ。

　ま、そーいうことで、めっわくでしょうけど行ってもらいたいの。アメリアのおねがいっ！」

　……ぱたん……

　扉が閉まる。

　アメリアさんが出ていったそのあとには、ただただぼーぜんと顔を見合わせる、あたしとガウリイだけが残された。




　薄うすい夜よ霧ぎりが町を包み込んでいた。

　街がい灯とうにかけられた『明ライテりイング』の光が、ぼんやりとけむる通りを照らしている。

　セイルーン・シティ十五ブロック。

　町のほぼいちばん外側、典てん型けい的てきな下した町まちである。

　立ち並ならぶうす汚よごれた安アパート。まだ灯ひの消えぬ酒さか場ばやすけべ屋さんからは、いまだ騒さわぎ声が風に乗って流れてくる。

　とは言え最近のごたごたと、うす気味の悪いこの霧のせいか、あたりに人通りはない。

　王宮をこっそり抜け出すことは簡単だった。

　クロフェルさんの救出に成功すれば、帰りは堂々と正門から入ればいい。

　問題なのは、今回敵がどれくらいの戦力を揃そろえているか、である。

　もしもあのズーマや『虫』がいっぺんにかかって来たりしようもんなら、それこそシャレにも何にもならない。

　アメリアさんから渡された地図によれば、指定された場所は、蜘く蛛もの巣すのように分かれた路ろ地じを抜けた先、あやしい住宅街のまっただ中にあった。

　確かにこれだけ路地が入り組み、かつ建物と建物とが近接しているとなると、ほとんど立体迷路のノリである。これではいくら兵士たちを大たい挙きよしてあたりを包囲したところで、地の利に長たけた相手なら、苦もなく逃げきることもできよう。

　路地にも一応ぽつりぽつりと街灯は立っているのだが、霧にぼやけたその光は、夜をいっそうブキミに演出している。

　その闇やみに紛まぎれて二人は進む。

　クロフェルさんを誘ゆう拐かいした連中はあちこちに見はりを立てているはず。その連中に見つかるのはまずい。

　これだけ密みつ集しゆうした住宅地のまん中で、いざ戦いになった時、あたしは思い切った術を使うことなどできないし、それに何よりそうなった場合、相手はまず間違いなくクロフェルさんを人質に取るだろう。

　あたしがよく使う手に、死なない程度の術で人質ごとふっ飛ばす、というのがあるが、年寄り相手にこれは禁じ手。へたすりゃ心臓マヒか何かでぽっくりこ、などとゆー恐おそれも大いにある。

　なんとか敵のアジトにこっそり忍び込み、助け出したいところである。

「ストップ」

　あたしは小さな声で、ガウリイに待ったをかけた。

　行く先に、ちょっとした広場のような場所がある。

　広場というより、単に場所がひらけているだけなのだが。

　あるいは以前に建っていた家が取り壊こわされた跡あとなのかもしれない。

　地面はむろん舗ほ装そうなどされておらず、ひらけた場所のまん中に、ぽつねんと一本こっきり、街灯が、もの寂さびしげに佇たたずんでいる。

　その街灯の根元には、かなりの量の粗そ大だいゴミが山積みされたままである。

　目標の場所に行くにはどうしても、ここを横切らなければならないが、これだけ視界のひらけた場所。おそらく見はりの一人や二人はいるだろう。

　夜霧が出ているといっても、完全に姿が隠かくれるほどのものでもない。光の届とどかぬ影かげに身を隠かくし、あたしたちは周囲の気配をうかがう。

「向かいの路地に二人」

　ガウリイが小声でつぶやく。

「ひとりが足止め、ひとりが報告役──ってとこかしらね」

「たぶんな。片方の奴はそこそこ使えるみたいだし」

「そこそこ、ってどの程度よ？」

「まえに王宮の離れでオレたちを襲おそった連中がいただろう。あの連中ほどではないけれど、といったところだな」

「……ちょっと厄やつ介かいね……」

　戦って勝つのが、ではなく、こっそりと倒たおすのが、である。

「他の道はないのか？」

「あるかも知んないけど、どうせそっちもここと似たようなシフトが敷しいてあるはずよ。

　なら、うろうろするだけ時間のムダよ。ここをなんとか突とつ破ぱしましょ」

「どうやって？」

「たとえば……こんなのはどう？」

　あたしはガウリイにこっそりと耳打ちをした。




　二人は堂々と、広場に足を踏ふみ出した。

　さすがに街灯の光は避さけながら、しかし落ち着いた足取りで、向かいの路地に潜ひそむ二人の方へとむかう。

　二つの気配はまだ動かない。しかし警けい戒かいの気配はひしひしと伝わってくる。

　互たがいの姿はまだ闇やみと夜よ霧ぎりに隠されている。

「どうだ、異常はないか？」

　やおら押し殺した声で言ったのはガウリイだった。

　返事はない。思いもかけず、声をかけられたことに戸と惑まどっているようである。

「今しがた連れん絡らくがあった。ターゲットは王宮を出たそうだ。もうすぐこちらにやって来る」

　言いながらも歩あゆみを進める。路ろ地じに佇たたずむ二つの影かげが、今やはっきりと見てとれる。

「……どうした？　何かあったのか？」

「……おどかすな……」

　はじめて、見はりのひとりが声を上げる。

「敵かと思ったぞ」

「敵さ」

　言った瞬しゆん間かん──

　ガウリイの拳こぶしが、ひとりのみぞおちにめり込んでいた。

「な……!?」

　もう一人が声を上げるより早く、彼の手てが刀たなが男の首すじを叩たたく。

　見はりの二人は、いともあっけなく地に伏ふした。

「……しかしまあ、見事にひっかかってくれたもんだな」

　あきれたように言うガウリイ。

「まあ、敵さんたち、あちこちから金で集められた連中ばかりでしょうからね。全員顔見知り、ってわけにはいかないでしょ。だもんで、あーいう行動をしてやると、仲間だと思いこんじゃった、ってわけよ。闇と夜霧もすこし味方してくれたしね。

　さて、と、先を急ぎ──」

　言いかけてあたしは硬こう直ちよくする。

　背後に突とつ然ぜん、気配が出現したのだ。

　確かに今の今までは、何も存在しなかったというのに。

　あわててふり向くあたしとガウリイ。

　街がい灯とうの下、蒼あおくうずまく霧きりに巻かれて、ひとりの男が立っている。

　冷たい視線をこちらに向けて。

　──魔道士──カンヅェル。




「久しぶりだな──と言ったところで、それほど日は経たっていないか」

「こんな所で何してるのよ？　雇やとい主ぬしとケンカして、王宮飛び出したはずのひとが」

　彼の視線を受け止めつつ言う。

　しかし──この男！

　すさまじいまでの圧プレツ力シヤー。

　にらみあっているだけで、頰ほおを汗あせが伝わり落ちる。

　むろんこの男がただ者だなどと思っていたわけではないが、どうやらこいつ、あたしが思っていた以上の奴やつらしい。

「袂たもとを分かったのは事実だ」

　表情ひとつ動かさぬままに言うカンヅェル。

「どうやらスポンサーどのは、俺おれのやりかたが気に入らなかったらしくてな。まあ、無理もないとは思うが。

　──俺の方としても、あそこはやりにくい場所だったしな。

　あまり目立った真似はできんし、おまけに魔力は制せい御ぎよされる。おかげで何度もしくじった」

「それで──一体何の用なわけ？」

　なんとか声をしぼり出す。喉のどの奥がひりつくほどに乾かわいている。

　隣となりではガウリイが、いきなり『光の剣』を抜ぬき放はなつ。

　彼もまた、本能的に感じ取っているのだ。

　手を抜けば、倒たおされるのはこちら。

　目の前にいるのは、それほどの相手だということを。

「何の用か、だと？」

　カンヅェルは薄うすい笑みを浮かべる。

「わかっているだろう、リナ＝インバース。お前を殺す、そのためだ」

「何な故ぜ!?」

「答える必要は、ない」

　言うなり──

　ゆらぁ……

　カンヅェルの姿がゆらめき、消える。

　次の瞬間、気配はあたしのま後ろに出現していた。

「なっ!?」

　とっさにふり向くあたしの文字通り目の前に、かざされたカンヅェルの手のひらがあった。

　すでに青白い魔力光をたくわえて。

　ばかなっ!?

　──よけられないっ！

「死ね」

　ヴゥガッ！

　解き放たれたエネルギー塊かいはしかし、あたしの頭を砕くだく直前四散する。

　ガウリイが間かん一いつ髪ぱつ、『光の剣』でガードしてくれたのだ。

　返す刀でカンヅェルめがけて切りかかる。が、カンヅェルは大きく跳とび退すさりながら、またもやふわり、と姿を消す。

　今度は──上!?

　見上げることすらせぬままに、あたしはその場を飛びはなれる。一瞬の間すら置かずあたしのいた場所に青白い魔力弾が、雨となってふりそそぐ。

　弾は小ぶりだが、当たりどころが悪ければ、十分致ちめ命いし傷ようになり得るだけの威いり力よくを持っている。

「さすがだな」

　賞しよう賛さんのことばは、夜空を背負ったカンヅェルが発した。

「とっさに上を見上げていれば、一瞬の差で、穴あなだらけになっていたところだ」

「──ばかな──」

　かすれた声で言うあたし。

　呪じゆ文もんすら唱となえず空間を渡り、瞬時にして魔力を蓄たくわえ、解き放つ。

　そんなことが可能なわけはない。

　──人ヽ間ヽにヽはヽ。

「別に驚くほどのことはない」

　薄うすい笑いを浮かべつつ、彼はふわりと地に降り立った。

　問答無用で後ろからガウリイが切りつけるが、またもや闇やみに姿を溶とかし、今度はふたたび、街がい灯とうの下に現われる。

「あのセイグラムごときでも、これくらいの芸はする。俺にできて不思議はあるまい」

『セイグラム!?』

　あたしとガウリイの声がハモった。

　セイグラム──

　それは、かつてあたしたち二人と死し闘とうを演じた魔ま族ぞくの名だった。

　戦いにはなんとか勝ちをおさめ、瀕ひん死しのダメージを与あたえはしたが、とどめをさすまでには至らなかった。

　いつかはふたたび、あたしたちの前に姿を現わすことと思ってはいたが……

　あれを格かく下した扱あつかいする、ということは……

「魔族か!?」

　ガウリイが声を上げる。

「そうとも。しかし人間と同じ姿をしているだけで、その本質が見えなくなるとは……しょせんは人間、ということか」

　カンヅェルの嘲ちよう笑しようにとりあっている暇ひまはなかった。あたしは口の中で呪文を唱えている。

　──とはいえ、あたしの術じゆつでこいつを倒たおせる可能性は低い。

　おそらくはやはりあれもカンヅェルの召しよう喚かんしたものだったのだろうが、あの『虫』ですらも、塵アツシ化ヤー・滅デイストに耐たえたのだ。それを操あやつる魔族の実力、推おして知るべし、である。

　竜ドラグ破・ス斬レイブあたりを使えば倒せるだろうが、こんな町のまん真ん中でそんな術を使ったりすれば、あたりにかなりの被ひ害がいが出る。

　かといって、こういった町の中でも使え、なおかつ魔族にダメージを与えられる術となると、これは種類も威力も限られてくる。

　それでこいつを倒すためには、一体何十発叩たたき込めばよいものやら、実際のところ見当がつかない。となれば頼たよりはガウリイの『光の剣』だが、空間を渡るなどという芸をもつカンヅェル相手に、はたして命中させることができるかどうか……？

　しかし、やれるかどうかは別の話として、やってみるしかない、というのが現実。

「いくぞっ！」

　叫さけんで大地を蹴けるガウリイ。

　その後ろについて走るあたし。

「速い！」

　賞しよう賛さんの声を残しつつ、迫せまるガウリイの目前から、またもや姿を消すカンヅェル。

　剣はむなしく宙を薙なぐ。

　あたしはあわててその場を離はなれる。じっとしていて、またまたあらぬ方向から、いきなり攻こう撃げきをうけてはたまらない。

　気配はこんどは、あたしから見て街がい灯とうよりやや右手の方に現われる。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　同時に呪文を放つあたし。魔族にもダメージを与えることのできる術だが、よしんばカンヅェルに当たったとしても、さしたる痛手にはならないだろうが、この状況では、たとえ少しずつでもダメージを加えていくしか、あたしに手はない。

　が──

「くだらん」

　魔族がつぶやいた、ただ単にその一言だけで、あたしの放った魔力の槍やりは砕くだけ散る！

「それでは俺は倒せん」

　言うなり、カンヅェルの体がまばゆい光を放つ。

『くぁっ!?』

　闇やみに慣れた目にこれはこたえた。

　目の奥が痛み、むろん何も見えないが、かといってゆーちょーに痛がっていられる状況でもない。

　とりあえずあたしは右に跳とんだ。頭の左の方を、何か熱い塊かたまりがかすめて行くのがわかった。

　そして後ろで爆発音。

　どうやら初弾はなんとかかわしたようだが、視力が回復するまで逃げきれるかどうか……？

　その時。

　いくつかの気配が新たに出現する。

　おそらくクロフェルさんを誘ゆう拐かいした連中が、あたしたちとカンヅェルの争う気配をかぎつけて、何事かとばかりに飛んで来たのだろう。

　こーゆーのは利用させてもらうに限る。

「明ライりテイよング！」

　光量最大、持続時間ゼロの明りを、あたしは新たに現われた気配のどまん中に叩き込む。

『ぐぁっ!?』

　視覚を灼やかれた男たちの悲鳴が上がった。同時にあたしはそのまっただ中に突っ込んでゆく。

　居合わせたのもなにかの縁えん、とゆーことで、ここはまあひとつ運命と思ってあきらめて、カンヅェルからの盾たてになってもらうことにする。

　むろんこれでカンヅェルが攻撃をためらうはずもないのだが、要は視力が回復するまでの時間さえかせげればいいのだ。

「ちぃっ！」

　カンヅェルの舌打ちが聞こえ、つづいて気配が消失する。

　──どこから来る!?　上か!?　それとも──

　あたしは必死であたりの気配を探さぐる。しかしカンヅェルの気配は現われない。

　かわりに路ろ地じの奥の方から近づいてくる気配がさらに多数。クロフェルさん誘拐犯はんたちの仲間だろう。

　視力の方は──まだもう少し！

「リナ！」

　耳もとでガウリイの声がして、同時にくいっ、と手が引かれる。

「ぶじだったか!?」

　どうやら彼の方は、なんとか視力が回復したようである。

「なんとか……カンヅェルは？」

「わからん。いきなり消えてそれっきりだ。動けるか？」

「まだ目がちょっと……剣の切りあいは無理だけど、そうでなければなんとか」

「敵がかなり出てきている。この路地の狭せまさじゃあ中央突とつ破ぱってのは無理だ。飛行の術あたりでなんとか頭上を抜けていくしかない。できるか？」

「やってみる！」

　言って呪文を唱えるあたし。

　カンヅェルに会うまでは、魔力の発動を感知されることをおそれて術は使わなかったのだが、敵に気づかれた以上、術を使おうが使うまいがいっしょである。

　ガウリイの体にしがみつき、

「翔レイ封・ウ界イング！」

　そして二人は宙に舞まう。




「よくここまで来た。一応ほめておいてやろう」

　くそえらそーなセリフを吐はきつつ、男があたしたちの前に立ちふさがったのは、目的の建物の前だった。

　意表を突いてこのままうむを言わさず建物の中に突っ込んでもよかったのだが、なにしろけっこうデカいアパートである。人の住んでいる気配はなく、明あかりのひとつも灯ともってはいない。

　これをしらみつぶしに探すのは、いくらなんでも骨である。もたもた探しているすきに、別の出口からクロフェルさんを連れ出される、ということだってある。そこで、そこいらにたむろしている連中をひっ捕つかまえて案内させようということで地面に降り立ったそのとたん、玄げん関かんの前に一人の男が立ちはだかった、というわけである。

　おそらくはこの場の指揮官、といったところか。

「やー、月並みなセリフでお出で迎むかえごくろーさま。さっそく用件なんだけど、あんたたちが捕まえているおじいさん渡してくれるかしら？　悪い話じゃないわよ。それであんたたちの命は助けてあげよう、って言ってんだから」

　しかしあたしの言葉にも、男は泰たい然ぜんとしたもので、

「人質がどうなってもいい、としか聞こえんぞ。その口のききかたは」

「やるならやってみることね。けどもしもあんたたちが人質を殺したら、あたしたちは即そく、手て加か減げんなしにあんたたちを倒す。念のために言っとくけど、それが実行できる程度の実力持ってるから。あたしたち」

「もちろんわかっているさ。そんなことは」

　見下したような調子で言う。

「あのじーさんは大事な人質。殺したりなんかするもんか。

　──けどな、オレたちのこの様子を、この建物のある場所から、こっそり覗のぞいてる奴やつがいる。もしもあんたらがおかしな真ま似ねをしようとすれば、そいつはまず、あのじーさんの片手を切り落とす」

『なっ……!?』

　思わず声を上げるあたしたち。

「それでも言うことを聞いてくれんようなら次は、もう片方。

　もしもあんたらが逆にこのオレを人質に取っても、オレたちゃ金で雇やとわれた、たがいに見ず知らずの連中ばかり。中から覗いているやつは、ためらわずじーさんを切り刻きざむ」

　……くっそー……誰の立てた作戦かは知らないが、人質の正しい運用方法知ってる相手のようである。こう出られてはこちらとしても、強ごう引いんな手は使えない。

「──どうする？」

　満まん面めんに陰いん険けんな笑みを浮かべたままで、男はあたしたちに尋たずねる。

「……わかったわよ……しゃーない、ガウリイ、武器捨てよう」

「……だな……」

　しかたなく、あたしたちは武器をほうり投げる。

　数人の男たちがやって来ると、あたしたちを後ろ手にしばり上げた。




「……しかしまー、もののみごとに捕つかまっちまったなー」

「なりゆきだからしょーがないわよ。……ま、たぶんなんとかなるんじゃないの？」

「あいも変わらず気楽だな……お前さん……自分の置かれた立場、つてやつ、ちゃんとわかってるんだろうな？」

「……なんでもいいから黙だまって歩け」

　かなりうんざりとした口くち調ようで男は言った。

　あたしは怪あやしい男たち数名にまわりを囲まれたまま、建物の奥へと進行される途とち中ゆうである。

　老ろう朽きゆう化かが進み、誰も住まなくなった一軒けんのアパート。

　男たちの持つカンテラが、うす汚よごれた壁かべを、ゆらりゆらりと照らしている。

　かすかにすえたような臭においが立ちこめ、空気はじっとりと重く湿しめっていた。

　身を隠かくすには確かにいいかもしれないが、よくもまあ、こんな環かん境きようの悪いところをアジトにしているもんである。こんな所でずっとすごしてたら性格がユガむぞ。

　……もう手て遅おくれかもしんないけど。

「黙だまってもいいけどその前にひとつ。ほんとうにクロフェルさん、無事なんでしょうね」

「今からすぐに会わせてやるさ」

「あの世で、なんてありきたりなこと言わないでね」

「心配するな。すくなくとも目的を果たすまでは殺したりせん」

「それって、用がなくなりゃ話は別、ってことね」

「想像に任せる」

　などと話をしつつ一行は、奥へ奥へと歩あゆみを進める。

　ここでいきなり暴あばれ出す、という手もあるのだが、どうせならクロフェルさんのところまで案内してもらったあとの方がいいだろう。

「ははぁん。地下室ね」

「黙ってろ」

　一行は石造りの階段を降りてゆく。あたりの空気はさらに、ぬるりと不快な湿しめりけを帯びる。

　階段が終わるその先に、一枚のドア。

「ここだ」

　言って男は扉とびらを開き──

　そのまま体をこわばらせる。

　中にはすでに先客がいた。

　あまり好このましい相手ではないが。

「待っていたぞ」

　暗アサ殺ツ者シンズーマは静かに言った。

　あたしをじっと見すえたままで。




「──な、何の用だ」

　あきらかにうろたえながらも男は言う。

　ドアのすぐ内側にズーマが立っているせいで、部屋の中のようすはわからない。

「そこの娘を殺しに来た。渡してもらおう」

　いとも平然たる口調で言う。

「ふざけるな！」

　男は思わず怒ど声せいを上げる。

「確かきさま、カンヅェルとかが雇やとった暗アサ殺ツ者シンだったな。あの男はすでに今回の計画からは外されている！　こいつらは、これからの計画に必要な人質だ。きさまごときのたわ言など聞く耳持たん！」

　むろんこれは別に、あたしをかばったわけでも何でもなく、単にズーマの態度が気に入らなかったゆえの発言だったのだろうが──

　それが男の命を縮ちぢめた。

「そうか──」

　すうっ、とズーマは部屋を出て、無む造ぞう作さに男との間合いを詰つめる。

「もはや関係がないのなら、こちらも遠えん慮りよはいらんな」

　むしろゆったりとした動作で、ズーマの体がふわり、と浮いて──

　ぼぎん。

　何を一体どうしたのか、あたしの位置からではよく見えなかったのだが──

　一瞬にして、男は首の骨をへし折られていた。

　男が床に伏ふすより早く、ズーマはその脇わきをすり抜け、あたしに向かって間を詰める。

　弧を描えがくような、一見ゆったりとした動作だが、速い。ほかの男たちは、一瞬のできごとに応対できず、その場に硬こう直ちよくしたままである。

　あたしはあわてて身を退ひきながら呪じゆ文もんを唱となえ──

「だぁぁっ！」

　気合いとともに、男の一人がズーマに体あたりをかけた。

　……もとい。どうやら今のは、ガウリイが男の後ろからケリを入れたようである。

　思わぬ方から思わぬ形で突っ込まれ、ズーマはあわてて身をかわそうとするが、なにせ狭せまっくるしい階段である。かわしきれず、男ともつれあったまま、階段を落ちて部屋へと転げ込む。

　それを合あい図ずに男たちの呪じゆ縛ばくが解とける。

「きさまっ！」

　それぞれ剣を抜き放ちつつ、部屋の中へと躍おどりこむ。

　このすきに、あたしの呪文が完成する。

「風ブラム牙・フ斬アング！」

　解き放たれた風の矢は、ガウリイをいましめる縄なわをやすやすと断たち切った。

　彼は、首を折られて倒たおれた男に駆かけよると、あたしたちの剣を取り返す。

　ガウリイがあたしのロープを切ったころ、すでに下では決着がほぼついていた。

　部屋の中へとかけこむ二人。

　昔むかしは倉そう庫ことして使われていたのだろう。がらんとした広い地下室である。奥の方にあるいすに、クロフェルさんが縛しばりつけられていた。

「おお！　あなたがたは！」

　喜びの声を上げるクロフェルさん。

　どうやら無事のようである。

　しかし、あいさつを返している場合ではない。

　天てん井じように輝く明ライテりイングが、床に累るい々るいと横たわる、男たちの姿を照らしていた。

　立っているのはひとり──ズーマのみ。

「……勝てそう？」

「わからん」

　あたしの問いにガウリイは、なんとも心もとない返事を返す。

　暗アサ殺ツ者シンは、ゆるりと体をこちらに向ける。

「どけ」

　ガウリイに向かって静かな口調で。

「……そう言われて退どくと思うか？」

　彼は、あたしをズーマからかばうような位置で剣を構えている。

　じりっ、とズーマが動く。

　暗アサ殺ツ者シンも、ガウリイの力量は見抜いたようで、うかつにしかけてはこない。

　しかしもしもズーマが、例の、あたりを闇やみで包み込む呪文を唱えたとしたら、いくらガウリイでも不利は否いなめない。ならば──

　呪文を唱えるスキを与あたえない！

　あたしはやおら床を蹴けり、クロフェルさんの方に向かう。

　一瞬動どう揺ようするズーマ。あたしを狙ねらうか、それともガウリイとの対決に専念するか、わずかな迷いがスキを生んだ。

　ガウリイが疾はしる！

　ロング・ソードの一撃を、ズーマはすんでのところで身を退き、かわす。
















　ちちぃっ、惜おしいっ！

　しかしガウリイの剣の前に、暗アサ殺ツ者シンはじわりじわりと追いつめられていく。

　後ろには壁。

　ここで、勝った！　とばかり大おお振ふりをして、スキを突かれて一発逆転、などというシーンが伝サ承ー歌ガなんぞによく出てくるが、さすがにガウリイ、そんなうかつなまねはしない。ぺースを変えずに一気に切りつける。

　が、しかし。

　ズーマはためらわずその場に倒れ込み、ガウリイの方に向かって床を転がる。

　これが普ふ通つうの相手なら、ケリを入れつつ返す刀でばっさりやれば終わりだが、こいつ相手にンなことやれば、足をへし折られかねない。

　懐ふところに入り込まれれば不利である。あわててその場を飛とび退のくガウリイ。

　その一瞬で、ズーマは体を大きくしならせ、反動を利用し、わずか一挙動で身を起こし、そのまま一気に走り出す。

　あたしを目ざして！

「しまった！」

　ガウリイが叫ぶ。

　あたしはあわてて呪文を唱えつつ、剣を構える。

　たんっ！

　ズーマが床を蹴ける。そのまま天てん井じように手をつき、反動であたしに向かって蹴りを入れてくる。

　へたな反撃は死を招まねく。あたしは迷わず身を退ひいた。その時──

「明ライテりイングよ！」

　着地した、まさにその瞬しゆん間かんを狙ねらいさだめて、生み出された光の球が、ズーマの顔面を直撃する！

「がぁっ!?」

　目を灼やかれ、思わず叫びを上げる暗アサ殺ツ者シン。

　今の術じゆつ、あたしが放ったものではない。もしそうならば、ズーマはいともたやすくかわしていただろう。

　クロフェルさんの術である。

　全く計算外の攻撃を受け、ズーマは数歩よろめくと、そのまま迷わず身を退いた。部屋を駆かけ抜ぬけ、階段から脱だつ出しゆつする。

　深追い厳げん禁きん。ガウリイはむろん追わない。

「……なんとか撃げき退たいはしたみたいだな……」

　珍めずらしくゆーうつそうな口調のガウリイ。……もっとも、あんなの相手にして陽気でいられるというのは、単なるバカかあぶないシュミのひとだけである。

「……助かりました、クロフェルさん」

　あたしはクロフェルさんの縄なわを解きつつ礼を言う。

「なぁに、礼を言わねばならんのはわしの方じゃよ。

　……あれはわしが使えるたったひとつの術でな。まさか夜中の読書以外に役に立とうとは思ってもおらなんだが」

　縄の跡あとがついた手首をさすりつつ、

「そのあたりに倒れておる男たち、まだ息のある者がいるはずじゃ。あの暗殺者、はじめこの部屋に入ってきた時、見る間に見張りたちを倒してしまいよったが、その時は手かげんしておったようじゃからな。となれば証人に使えるはずじゃ」

　クロフェルさんの指し摘てきの通り、確かに気を失っているだけの奴やつが何人か。

　他の連中は、もはやすべてこと切れている。

　ズーマの一撃で。

　生き残っていたのは四人。とりあえず縄で縛しばり上げ、そのうちひとりにガウリイが活を入れてやる。

「う……うう……」

　男は気づいてあたりを見回し、硬こう直ちよくする。

「どう？　ご気分は」

　あたしは極力冷たい口調とまなざしで言う。

「き……きさまらっ……そうか、カンヅェルの野郎、お払はらい箱ばこにされたもんで寝ね返がえりやがったな！」

　瞳ひとみに怯おびえの色が濃こい。

　かなり誤ご解かいはあるようだが、それを解いてやる義理はない。

「静かにすることね。自分が何をしているのか、くらいわかった上でやとわれたんでしょ。こうなる覚かく悟ごくらいは当然できていたはずよね」

　男は、床に倒れた連中に目をやって、

「……し……死んでるのか……？」

「生きてるようには見えないでしょ。あなたも仲間に入りたい？」

「よせっ！　助けてくれっ！」

「なら質問に答えることね。あなたたちを雇やとったのは一体どこの誰なの？」

「し……知らん！　本当だ、噓うそじゃねえ！」

　誰が聞いても噓である。しかしここはしつこく問いつめるよりも……

「そう。知らないものはしかたないわね」

　あたしはあっさりそう言うと、冷ややかな笑みを浮かべつつ、

「ほかに生きてるひとは三人もいるし、そちらに聞くことにするわ。それじゃああなたは、あっちの仲間に入ってもらうことにするから」

　言つて肩ごしに、後ろに転がる死体を指さした。

　まともに男は顔色を変える。

　あたしのハッタリに合わせて、ガウリイがやおら後ろから、わしっ！　と男の頭に手を置いたりする。

「待て！　待ってくれっ！　なんでも話すから！」

　あわてて男は叫びだす。

「何も知らないんじゃなかったの？」

「知ってることは何でも話す！　だから命だけはっ！」

　あたしは腕を組み、しばし考えるようなそぶりを見せたそののちに、

「──ふむ。まあいいでしょ。話すだけ話してみなさい。あなたの話が気に入ったなら助けてあげてもいいわよ」

「知りたいのは黒くろ幕まくのことだろう？　え？」

　媚こびるような目で、いきなりずばり、と言ってくる。

　どうやらよほど怯おびえているらしい。

「オレたちを雇やとったのは、たぶんあんたたちも知ってる奴やつさ。もったいなくも王族さまだぜ、へへっ。いつもオレたちに会う時は、もちろん顔も隠かくして名前も言わねぇが、まえにそいつがカンヅェルの野郎と話してた時、カンヅェルがそいつの名前呼ぶのを聞いちまったんだ。教えてやるよ、その名前」

「もったいつけてるんじゃないの。早い話がクリストファ、でしょ」

「──いいや」

　意外にも、言って男はにまり、と笑い、

「アヽルヽフヽレヽッヽドヽだ」




『なにーっ!?』

　あたしとガウリイ、クロフェルさん、三人の声がみごとにハモる。

「まさか噓じゃないでしょうね」

　気を取り直して尋たずねるあたし。

「噓じゃねえさ。おやじをけしかけてどうのこうの、なんて言ってやがったからな」

「──けどアルフレッドは、一度あたしたちといっしょに襲しゆう撃げきされたことがあるのよ!?」

「ああ、あれね」

　男はこともなげに、

「オレのダチがひとり、たしかにそんなしごとを受けたらしいな。なんでもいきなりのしごとだったらしいぜ。内側からの手引きで王宮の中に入れられて。

　どこそこの離れに行って、中から壁を叩たたく音が聞こえたら襲え。たヽだヽしヽそヽのヽ中ヽのヽひヽとヽりヽにヽはヽ絶ヽ対ヽ手ヽをヽ出ヽすヽなヽ……ってな」

　そう言えばあの時──

　確かにアルフレッドは、落ち着かぬようすで部屋の中をうろつき回り、壁にこぶしを叩きつけている。

　自分を被ひ害がい者しやのひとりのように装よそおって疑いの目をそらす──

　考えてみれば、わりとありがちな手ではある。

「──ほかには？」

　あたしは話の先を促うながす。

「はじめはまずまず順調に進んでいたらしい。そのうちあのカンヅェルとかって野郎が、いきなりおかしなことをはじめやがったらしい。一体何を考えてたもんだか、全然関係ない奴に、計画にない襲撃をしたりしてな。で、とうとうしまいにゃあ命令と違う相手を攻撃してケンカ別れだ」

「そのカンヅェルだけど、一体どうやってアルフレッドと知りあったの？」

「そ……そこまでは知らねえよ。別に連中のお守もりをしてたわけじゃなし……」

　そりゃまあそうである。

　おそらくカンヅェルは、あたしがフィルさんと知りあいであることをつきとめ、あたしがいつかこの事件に首を突っ込むことを直感し、フィルさんの敵対者であるアルフレッドについたのだろう。

　えらく気の長い話ではあるが、これといった目的もなくあちこちうろつき回っているたったひとりの人間を、噂うわさだけを頼たよりに探さがし出すことなど、たとえ魔族とはいえ不可能に近いことなのだろう。

　特にあたしなどの場合、へたに名前だけ売れているもんで、かたり、でっちあげの話なんぞがあちこちにけっこうあったりする。

　そして、カンヅェルの読みは当たった。

　なぜかはわからないが、どうやらあいつは、あたしが『お家騒そう動どうに巻き込まれて死んだ』というシナリオを書いていたようである。ところが暗アサ殺ツ者シンまでわざわざ自分で雇やとったにもかかわらず、襲しゆう撃げきはことごとく失敗。そのうちアルフレッドとケンカやらかして、とうとうそのシナリオを断念、王宮を出てゆき現在に至る、というところか。

「あとは何かある？」

　あたしは男に尋たずねるが、彼は首を横に振ふる。

　しかしともあれ、これだけ聞けば十分である。

　事件の証人は手に入れた。あとは詰つめを残すのみ！




　これで大体、ことはかたづいた。捕つかまえた連中を、無事にフィルさんのところまで連れて行き、さっきと同じ話をさせる。

　あとは、フィルさんに任せればよい。

　それで、あたしたちのしごとはジ・エンド。

　が──

　問題がふたつ。

　ひとつは言うまでもなく、そのあとに控ひかえるあのカンヅェルとズーマである。

　戦いは、決して避けては通れまい。

「どうしたリナ、えらく浮かない顔してるな」

「んー、まあね」

　ガウリイの問いにあたしはあいまいに答える。

「……カンヅェルのことか？」

　あたしはこくんとうなずいた。

　ともあれこれは、今あれこれと考えたところでしかたがない。

　クロフェルさんを救出し、王宮へと向かう帰り道。

　生き残りの四人は縄なわでふん縛じばり、ガウリイがそれを引っぱっている。

　夜よ霧ぎりはその濃こさをやや増していた。

　建物を出た時、そこにはもはや、アルフレッドに雇やとわれた男たちの姿はなかった。

　逃げたわけではないだろう。とすれば考えられるのは、どこかに戦力を集結しているのだ。

　もう一つの問題がこれ。

　おそらくはあと一度──王宮に着くその前に、たぶん襲しゆう撃げきがあるだろう。敵も今度は全力でかかってくるに違いない。

　こちらには、クロフェルさんと捕ほ虜りよ四人がいる。戦いにくい状じよう況きようだが、なんとか突とつ破ぱするしかない。

　やがて一行は大通りへと進み出た。街がい灯とうの明あかりが夜霧に散らされ、青白い光の球を形作っている。

　そして、大通りの先──

　王宮へと続くその先に、霧にかすんで佇たたずむ人ひと影かげ、その数三、四十はいようか。

「やっぱし待ってたようね。あたしたちを」

　あたしの言葉に、中の一人が、みょうに芝しば居いがかったしぐさで髪かみをかき上げながら、一歩前に歩み出る。

「ああ。お待ちしていたとも。お嬢じようさん」

　あたしはぴくん、と眉まゆをはね上げる。

「へぇぇ。あなたに出で迎むかえてもらえるものとは思わなかったわ。アルフレッドさん」

「ことの次第を伝えてくれた、気の利きく者がいてね。これは直じき々じきに出迎えなくちゃあ、と思って」

「なかなかご苦労なことね」

「全く。苦労が絶えませんよ。どいつもこいつも、僕の計画の邪じや魔まばかりする」

「日ひ頃ごろの行ないが悪いんじゃないの？」

「なかなか言ってくださいますね……」

「お望みとあればもっといろいろ言ってあげるけど？」

「いや、もう十分。あいさつはこれくらいにして、そろそろ決着を着けますか」

「そうね」

　言ってあたしは剣を抜く。

　そこに──

「そこの女はこちらで始末する」

　朗ろう々ろうたる声が、夜霧の中に響ひびき渡る。

　げっ！　この声！

「──きさまか……」

　口元に苦笑を浮かべるアルフレッド。

「さきほどは、こちらの邪じや魔まをしてくれたようだが……まあいい。いずれにしろ、こいつらは全員始末せねばならん。好きにするがいい」

「そうさせてもらう」

　声は後ろからした。

　ふり向いたその先に、夜の色を纏まとった影ひとつ。

　暗アサ殺ツ者シンズーマ。

　まともにはさみ討うちである。

「おいおい、勝手に話を進めるなよ」

　声を上げたのはガウリイだった。

　抜き放った剣のきっ先で、びっ！　とズーマの方を指し、

「オレはこいつの『保護者』なんでね。もしもこいつと戦いたいなら、まずはオレを倒たおすことだな」

「ふむ……」

　ズーマはしばし瞑めい黙もくし、

「ならばそうさせてもらおう」

　ぽつり、と低い声で言う。

　いかにズーマの腕が立つとはいえ、あたしと戦いつつ、片手間にガウリイの攻撃をあしらう、などということは不可能である。おそらく当人もそう判断してのことだろう。

「まあ、何でも好すきにやってくれ」

　半ばなげやりな調子で言うアルフレッド。

「ともあれ話がまとまったなら……そろそろ始めるとしようか」




「眠スリーりピング！」

　口火を切ったのはあたしの呪じゆ文もん。ただし相手は捕ほ虜りよの四人。いくら縄なわでふん縛じばっているとはいえ、いきなりおかしな動きなんぞされたらとことん不利である。

　四人の男が眠り伏ふすと同時に、ガウリイは後ろのズーマ目ざして跳とび、あたしは次の呪文を唱となえつつ、前の集団めざして突っ込んで行く。

「ゆけっ！」

　アルフレッドの号令一下、数十の影がざわり、と動く。そのただ中に突っ込むあたし。

「爆メガ裂・グラ陣ンド！」

　ぐがぁっ！

　敷しきつめられた石いし畳だたみの上を波は紋もんが走り抜け、刺し客かくたちに触ふれるや否いなや、その足下の地面が夜空に向かって吹ふき上がる。

　急ぎ身を引き、別の呪文の用意をする。

　敵のふところに飛び込んで、アルフレッドを人質に取る、というテも考えたのだが、そのかわりに、とクロフェルさんを人質に取られるおそれもある。それではあまり意味がない。

「黒ヴン・影ガ・夢ルイム！」

　両手を高々とふり上げて叫さけぶアルフレッド。

　……そういえば、こいつも術じゆつが使えるんだっけ。

　ざさぁっ！

　彼を中心に、羽虫のような音を立て、黒い霧きりのようなものが大地を這はう。

　まえにズーマが使った、あたりを闇に包む術と一見似ているようだが……？

　霧はゆるりと盛もり上がり、数体の、黒い形を生み出した。

　輪りん郭かくの判はん然ぜんとしない人の形を。

　黒シヤド獣ウ・ビ人ースト！

　精アス神トラ世ル・サ界イドに住む低級魔獣で、相手の体にへばりつき、気力を根こそぎ奪うばってしまうという、気き色しよくの悪い特技を持っている。

　存在がすこぶる不安定なもので、ほうっておいても半日もすれば勝手に消えていなくなる。とはいえこの状況で、ンなことは何の役にも立たないが。

『低級』とはいえど、物理攻撃はほとんど効きかず、地水火風を利用した術も効きにくい。

　しかし今から呪文を唱えなおしているひまはない。

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　これで黒シヤド獣ウ・ビ人ーストを攻撃してもムダである。とりあえず、手て近ぢかな刺客たちに向かって攻撃をしかける。

　青白い光球が闇やみを裂さき──

「ブレイク！」

　あたしが指を鳴らすと同時に、光球は十個近くに分裂し、いくつもの小爆発を引き起こす。

　刺客たちの悲鳴が重なる。

　小爆発とはいえ、至近距離で炸さく裂れつすれば殺さつ傷しよう能力は十分にある。

　これで刺客の数はかなり減へったとはいえ、まだ半分以上は残っている上、すでに回りは囲かこまれている。

　なんとか時間さえ稼かせげれば、事態は有利になるのだが……

　もしも町の警備兵たちが、騒さわぎを察してかけつけたなら、それでこの場の戦いはおしまい、アルフレッドは一巻の終り、である。

　むろん彼とて、そんなことなど百も承知だろう。

　刺客のひとりが切りかかってくるのを、なんとか剣で受けさばく。

「氷ダス霧トチ針ツプ！」

　街がい灯とうの光に空気がきらめく。あたしはあわててその場を飛とび退のいた。

「ぎぇっ！」

　あたしと切りあいをやっていた男がのけぞり、悲鳴を上げる。

　爪つま先さきほどの、無数の小さな氷の矢を放はなつ術じゆつである。殺傷能力、射程距離、双そう方ほうともに微び々びたるものだが、当たるととにかくひたすら痛い。

「魔デイム風・ウイン！」

　次の呪文を唱えるアルフレッド。風の衝しよ撃うげ波きはで、相手の動きを一瞬封ふうじる技わざである。

　攻撃範はん囲いの広いこれをかわすのは至し難なんの技わざである。あたしは力に逆らわず後ろに大きく跳とびつつこれを受ける。

　ごっ！

　耳もとで風が唸うなり、衝撃が来る。一瞬息がつまり、呪文が途と絶だえる。

　その間に、黒シヤド獣ウ・ビ人ーストはあたしとの間合いを詰つめている。

　あたしに呪文を完成させなければ、黒シヤド獣ウ・ビ人ーストに対たい抗こうできる手段はない。そう踏ふんで、小技の連打でくる気か!?

「くぅっ！」

　その時後ろで起こるうめき声。

　しまった！　クロフェルさん！

　ふりむけば、クロフェルさんの手からはね飛ばされた剣が、ちょうど地面に落ちたところだった。

　あわてて援えん護ごの呪文を唱えるあたし。

　じりじりと後こう退たいするクロフェルさんに、剣をかまえて詰め寄る刺し客かくひとり。

「かくごしな！　じーさん！」

　大きく剣をふりかぶる。

　だめっ！　間に合わないっ！

「青ブラ魔ム・烈ブレ弾イ波ザー！」

　夜空を青い光が走り、間かん一いつ髪ぱつ、詰め寄る刺客をなぎ倒す！

　今のは──！

「なにぃっ！」

　あわててあたりに視線を巡めぐらすアルフレッド。

　通りの脇わきに立つ一軒の廃はい屋おく。その二階のテラスに佇たたずむ人ひと影かげ。

「ばかなっ！」

　目をむき叫さけぶアルフレッド。

「なぜここにっ!?　アメリアっ!?」








　　　四、決着は　いちおうつけておきましょう









「ふっ。知れたことを」

　巫み女この法ほう衣いを風になぶらせ、彼女は朗ろう々ろうと言い放はなつ。

「たとえ世間は騙だませても、わたしのこの目はごまかせないわ！」

　なんだかよくわからないことを言いつつ、彼女はばさぁっ、と巫女の法衣を脱ぬぎ捨てる。

　その下には、動きやすそうなゆったりとした白い服。

「とぉうっ！」

　かけ声とともに、アメリアさんは床を蹴ける。
















『おおっ！』

　沸わき上がる感かん嘆たんの声。

　彼女はベランダから跳とぶと、空中でくるりと一回転し──




　べちっ。




　着地にミスって、モロに地面とキスをする。

　……ひぇぇぇぇっ。とことん痛そう……

　無限とも思える沈ちん黙もくののち、やおらひょこんっ、と身を起こし、まるで何事もなかったかのように、ぽんぽんっ、と服の埃ほこりを払はらい落とす。

　……けっこーがんじょーにできてるみたいである……ここいらはさすがフィルさんの娘、というか……

　彼女はびしぃっ！　とアルフレッドを指さすと、

「そこまでよ、アル！　もうおとなしくあきらめなさい」

「くそっ！」

　ぎっ、と彼は歯を鳴らし、

「なぜだ！　いつ気がついた!?」

「ふっ。簡単なこと！　眠れずにぼんやり庭を眺ながめてると、あなたがこっそりと出ていくのが見えた。気になって尾つけてみれば、怪あやしい連中と合流し、リナさんたちを襲おそっている。それでわたしはピンと来たのよ！」

　……そこまで来れば誰でもピンと来るぞ。ふつーは。

　いばって言うほどのものじゃあないよーな気がするのだが……

　けど、ということは彼女、あたしたちが戦せん闘とうをはじめてから、近くのテラスによじ登り、クロフェルさんがピンチになるまでじっと待ってたんだろーか……

　一体何考えてるんだろう……？

　しかし彼女の言葉を聞くなり、アルフレッドはにぃっ、と笑みを浮かべ、

「なるほどな……と、ということはつまり、お前もいっしょに始末すれば、何も問題はない、というわけだ」

　その瞳ひとみには、狂きよ気うきの色が宿やどっている。

「──やめといた方がいいわよ」

　半なかばあきれつつあたしは言う。

「あんた、悪役としては二流だしね。へたな抵てい抗こうはかえって身を滅ほろぼすことになるわ」

「悪役だと!?」

　怒ど声せいを上げるアルフレッド。

「ばかを言え！　お前ら俗ぞく物ぶつにはわからんだけなのさ！　僕のやっていることこそが正義、僕こそが、この国の王となるにふさわしい人間なのさ！　僕が王になったなら、きっとこの国を、今よりずっと大きく、豊かにしてみせる！　この国を頂点に、世界を統とう一いつすることだって夢じゃない！」

　……前言を撤てつ回かいする。こいつは悪役としては三流以下である。

「ふっ。面おも白しろい」

　言いつつずいっ、と足を踏ふみ出すアメリアさん。

「ならその『正義』とやら、身をもって証明してみなさい。このわたしを倒たおすことによって、ね」

　アルフレッドが三流悪役なら、アメリアさんはヒーローかぶれである。伝サ承ー歌ガなどによくある一シーンの縮しゆく小しよう版ばんがここにはあった。

「リナさんは手を出さないで」

　これまた伝承歌のパターン通り、アメリアさんは言う。

　らっき[image: ]

　とゆーことはあたしは、クロフェルさんを護ご衛えいしつつ、雑ざ魚こたちだけを相手にしていればいいわけである。

　こりはらくちん。

　などと言っている間にも、後ろの方ではガウリイとズーマがえんえんと死闘をくり広げている。

　そこだけすでに、完かん璧ぺきに、二人だけの世界に入ってしまっている。

　大変だなぁ。ガウリイ。

　……あたしのせいだけど……

　剣という武器があることでは、ややガウリイに分ぶがあるが、かわりにズーマには魔術がある。

　ガウリイの剣がズーマをしばし追いつめ、しかし唱えた呪文を解き放つズーマに、やむなく後こう退たいするガウリイ。

「……まったく……キリがないな、こりゃ……」

　ガウリイのつぶやきに、しかしズーマは黙もくしたままである。

　しかしぼやいたからと言って、事態がよくなるわけではない。ふたたびガウリイは切りかかる。じわりじわりと身を退ひくズーマ。

　ふたりの戦場はすこしずつ、こちらの方へと移動して、クロフェルさんのあたりまで来る。

　あわててあたしの方に逃げてくるクロフェルさん。それが賢けん明めいである。

　さきほどアメリアさんが呪文ではり倒たおした男が倒れているあたりまで来て、ズーマはやおら反はん撃げきに転じた。

「黒ダー霧ク・ミ炎スト」

　ズーマを中心に生まれた闇やみが、一気にあたりにひろがった。

「うぉっ!?」

　それに呑のまれまいと、あわててその場を退しりぞくガウリイ。

　その彼を追い、闇やみの中から飛び出る影かげひとつ。

「はっ！」

　ガウリイの剣が一いつ閃せんし、ものの見事に影かげを貫つらぬく！

　が──ズーマではない！

　ガウリイの剣が貫くそれは、さきほどアメリアさんが術じゆつで倒した男だった。ズーマは足下に倒れた男を、闇の中からガウリイに向かってほうり投げたのだ。

　彼の剣の動きを封ふうじるために。

　盾たてとなった男の影を縫ぬい、こんどこそ本物のズーマが疾はしる。ガウリイに向かって。

　相手がズーマでなければ。

　あるいは手にしたそれが『光の剣』でなければ。

　ガウリイはためらわず、剣を投げ捨てていただろう。

　しかし一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが生まれた。

　二人の動きを、あたしは一瞬捕とらえきれなかった。

　ズーマの両手が動き、その体が半回転する。ガウリイの体が沈しずみこみ──

　ぎんっ！

　高く澄すんだ音が夜空に響ひびく。

　剣を折られ、ズーマの蹴けりを食くらったガウリイは、まともに路上に転がった。




「炎フレのア・ア矢ロー！」

　先にしかけたのはアルフレッドの方だった。

　アメリアさんは、これをよけようとすらしない。

　十本近い炎ほのおの矢は、しかし彼女に触ふれることすらなく、ことごとくあらぬ方へとはじき飛ばされる。

　すでに風の結けつ界かいを張っている！

「なにぃっ!?」

　叫さけんで目をむくアルフレッド。あわてて次の呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　この呪文──

　風の結界を張られれば、ちょっとやそっとの小こ技わざは全く通用しない。そうと見て大技勝負に出たか。

　その間にも数体の黒シヤド獣ウ・ビ人ーストは、じわりと彼女の方に迫せまっている。

　しかし彼女は慌あわてることなく、静かな口くち調ようで何やら呪文を唱えつづけている。

　アルフレッドの呪文が先に完成する！

「餓デイ竜スク咬アング！」

　街がい灯とうの『明ライテりイング』によって生み出された彼の影が、不自然な形に大きく延のびて、竜りゆうの顎あぎとを形かたどる。

　これも、自分の影の中に、精アス神トラ世ル・サ界イドの低級魔まじ獣ゆうを召しよう喚かんする術じゆつである。

　まずいっ！　こいつに嚙かまれたら、ほとんど致命的なダメージを受ける。しかも『影シヤド縛ウスりナツプ』なんぞと違ちがい、影を『明ライテりイング』でうち消すこともできない。

　影竜は、巨大な顎を大きく開き、彼女を目ざしてつき進む！




　いうまでもないとは思うが、むろんこの間、あたしも一応戦っている。クロフェルさんをガードしながらの、雑ざ魚こたち相手の戦いである。数は多いがしょせん下したっ端ぱ、苦戦するような相手ではない。

　とはいえなにしろ数が多い。ガウリイやアメリアさんの戦いぶりに視線を送るくらいはできるが、攻撃魔法で援えん護ごをするほどの余よ裕ゆうはない。

　なんとかこの雑魚たちをとっとと片づけて、どちらかの援護に回らなくてはならないのだが……

「だぁぁっ！　うっとーしぃっ！」

　あたしの呪文が、数人の刺し客かくをふっ飛ばす。




　たんっ！

　間かん髪はつ入れず、ガウリイはその場に身を起こす。どうやらズーマの蹴けりを、身を沈しずめ、胸ブレス甲ト・プ冑レートで受けたことで、なんとかダメージを防いだようである。

　しかしその時にはすでに、ズーマはガウリイ目がけて疾しつ走そうを開始している。

　長さを半分ほどに減げんじた剣を右手に携たずさえ、ガウリイは後こう退たいしつつ、左手でそのふところをまさぐった。

「火フアイ炎アー・球ボール」

　ズーマの胸むな元もとに青白い光の球が生み出される。

　その瞬間──

　ガウリイの左手がかすかに動き、逆にズーマがあわてて身を引く。




　ゴゥァッ！




　爆ばく煙えんが、夜よ霧ぎりをオレンジ色に染そめ上げる。

　ガウリイの放ったつぶてが、ズーマの生み出した火フアイ炎アー・球ボールに直撃し、それを暗アサ殺ツ者シンの目の前で爆ばく裂れつさせたのだ。

　しかし炎ほのおも消えぬそのうちに、その中から、ズーマが煙を裂さいて躍おどり出る。

　ガウリイの剣が閃ひらめく！




「崩フロ魔ウブ陣レイク！」

　高々と響ひびくアメリアさんの声。瞬間、あたりの地面に灯ひがともる。

『明ライテりイング』に似た色の魔法の光。アルフレッドと影かげの竜りゆう、そして黒シヤド獣ウ・ビ人ーストたちを囲む、大きな六ろく紡ぼう星せいの頂点位置にともった明あかりは、一瞬まばゆい光を放って消える。

　声もなく呆ぼう然ぜんと立ちすくむアルフレッド。

　今の光の一いつ閃せんだけで、六紡星の中にいた黒シヤド獣ウ・ビ人ースト、そして影の竜までもがその姿を消している。

　彼女が使った今の術、おそらくは、あたしがカンヅェルにおかしな空間に閉じ込められたとき、脱だつ出しゆつ用に使った術と、理り屈くつは同じなのだろう。

　つまり、この世界にむりやり召しよう喚かんされ、きわめて不安定な存在となっている精アス神トラ世ル・サ界イドの魔獣たちを、それらが本来いるべき世界との門ゲートを一瞬だけ開き、かつ六紡星の結けつ界かいでそれぞれの世界のバランスを戻すことにより、もとの世界に帰したのだ。

「……ば……ばかなっ!?」

　信じられないまなざしで、きょときょとあたりを見回すアルフレッド。

　彼が視線を戻もどした時、すでにアメリアさんは、その目前に迫せまっていた。

「な……!?」

　がごっ！

　彼女の肘ひじ打うちが、まともにアルフレッドの顎あごをつき上げる。

　大きくのけぞり、そのままあおむけに倒れる。

　今のはまともに決まっていた。もはや彼はぴくりとも動かない。




　あたしが雑ざ魚この最後のひとりをはり倒したのは、まさにちょうどこの時だった。




　半ばまで折られた剣を、ガウリイは、ズーマ目がけてふり降ろす。

　剣に本来の長さがあっても、間合いにはわずかに遠い距きよ離り。

　目もく測そくを誤あやまったわけではない。

　ふり降ろすと同時に、剣の刃やいばは柄つかをすっぽ抜け、至近距離からズーマに向かって飛んで行く。

　火フアイ炎アー・球ボールが炸さく裂れつした一瞬に、ガウリイは剣の留とめ金がねをはずし、刃と柄とをバラしていたらしい。

　よけられる間合いではない。しかしズーマは右の手で、飛びくる刃の腹をはじき、はね飛ばす。

　ここまで来ると、もはや人間技わざではない。が──

　そこに一瞬のスキが生まれた。

「光よ！」

　ガウリイの剣に生まれた光の刃。

　さすがにあわてて身をかわすズーマ。だがしかし！

　がつっ！

　光はズーマの右肩を捕とらえる！

　飛び退のくズーマにガウリイは返す刀で切りつけるが、これは暗アサ殺ツ者シンの上着を浅く薙ないだのみ。

　しかしガウリイの一撃は、ズーマの右手をその肩口からずっぱりと切り落としている。

　もはや勝負はついたも同然。戦っても負けは確実と判断したか、ズーマは退たい却きやくにかかった。大きく後ろ向きに跳とび──

　この瞬間をあたしは待っていた。

　こんなやたらとなんぎな奴やつを、そのまま逃がすわけにはいかない。

「炎フレのア・ラ槍ンス！」

　ズーマが大地を蹴けった瞬間、その軌き道どうを読んで、あたしは呪じゆ文もんを解とき放はなつ！

　これはよけられるわけはない！

　しかし！

　よりにもよってズーマは、迫せまり来る炎ほのおの槍やりを、残った左手ではたく！

　赫あかい炎が砕くだけ散る。

　直撃されるよりマシとは言えど、また思い切ったまねをする。

　左手を完全に炭化させながらも、暗殺者は路地の奥へと姿を消した。

「──終わったね」

　ぽつり、とつぶやいたのはアメリアさん。

　あたしは一応こくん、とうなずく。

　確かにこれで、セイルーンの動乱はおさまるだろう。

　しかしあたしの方はまだである。

　一体どれほどの力を持っているものか──

　魔デー族モン、カンヅェル。




　夜が明けて──

　王宮は一気にあわただしさを見せはじめた。

　帰ってきたあたしたちは、ことの次第をフィルさんに説明し、とりあえず、まだノビたままのアルフレッドを、離はなれの一軒けんにほうり込んで見はりを立てる。

　問題なのはクリストファ。

　どうやらあくまで主犯はアルフレッド、ということらしいが、彼も一枚嚙かんでいることは確かである。

　ならばそれが一体どの程度のものなのか、これは確かめる必要がある。

　フィルさんはあたしとガウリイを連れ、クリストファの姿を探さがす。

　彼はただひとり、王宮のロビーにあるソファにぼんやりと座すわり込んでいた。

　アルフレッドが捕つかまったことは、おそらくすでに耳にしているのだろう。もはや完全に気力を失い、いきなりどっと老ふけこんで見えた。

「クリス」

　フィルさんの呼ぶ声にようやっと、彼は視線をこちらに向ける。

「兄上……ですか……」

　自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべつつ、彼はつぶやくように言った。

「事情は知っておるな」

　言いながら、向かいのソファに腰を降ろす。

　あたしたち二人はフィルさんの左右に立った。

　王族の者は護ご身しん用に、常に短ダ剣ガーを帯びている。やけになったクリストファが、いきなりフィルさんに切りつける、などという恐れもありうる。

　クリストファは力なくうなずくと、

「あいつの……アルのようすは……？」

「まだ気を失ったままだった。おいおい目をさますだろう」

　彼は深く息をつくと、

「そう、ですか……」

　──しばし重い沈ちん黙もくが続く。

　フィルさんの方も、一体どう切り出してよいものやら迷っているようである。

「……そもそもは、すべてわたしの責任ですよ……」

　やがて、ぽつりぽつりと話しはじめたのはクリストファだった。

「わたしですよ……あいつにこんな野望を吹き込んだのは……

　考えてみればわたしは、あいつが物心ついた時から、自分の境きよう遇ぐうについての不平ばかり聞かせていたような気がします……

　生まれる順がすこし違ちがえば、王になれていたはずなのに……などとね……

　あれが今度の計画を打ち明け、王宮の外であのカンヅェルをわたしに引き会わせた時も、わたしはそれを止めるどころか、むしろ嬉き々きとして話に乗った……

　あの時はわれながらどうかしていた、などと言うつもりはありませんけどね……しかし、いつかはこういう破局が訪おとずれる、その予感を胸に抱きながらも、自分の野望を息むす子こにもおしつけ、巻まき込んでしまった……

　それだけが悔くやまれてなりませんよ……

　親として、ね……」

　ふたたび深く息をつき、

「わたしは……どのように罰ばつしてもらってもかまわない……自分の野望に生きて、滅ほろびるのだから。あるいは、これはこれで本望なのかもしれないが……

　しかしあいつは……アルはちがう。わたしの野望をすり込まれ、それを自分のものと信じているだけなんですよ。

　親おや馬ば鹿かと言ってもらって結構。しかし……できれば……都つ合ごうのいい願いだということは承知の上で頼たのみます……

　どうか兄上……あいつには……あまりきびしい処しよ分ぶんをせんでやってください……」

「それは──アルフレッド次第だな」

　フィルさんは言う。

　その時だった。

　外で兵士たちのざわめきが起こったのは。

　そして、光を背にして、戸口に現われる人ひと影かげ。

　アルフレッド──

　右手に抜ぬき身みの剣をひっ下げて。




「アル!?」

　跳はね上がるように、クリストファはソファから立ち上がる。

　ばらばらばらっ、と足音がして、兵士たちがやや遠とお巻まきに、戸口の外をとり囲む。

「寄るなっ！」

　一いつ喝かつを放はなち、ゆっくりと、ロビーの中に入ってくる。

　狂きよ気うきを表情に張りつかせたそのままで。

「アル……お前一体……」

「抜け出してきたのさ。もちろんね。誰があんなところでじっとしてなどいられるものか！」

「……見張りの兵はどうした？」

　静かな口調で言うフィルさん。

「見はり、だって!?」

　唇くちびるの端に歪ゆがんだ笑みを浮かべながら、

「笑わせないでくれ！　この僕に、なんだってそんなものが必要なんだ!?

　……確かに、えらそうなことを言った兵士がいたよ。そやつ、なんて言ったと思う!?

『あなたをここから出すわけにはまいりません』だと！　ずいぶん笑わしてくれるじゃないか！　え!?

　──教えてやったよ。身のほど、ってやつをね！

　きっとあの世で反省してるだろうな！　あいつ！」

「もうよせ！　アル！」

　震ふるえる声を上げたのはクリストファだった。

　兵士たちは、あたしたちをとり巻いてはいるのだが、その場の空気に呑のまれてか、アルフレッドに手を出す者はひとりもいない。

「やめろ。もういいんだ、アルフレッド！　終わったんだ……

　終わったんだよ！」

「いいや！」

　クリストファのことばに、アルフレッドは激はげしく首を横に振ふる。

「いいや！　いいや！　違うよ父さん！　終わっちゃいない！　まだ終わってなんかいないんだ！」

　血走った目でフィルさんをにらみつけながら、ゆっくりと近づいてくる。

　フィルさんは席から立ち上がり、あたしとガウリイは剣に手をかける。

「よせ！　やめるんだ！」

　フィルさんとアルフレッドとの間に立ちはだかるクリストファ。

　アルフレッドが歯を嚙かみしめるその音が、あたしの耳にまで届とどく。

「どいてくれ！　父さん！」

「やめろ！　アル！」

「……どけぇっ！」

　ひと声叫び、床ゆかを蹴ける。

「アルフレッド！」

　ドッ！

　クリストファとアルフレッド、二人の体がぶつかり合って──

　ずるり、と崩くずれ落ちたのは、アルフレッドだった。

「……　………」

　その唇が小さく動く。

　最さい期ごの言葉を聞き取れたのは、たぶん、護ご身しん用の短剣でアルフレッドを刺さしたクリストファのみだったろう。

「……これが……結末か……」

　淋さびしい笑みを浮かべながら、ぽつん、とつぶやくクリストファ。

「失格だな……わたしは……親として……」

　言うなり、その短剣を、自分自身の胸へと向ける。

　がしっ！

　その手を摑つかみ、おしとどめたのはフィルさんだった。

「兄上！　なぜ止める!?」

「……兄弟だからだ……」

　フィルさんは、静かな口くち調ようでそう言った。



















「もう出発？」

　明けて翌日。

　アメリアさんが、いきなりひょこんっ、とあたしの部へ屋やに顔をのぞかせたのは、いよいよ出発しようか、という時だった。

「ええ。やらなくちゃなんないこととかもありますし」

　わざと陽気な口調で答えるあたし。

　あたしのやらなければならないこと──

　すなわち、カンヅェルとの決着。

　空間を渡る魔族と張り合うのである。あんまし楽しいことではないが、陰いん気きな口調でわざわざ彼女に心配をかけることもない。

「ふふぅん……」

　彼女はあたしの瞳ひとみの奥を、意味ありげな目でじっと覗のぞき込む。

「何か隠かくしてるわね？　リナさん」

「そ……そぉんなぁ！」

　あたしはあわててぱたぱたと手を振ふり、

「やりませんよぉ、あたし。泊とまったところの備び品ひんこっそり持ち帰るなんてセコいまねは……」

「そういう意味じゃなくってっ！　わたしたちに言っていない『何か』をあなたは知っているんじゃないか、ということ！」

「何か……って？」

「そう、たとえば……あなたは命を狙われていた。おそらくは、姿を消したあのカンヅェルに。

　けどなぜ？　あいつは一体何者なのか？」

「ま、いろいろとわけありでして」

　あたしはあいまいに答えた。

　なぜあれがあたしを狙ねらっているのか、その理由はまだはっきりとしないが、どうあれそれは今回の、セイルーンのあとつぎ争いと無関係なことは確かだろう。

　へたに事情を話して、ややこしいことになっても困る。

「いろいろ、って？」

　だがしかし、なおも食いさがるアメリアさん。

「ですから、いろいろと……けどあなたこそ、なんだってそんなことを聞くんです？」

「わたしの正義の血が騒さわぐのよ」

　わけのわからんことを言いつつ、彼女は右手でぐいっ、とにぎりこぶしをつくる。

「……最近、あちこちでいろんなことが起きてるわ。

　わたしの見えるところ、見えないところでいろんなことが……

　どうもね、何かが大きく動き出しているような気がするの。

　あるいはそれは『世界』とか『運命』とか言ったものなのかもしれないけれど、わたしの正義の直感は、それが悪あしきものだと告げてる」

　……たしかに……巫み女この能力でそーいうの、つまり『なんとなくわかっちゃうよ』というのはあるのだが、それを『正義』とゆーことばで説明されると、とたんに死ぬほどうさん臭くさくなるのはなぜだろう……？

「そしてね、リナさん。

　もちろんあなたが悪人なんかじゃないことはわかっているけど……

　これもわたしのカンなんだけど、その『動き』には、なぜかあなたが何かの形で関かかわっている、そんな気がしてしかたないのよ」

　……ちょっと……悪あしきものがどーのこーのって……

　多少思いあたるふしがなきにしもあらずだが、ここでうかつに『あたしもそう思う』などと言おうもんなら、この話のノリでいくと、彼女このまま、あたしたちについて行く、などと言い出しかねない。

「考えすぎ考えすぎ」

　言ってあたしは笑みを浮かべた。




　こんこんっ、と扉とびらを叩たたく音がする。

「──あ、はい」

　ぼんやりとベッドにこしかけていたあたしはふと我われにかえり、ドアを開ける。

「よぉ」

　立っていたのはガウリイだった。

　セイルーン・シティの下した町まちにある宿やど屋や。

　王宮をあとにした、その日のうちに町を出ることもできたのだが、なんとはなしに町の中を見てまわり、結局ここに宿をとることになったのだ。

　夕食もすませ、部屋でぼんやりしていると、彼がたずねて来たのである。

「どしたの？　ガウリイ」

「ん。ちょっとな」

　あいまいな返事をして、ナイトテーブルのいすに腰かける。

　あたしの方もベッドに座り──

　しばし沈ちん黙もく。

「……どうしたんだ、リナ」

　やさしい声で言うガウリイ。

「どう、って？」

「ごまかすなよ。らしくもない。昼間町を回ってた時は、やたらとはしゃいでるくせに、時々ふっと考え込むし、夕食の時だって黙ったきりだ。

　──言ってみろよ。何考えてんだ」

「……ん……」

「まあ、オレに解決できるような話じゃないって想像はつくけどな。何の役にも立たなくたって、話せばすこしは楽になるかもしれないだろ」

「…………」

　しばし沈黙。

　宿の一階にある酒さか場ばから、酔よって騒さわぎたてる男たちの声がとどいて来る。

　ふぅ。

　あたしは小さく息をついた。

「──ま、隠かくしたところでしかたないわね……

　今日の昼ね、アメリアさんがこーいうこと言ったのよ。『世界で、何か邪じや悪あくなものが動きはじめている。それにあなたは関かかわってくるだろう』って」

「人さわがせなこと言うもんだな」

「まあ確かにそうだけど……それであたし、考えてたわけよ」

「日ひ頃ごろの行ないの反省でもしてたのか？」

「そうじゃなくてっ！　あたし、何でカンヅェルに、命いのち狙ねらわれてるんだと思う？」

「へ……？　そんないきなり、なんで……って聞かれても……」

　いきなり話の展てん開かいについていけず、彼はとまどった表情で、

「前にどこかで出会った……ってなことでもなさそうだし……

　確かセイグラムがどうとか、って言ってたから、痛い目に合わされたあいつが、あのカンヅェルに泣きついて……って、ヤクザじゃあるまいし……」

「でしょ」

　あたしは無理に、笑みを浮かべる。

「なら、なんでだ？」

「正直言ってあたし自身、カンヅェルに狙ねらわれる理由はちっともわからないわ。

　けど、もしも──

　もしも、よ……

　あたしを狙っているのがカンヅェル個人ではなくて、『魔族』そのものだとしたら？」

　その言葉に絶句するガウリイ。

「それならば狙われる説明もつくわ……」

　あたしは言った。

　口調がやや沈み気味なのは否定しない。

　かつて──

　あたしたちは高位の魔族と戦い、かなり幸運が重なったとはいえ、これをうち破ったことがあるのだ。

　その魔族の名は──赤ル眼ビのー魔ア王イ、シャブラニグドゥ（部分）

　そう、かつて神話の時代に赤スイのーフ竜イ神ードによって体を七つに分かたれた、この世界の魔族を統すべる存も在のである。

　魔王を倒した、などというと、できの悪いほら話にしか聞こえないが、事実だったりするのである。これが。

　実際あたしも正直言って、あの事件がある前までは、魔王だの何だのといった伝説は、話半分にしか聞いていなかった。

　魔道士ならずとも誰でも知っている（ガウリイは除のぞく）話に、『千年前に復活したシャブラニグドゥのひとつが、カタート山脈でいまも氷に閉ざされたまま、世界中の魔族を操あやつっている』などというのがあるが、これもどうやら事実らしい。

　ならば、『北の魔王』と呼ばれるそれが、自分の分身を倒した相手をそのままほうっておくかどうか？

　これは、当事者のひとりであるガウリイにとっても、ひとごとではない。

「お前さん……魔族にまで恨うらまれるようなことやらかしたのか？」

　まるっきりひとごとの口調で言う。

　……をいをい……

　さきほどの彼の絶句、どーやらことの重大さに気づいたから、というわけではなく、単にあたしの言いたいことが全く理解できなかっただけのよーである。

「……だからぁ、あたしがあなたと会ったあの事件で、魔王倒した時、あたし竜ドラグ破・ス斬レイブより強力な術使っちゃったじゃない」

「ふむ。それで？」

「だぁぁぁっ！　ここまで言えばわかるでしょーがっ！」

「いやよくわからん」

「……ったく……たまには脳ミソ使わないと、そのうち退たい化かして、脊せき椎つい反射だけで人生送るようになっちゃうわよ」

「お前そんな、ひとを何も考えてないみたいに……」

「何か考えてる？」

「──話を先に進めよう」

　……毎度のことながら、多少悲しいもんがある。

「つまりあの時あたしたちは、たとえ人間の身であっても、やりかたによっては高位の魔族を倒すこともできる、と証明したわけよ。

　奴やつはたしかにあの場で倒したけど、はるか北、カタート山脈にいる魔王の分身が、意識を同調させることによって、ことの次第を知った、ということも十分に考えられるわ。

　そして魔王が、竜ドラグ破・ス斬レイブ以上の──というより、自分にとって脅きよう威いとなるような術を使うことのできるあたしを目ざわりだと判断し、始末するために刺し客かくを送った。

　それがカンヅェルなんじゃないか──

　それなら、アメリアさんの言っていたことの意味もなんとなくわかるわ」

「…………」

　ふたたび絶句する彼。

「わかったの？」

「わ……わかったけど……けどよ、それってめちゃくちゃおおごとじゃねーか？」

「とことんおおごとよ。もしもそうなら、たとえ今回カンヅェルを倒しても、あとからあとから刺客はやって来るでしょうしね。あたしを倒すまで」

「……お前……それでよくへーぜんとしてるな……」

「……そーでもないんだけど……でも今の仮か説せつじゃ、どうしても説明できないことがあるのよ」

「……と、言うと？」

　あたしはぴっ！　と一本指を立て、

「なぜカンヅェルは、あんな攻撃しかやらなかったのか。

　本気であたしを殺す気ならば、町の中でド派は手でな術連発すればいいわけだし。それをなんだか、やたらとセコい手ばかり使ってきて。魔族が人間にえんりょする義理なんてないはずなのに、ね」

「世間体が気になるんじゃねーか。やっぱ」

「ンなわけないでしょーが。

　……とまあ、そんなことを考えてたわけよ。あたしは」

「ふぅん……けどお前さん、いずれにしても、カンヅェルとは対決するつもりだろ」

「そりゃあもちろん、ね。とっとと決着つけとかないと、あとあとしつこくつけ狙われるだろうし、そうなったらいくらなんでもやっかいよ」

「なら、そん時に直接聞きゃいーじゃねーか。きっと喜んで事情説明してくれるぜ」

　……うーむ……たしかに世の中には、決戦の時には、悪役は高笑いを交えつつ、事情説明をしなくてはいけない、という法律がある。（あったと思う）

「まあ……そりゃそーかも知んないけど……それを前もって推すい理りして……」

「推理して何かの役に立つのか？　今回」

「……立たないけど……」

「なら、へたに考えこむよりも、何も考えない方がいーんじゃねーか？」

「……かもね……」

　思わずあたしは苦笑した。

　どうやら今回ばかりは、彼の言い分が正しいようだ。

「よっ」

　気分一新、あたしは大きく伸びをする。

「さてさてそれじゃあそーいうことで、気分転てん換かんに下の酒さか場ばで、かるく夜食でもとりましょうか。今夜はあたしがオゴるわ」

「へぇぇ。珍めずらしく気前がいいな」

　言いつつ彼は腰を浮かす。

「ただし──オゴるのは一品だけだかんね」




　二人はひた、と歩あゆみを止めた。

　セイルーン・シティの町はずれ。

　後ろには、セイルーンの白い町まち並なみが昼の陽を浴びて立ち並び、通りには喧けん騒そうが満ちている。

　前にはまばらな林があり、その中を突っ切って伸びる街かい道どう。進めばいくつかの大きな町を経へて、ガイリア王国領りようへと続く。

　そこで──

　カンヅェルは、あたしたち二人を待っていた。

　一本の木の幹みきに背をあずけ。

「──待たせたわね」

「たいしたことはない。今まで俺が生きてきた時の長さに比べれば、な」

　しかし、ここで戦うわけにはいかない。あたしやこいつが本気でやれば、町にもかなりの被ひ害がいが出る。

　なんとか場所を変えたいところだが……

　カンヅェルは、街道のまん中に出てくると、やおらくるり、とあたしたちに背を向ける。

「この先に、戦うのには都つ合ごうのいい場所がある。ついて来い」

　あたしとガウリイは思わず顔を見合わせた。

　もしもカンヅェルが町の中で戦いを挑いどんで来たならば、あたしは思い切って大きな術を使うことができない。そうなれば、白はく状じようするが、勝てる見込みはほとんどない。

　しかし、人のいないアウトドアでなら、かなり思い切った術も使える。

　これなら──勝てる！　おそらくは。

　しかし──

「なんでわざわざ場所を変えるわけ？」

　カンヅェルのあとについて歩きながら、あたしは疑問をすなおに口にする。

　帰って来た答えは意外だった。

「町の人間どもを巻まき添ぞえにはできん」

　目を丸くするあたしとガウリイ。

　まさか──よりにもよって魔族から、こんなセリフが出ようとは──

「……け……けっこー人道主義者なのね……」

「勘かん違ちがいするな。お前以外の人間はできうる限り傷きずつけるな。そういう命令を受けているだけだ。……もっとも、俺が雇やとったあの人間の暗殺者は、目的のためにはかなり見みさ境かいがなかったようだが……」

　なるほど。それで以前、町の中で対決した時、あたしがアルフレッドの刺し客かくたちを盾たてにしようとしたとたん、あきらめて姿を消したわけである。

　けど、自分でほかの人間に手を出すのはペケでも、ズーマみたいなのを雇やとってことをひっかき回すのはマル、というのは一体……

　魔族の考えていることはわからん。

　しかし──

　これで、やはりカンヅェルの後ろで糸を引くものがいる。そのことだけははっきりとした。

「誰からの命令よ？」

　カンヅェルの後ろについて歩きながら、あたしは尋たずねる。

　思わず後ろからどつき倒したくなるような状じよう況きようだが、町から出たとはいえ、まだあたりには街道を行く人たちがいる。ここで戦いをしかけるわけにはいかない。

「そちらの男──ガウリイと言ったか。きさまは殺さん。だからこそ、今の問いには答えられん」

「……けち。

　ま、いいわ。なら質問を変えるけど、なんであたしを狙ねらうわけ？」

「邪じや魔まだからだ」

　ふりむきもせずに答えるカンヅェル。

「……いやそれはもちろんわかってるけど……なぜ邪魔なのか、っていうことよ。

　もしもあたしがこのあとあなたに倒されるとしたら、自分が倒されたその理由くらいは知っておきたいし、逆にあたしがあなたを倒したならば、それを知るぐらいのごほうびはあってもいいと思うけど？」

「確かに、それはお前の言う通りだ。教えてやりたいところだが、いかんせん俺もその理由は聞かされていない」

「しょせんは悲しい使いっ走り、ね」

「そういうことだ」

　怒おこりだすかと思ったが、意外やあたしのセリフをいともあっさりと受け流す。

　こちらの軽口に乗ってはこない。どうもやりにくい相手である。

「『戦場』まではまだあるわね。どうせだからいろいろ聞くけど、まず、あなたが雇ったあのズーマとかいう暗アサ殺ツ者シン、あいつ一体どうなったの？」

「お前たちと戦い、両手を失った。そのあと勝手に姿を消した。あとは知らん」

　けっこー無関心である。失しつ敗ぱいした者には用がない、ということか。

「あなたがあたしに王宮でちょっかいかけたのは、確か三回だったと思うけど……」

「そうだ。場所がらと遠えん慮りよのせいで、ことごとく失敗したがな」

　言いながら、脇わき道みちに足を踏ふみ入れるカンヅェル。

　どうやら戦いの場は近いらしい。

「で、あの二回目の変な生き物と三回目のでっかい『虫』、あんなの一体どっから引っぱって来たのよ？」

「二度目のあれは、最下級の魔族どもだ。こちらの世界に具ぐ現げんする時は、自分の力だけでは存在しつづけることすらできず、もとからこヽちヽらヽの世界にいる存在に憑ひよ依ういし変へん貌ぼうさせている。

　確かこちらでは、お前らはあれをレッサー・デーモンとか呼んでいるはずだが。

　本来の世界ではああいう形をしている。お前たちの目にあれがどういう姿に映ったかは知らんがな」

　へぇぇ。レッサー・デーモンってそーいうモノなんだ。

　だからこそ、物理的な攻撃が効きくわけである。

　またひとつかしこくなってしまった。あとでこのことレポートにでもまとめて、どっかの魔道士協会に高値で売りつけてやろっと。

　この戦いに生き残れれば、の話だが。

「三度目のあれはクラヴェール火山の、マグマの底に眠る魔獣の一匹だ。威いり力よくのほどは、その身をもって知ったろう」

「魔獣の一匹……って、あんなのがぽこぽこいるわけ？」

「どれくらいの数がいるのかは俺もよくは知らんがな」

　ひぇぇぇぇっ。世の中って広い。

「他に質問はあるか」

　あたしはしばし考えて、

「あと一つだけ。まさかとは思うけど、今回のセイルーンの騒さわぎ、あなたがやらせたんじゃないでしょうね。アルフレッドを操あやつって」

「それは読みすぎ、だな。計画を実行する上での片腕を探さがしていたあの男に、少々術で細さい工くして近付いたことは事実だがな」

「──なるほど。信じるわ」

「そうか──」

　変わらぬ歩みを続けながら、

「ならばそろそろ男と別れをすませろ。もうじき着く」




　林がとぎれた。

　そして青々とひろがる草原。

　町のひと区画ほどの広さはあるだろう。

　そこはまるで、思い出したかのように、ぽかり、と林の中にひろがっていた。

　歩いてきた道は草原を横切り、そのままむこうの林の中へと続いている。

　さすがにこのあたりには人の姿もない。

　森の中だというのに、鳥の声ひとつ、虫の音すらも聞こえない。

　あるいは、今からここで始まるだろう死し闘とうを予感し、そうそうに立ち去ったのか。

　カンヅェルはひたり、と足を止め、はじめてこちらをふり向いた。

「男との別れはいいのか」

「これでも勝つ気でいるからね」

「好きにしろ。──なら、はじめるとするか」

　ざっ！

　カンヅェルのことばと同時に、あたしとガウリイは同時に地を蹴ける。

　むこうずねのあたりまで生おい茂しげった草をかき分け、二人は走る。

　空間を渡るカンヅェル相手に距きよ離りを取る、というのは意味がないのだが、あたしとしてはなんとか呪文を唱える時間がほしい。

　ガウリイは、あたしのすぐ後ろにぴったりついたまま、『光の剣』をすでに抜いている。

　カンヅェルはまだ、もとの位置を動かない。あるいはあたしが呪文を放った瞬間を狙って攻撃に転じるつもりか？

　ともあれしかけてみるしかない。まずは──こんなもんでどうだっ!?

「冥ラグ王ナ崩・ブ魔ラ陣スト！」

　ドシュゥッ！

　いまだ動かぬカンヅェルを囲み、逆ぎや五くご紡ぼうの頂点に、闇やみの柱がふき上がる。

　柱の放つ黒いプラズマが、その中心のカンヅェルを捕とらえる！

　ブラス・デーモンあたりなら、一瞬にして消しよう滅めつさせる威いり力よくを持つ。

　が──

「くふぅっ、人間にしては、かなりの使い手のようだな」

　暗黒のプラズマにその身を打たれながらも、しかしカンヅェルはわずかに眉まゆをしかめたのみ！

「だが、われらにははるか及およばん」

　カンヅェルが言うそのとたん、闇の柱は四散する！

「なっ!?」

　あたしは思わず叫さけんで足を止める。

　カンヅェルの腕が動いた。

　あたしを指した指の先から、四条の、糸のように細い魔力光が伸びる。

「させるかっ！」

　あたしの前に立ちはだかるガウリイ。自分を盾たてにしながら、『光の剣』で魔力光をたたき落とすつもりだ！

「ガウリイ！」

　あたしは叫ぶ。ガウリイは動かない。そして魔力光は──

　ガウリイの間合いに入る直前で、やおらその進路を大きく変える！

　なっ──

　よける暇ひまもあらばこそ──

　光はガウリイを迂う回かいし、あたしの足を貫つらぬいた！




「！」

　声にならない悲鳴を上げて、あたしは草の上に転がる。

　やられたのは両足の腿ももと足首。

　たいして大きな傷きずではないし、出血も全くないのだが、かすかに動くだけですら、突き抜けるような痛みが走る。

　これではロクに動くことすらできはしない。

　どうやら、相手をやや見くびっていたようである。

　このカンヅェル、あたしが予想していたより強い！

「リナ！」

　まともに顔色を変えて叫ぶガウリイ。

「──だいじょうぶ！　ダメージ自体はすくないわ」

　無理に笑顔をつくって見せる。

「当り前だ」

　言ったのはカンヅェルだった。

　口調が変わっていた。

　それまでの覚めた調子とは違うなにかが、ことばの底にひそんでいる。

「そういうふうにしたのだからな。いきなりとどめを刺さしたりはせん。苦痛でショック死するか、狂くるい死ぬか。いずれにしろ、楽には死ねんと思うがいい」

　あたしの背中を悪お寒かんが走る。

　気づいたのだ。カンヅェルの言葉のうちにひそむ感情が何なのか。

　すなわち──歓ヽ喜ヽ。




　冗じよう談だんではない！

　よりにもよってなぶり殺し!?

「どうした？　不満そうだな」

　冷笑──いや、狂気にも似た笑みを浮かべながら言うカンヅェル。

　あたりまえである。

　なぶり殺しにしてやる、などと宣せん言げんされて喜ぶひとなど、あまり世の中にはいないだろう。

　これは──こうなればこちらとしては、ゆっくりしている時間などない。一気に勝負をかけるのみ！

「よせ！　どういうつもりだ！」

　怒いかりの表情で叫ぶガウリイ。

「どういうつもり、だと？」

　カンヅェルはゆっくりと、こちらに歩いて来ながら、

「われら魔族が何を糧かてとして生きているのか、きさま、知らんのか？」

　あ──

　あたしは内心ほぞを嚙む。

「われらが力の源は瘴しよ気うき──すなわち、生きとし生けるものたちの生み出す負ふの感情。

　恐きよ怖うふ、怒り、悲しみ、絶望。

　それこそが、われらにとっては至上の美び味み！

　苦痛とはすなわち、それらを生み出すためのもっとも有効な手段！」

　そう──そうなのだ。

　前に町で戦ったとき、カンヅェルは一いち撃げき必ひつ殺さつを狙ねらってきた。それはつまり、カンヅェルの上に立つ何者かの、『他の人間を傷つけるな』という命令があったからなのだ。

　あの状況下での戦いが長引けば、誰かがやって来ることはわかり切っていた。だからこそそうなる前に、一撃で決めようとしていたのだ。

　こいつがわざわざこんな所まであたしたちを引っ張ってきたのは、むろん他の人間を巻き込まない、ということもあったのだろうが、ここでなら、あたしをじっくりといたぶれる、という計算もあったのだろう。

　つまり──

　カンヅェルは食うつもりなのだ。

　あたしの絶望と恐怖を。そしてガウリイの怒りと悲しみを。

　しかし──その自信と油断が命いの取ちとり！　あたしはすでに呪文を唱え終わっている！

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

「なっ!?　しまっ……！」




　ガグォォン！




　赤い光が魔族を包み、続いてカンヅェル自身の体が大爆発をひき起こした！




　竜ドラグ破・ス斬レイブ──

　人間が使えるうちで最強と言われるこの術、この世界の闇やみを統すべる赤ル眼ビのー魔ア王イ、シャブラニグドゥの力を借りたものである。

　かなりの力を持つ魔族でも、これを食らえばひとたまりもない。

　それがまともに決まった。しかも、いい気になって油断しているところに。

「──やった、ね」

　足の痛みをこらえつつ、あたしはガウリイにウインクを送る。

「……ああ。やった」

　彼は、草のうえにへたり込んだままのあたしに手をさしのべ──

「全く──やってくれたものだな」

　かすれた声は、ガウリイの後ろからした。

　まだ消えやらぬ爆ばく煙えんの中から。

　そのまま硬こう直ちよくするあたしたち。

「今のはさすがにこたえたぞ……」

　──まさか──しかし──！

　やがて薄うすれゆく煙の中から、ゆるりと歩あゆみ出す人ひと影かげひとつ。

　髪かみも、耳も、そして鼻や口さえもなく、水死人のような色をした顔にあるのは、ただ、ふつうの人間よりもふたまわりは大きな、見開かれた二つの目──

　カンヅェル！

　おそらくはこれこそが、この世界での奴やつの本当の姿なのだろう。

　しかし──しかし！

　多少のダメージはあったようだが、あの術をまともに受けて、まだ動き回れるとは!?

「……どうやらきさま、我等魔族を甘く見すぎていたようだな」

　カンヅェルは言う。どこから声を出しているのかは判はん然ぜんとしないが。

「いかにシャブラニグドゥの力を借りた術とは言え、しょせんは人間という器うつわを通しての術。低級な連中を相手にするには十分かもしれんがな、まがりなりにも中級魔族の俺には……効かん、とは言わんが、一撃必殺には至らなかったようだな」

「ち……中級っ!?」

　思わずあたしは声を上げる。

「魔族の力を見るのはこれがはじめてか？　それとも今まで、低級の魔族ばかり倒していい気にでもなっていたか？」

　言いながら、ゆっくりとあたしの方に近づいてくる。

「寄るな！」

　光の剣を構えたままで、カンヅェルの前に立ちはだかるガウリイ。剣を大きくふりかぶり──

「どけぇいっ！」

　カンヅェルの伸のばした左手が宙を薙なぐ。生み出された魔力の衝しよ撃うげ波きはを、ガウリイは光の剣で受けとめる。

　しかし、衝撃波の方が強い！

　ばぢっ！

　押おし負けて、そのままはじき飛ばされる。

　あたしとカンヅェルの間をはばむものは、もう何もない！

「くふぅ……」

　至し福ふくの笑みを浮かべつつ、カンヅェルの手が上がる。

　あたしに向かって。

　ほとばしる赤い魔力光！

「！」

　脇わき腹ばらに生まれた灼しやく熱ねつ感かんに、あたしは声もなくのけぞった！

「やめろぉっ！」

　ガウリイが走る。光の剣を手に。

　なおも数本の光条が、あたしの体を次々と貫つらぬく。

　すべて急所をはずしている。宣せん言げんした通り、あたしをなぶり殺しにするつもりだ！

　痛みで意識がもうろうとなる。そのとたん、カンヅェルからの攻撃が止む。

「…………？」

　しかし意識が回復したとたん、ふたたび攻撃は再開される。

　とてもではないが、これはたまったものではない。

　ふと気がつくと、すでにガウリイはすぐそこまで来て、カンヅェルに切りつけている。

　だが。

　光の刃やいばがカンヅェルに当たる直前、黒いなにかがその部分に集結して盾たてとなり、ガウリイの攻撃をことごとくはじいている。

「やめろっ！　やめろっ！　やめろっ！　やめろっ！　やめろぉぉぉっ！」

　狂くるったように叫びながら、絶望の表情で剣をふり回すガウリイとは対たい照しよう的てきに、カンヅェルは哄こう笑しようを上げていた。

「くふはははははははっ！　感じる！　感じるぞ！　きさまの怒いかりを！　絶望を！

　なんという美び味み！　なんという快かい楽らく！　くはははぁっ！　悲しかろうが！　苦しかろうが！」

　──それが一瞬のことだったのか、あるいはかなり長い間続いていたことなのか、それはあたしの記き憶おくにはない。

　ただ、ふとある時気がつくと、あたしはガウリイの腕の中に抱かかえられていた。

　すこし離れてカンヅェル。

　どうやらガウリイは、身を盾たてにしてカンヅェルの攻撃からあたしを守り、なんとかここまで移動したようなのだが。

「──リナ！　しっかりしろ！　リナ！」

「……ガウリイ……」

　へたに体を動かせば、それこそ思わず叫びそうになるほど痛いが、命に別状はなさそうだし、口をきく分にも不自由しない。
















「よく聞け、リナ。こうなったらあれしかない」

　カンヅェルに聞こえないように、あたしの耳もとでささやくガウリイ。

「あれ……って……」

「あの術じゆつを使うんだ。お前の最強の術を！」

　一瞬、意識が覚かく醒せいする。

　重ギガ破・ス斬レイブ──

　赤ル眼ビのー魔ア王イより高位に在ると伝えられる、『金ロード色・オのブ・魔ナイト王メア』の力を借りた、おそらくは、あたしだけが使える最強の術。

　かつてあたしたちが魔王と戦い、これを倒したその時に使った技である。

　むろんその威力は竜ドラグ破・ス斬レイブをはるかに上回る。おそらくは、いかなカンヅェルとて、この術の前に、滅ほろびを避さけることはできまい。

　しかし──

「だめよ……」

　あたしは言った。

「なぜ!?」

「……このダメージじゃ、術の制せい御ぎよができない……みんな死んじゃう……」

　あたしのことばに絶句するガウリイ。

　もしもこの術、制御に失敗するようなことがあれば、この世界そのものに滅びをもたらすことになる──

　以前あたしはあるひとに、こういう指し摘てきを受けたことがあった。

　本当なのかどうか、などということはわからないが、むろん試してみようとは思わない。

　それにいずれにしろ、大量に生体エネルギーを消しよう耗もうする技わざである。今使えば、成功失敗にかかわらず、たぶんあたしの命はない。

　残る手は──

「──なら、なんか手はないのか!?」

「……あるけど……」

「よしっ！　それ行こう！」

　……いーのか……ンな安あん易いにオーケイして……？

　ともあれガウリイがいいと言うならそーいうことにしよう。

「で、オレはどうすればいい!?」

「とりあえず……やつからあたしをガードしながら、根こん性じよう入れて、さっきみたいに光の剣で切りつけまくって」

「……それで？」

「そんだけ」

「わかった」

　深々とうなずき、立ち上がるガウリイ。

「別れはすんだか？」

　カンヅェル。満まん面めんに笑えみを浮うかべて。

　その手が閃ひらめき、またもやガウリイははじき飛ばされる。

　あたしはなんとか痛みに耐たえて、上体を起こす。

「ほぉう」

　感かん嘆たんの声を上げるカンヅェル。

「たいした精神力だな。しかしすぐに、また悲鳴を上げさせてやるからな」

　たわ言を無視してあたしは呪文を唱えはじめる。

　竜ドラグ破・ス斬レイブ──




　──黄昏たそがれよりも昏くらきもの──




　カンヅェルの顔に浮かぶ侮ぶ蔑べつの色。

「またシャブラニグドゥの呪じゆ法ほうか」




　なんとか身を起こし、光の剣を構えるガウリイ。




　──血の流れより紅あかきもの──




「最さい期ごのあがきか……見苦しい。失望したぞ」




　──時の流れに埋うずもれし──




「あと一発や二発、耐えられんことはないが──」




　ガウリイは走る。まっすぐに。カンヅェルに向かって。




　──偉い大だいな汝なんじの名において──




「こたえることは事実だ」




　剣をふり上げるガウリイ。




　──我ここに、闇やみに誓ちかわん──




「目ざわりだ。そろそろ消えてもらうとするか」




　闇の壁かべに、光の刃やいばはむなしくはじき返される。




　──我等が前に立ち塞ふさがりし──




　かざしたカンヅェルの手に灯ともる光。

　ふたたび剣をふり上げるガウリイ。

　──呪文がまにあわないっ！

　その瞬間──

　蒼あおい火柱が魔族を包む！

「ぐごわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　たまらず悲鳴を上げるカンヅェル。

　これは──崩ラ・霊テイ裂ルト！

　精ア神ス世トラ界ル系最強の術！

　不意の攻撃にふり向くカンヅェル。視線の先に人影ひとつ。

　アメリアさん！

　この瞬間、あたしは呪文を唱え終わった。

　あとはただ、『力ある言葉』を解き放つのみ！




　ガウリイが、光の剣をふりかぶる。




「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」

　あたしは呪力を解き放つ。




「無む駄だだと言った！」

　叫ぶカンヅェル。




　その目の前で。

　光の剣の刃がひときわ輝きを放つ。

　血の色に等しい赤い光を。

「なにぃっ!?」

　思わず叫ぶその瞬間──

　こんどこそ、光の刃は魔族の体を上下に両断していた。




　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げることすら許されぬまま両断された魔族の体を、ガウリイは、返す刀でさらに切りつける。

　ふたたびアメリアさんが放った崩ラ・霊テイ裂ルトが、ダメ押しでとどめを刺さす。カンヅェルの体は白い塵ちりとなり、地に落ちるよりも早く、風の中へと溶とけ消える。

　……終わった……なんとか……

　やはり気が抜けたのだろうか。その瞬間、あたしは意識を失っていた。




「……ところでリナ、お前さん、あの時一体どーいう手を使ったんだ？」

　ガウリイは、ベッドの上でヒマをもて余しているあたしに尋たずねた。

　カンヅェルとの死し闘とうを演じた、その翌日のことである。

　あの戦いのあと、あたしはセイルーンの魔法医のところにかつぎ込まれ、治ちり療ようを受けた……らしい。そこいらの記き憶おくは全然ないのだが。

　ちなみに全くの余談になるが、担たん当とう医いはあのグレイさん。こちらのしごとも持ち回りでやっているらしい。

　なお、シルフィールは、いまだ時々うなされているらしい。……どーやら、まだ立ち直っていないよーである。

　それはとにかく。

　今はもはや、傷きずはすべて完かん治ちし、体調もほぼ完かん璧ぺきなのだが、いちおう大事を取って、ということで、いまだベッドの上である。

「あの時……ね……」

　あたしは多少口ごもる。

「ああ。光の剣がいきなり赤くなって、あいつをやすやすとぶった切っちまった。どういうことなんだ？」

「いやぁ、あれは単に竜ドラグ破・ス斬レイブを光の剣にかけただけよ。それを剣が収しゆう束そく・増ぞう幅ふくして、カンヅェルの防御力をうち破った、ってわけ」

「あ。なるほど」

　ぽんっ、と手を打ち──

　そのままのポーズで硬こう直ちよくする。

「……おい……」

「何？」

「それってひょっとして、光の剣が爆発する、っておそれもあったんじゃねーか？」

　あ。気づいた。

「やー、まーその、あはははははっ[image: ]」

「ハートマークつけてごま化すなっ！　あったんだなっ!?　そーゆー恐れがっ！」

「だぁって！　あたしが説明する前に『とにかくそれ行ってみよう』って言ったのあなたじゃない。

　それに第一、重ギガ破・ス斬レイブの魔力にさえ耐えられる剣なのよ。竜ドラグ破・ス斬レイブかけられたくらいでどーにかなる、なんて確かく率りつは低かったし」

「低い、ってどれくらい……？」

「五分五分くらい」

「おぉいっ!?」

「冗じよう談だんよ冗談。たぶん危険度は一割以下、ってところね」

　これは言いわけでもなぐさめでもなく、掛かけ値ねなしにそう思う。

　なにしろこの光の剣、いかに伝説の武器とはいえ、人間が使うにしては、やたらとその容キヤパ量シテイが大きい。

　まあこの剣に関しては、まだまだ研究する必要がありそうだが。

「ところで……結局どういういきさつだったの？　あなたとあのカンヅェル」

　口をはさんだのはアメリアさん。なんで彼女がこんな所にいるのかまでは知らないけれど。

「さぁ……それが……あいつ、誰かにそーいう命令を受けてただけ、みたいで……」

　言ってあたしは首をかしげた。

　少なくとも、その『誰か』が『北の魔王』、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥでないことだけは確かなようだが。

　理由は簡単。カンヅェルが、シャブラニグドゥを敬けい称しよう略りやくで呼んでいたからである。

　単に礼儀がなっていないだけ、とは考えにくい。となれば魔族の世界にも、なにやらややこしい事情でもあるのだろうか。

「……ところでアメリアさん、助けてくださったことにはもちろん感謝してますけど、それはそうと、なんであなたがここにいるんです？」

「ふっ、決まってるでしょ、そんなこと！」

　彼女はぱたぱた手をふりながら、

「とうさんを説得して王宮を出て、あちらこちらと聞き込んで、なんとかあなたたちの足取りを捕つかまえたのよ。いざ行ってみると、あなたがカンヅェルに追いつめられてる。それでとっさに呪文を……」

「いえ、それは聞きましたけど……」

　あたしは彼女のことばをさえぎり、

「そうじゃなくてつまり、どうしてあたしたちを追って来たのか、なんでまだここにいるのか、ってことです」

「言ったでしょ」

　彼女はあたしにウインクを送り、

「何かがどこかで動いている。そして、それはどうやらあなたも関わっていることらしい。

　──わたしはそれを見み届とどけたい。

　そしてそれが悪ならば、正義の鉄てつ槌ついを下すのよっ！」

　ひとり燃え上がるアメリアさん。どーでもいいけど、他の患かん者じやにめーわくである。

　いーのか？　そんなあやふやな話で旅をはじめたりして……？

　まあもっとも、あたしとて、郷く里にの姉ねえちゃんの『世界を見てこい』のひとことで、この旅をはじめたわけなのだが。

「ということで、あなたたちにひっついて行きますから。よろしく」

　いともあっさりと言う彼女。

「よろしく、ってそんな、第一フィルさんが……」

「言ったでしょ。『とうさんを説得して王宮を出た』って」

　げ。

　……説得されるか？　ふつー……

「気楽に言うけどね、アメリアさん。たぶんこれから死ぬほどハードよ。へたすりゃほんとに死ぬかもしれない」

「そんなこと百も承知の上よ。王宮のお嬢じよう様さまで一生平へい穏おんに過ごすより、正義にその身を捧げ、波はら乱んば万んじ丈ようの人生送る方が燃えるじゃない！　やっぱり人間、太く短く、ぱぁっとやらなくちゃ！

　……あ、それと、これからはもうおトモダチなんだから、『さん』づけはやめて『アメリア』って呼んでね」

「……説得は無理みたいだぞ……」

　目を点にして言うガウリイ。

　……ああ……頭痛が……

「さてさて、話がまとまったところで、リナさん……じゃない、リナ、次はどこの町に向かう？」

　……まとまってないよーな気もするが……

　しかしともあれ。

　この一件に関わる前は、そろそろひさしぶりに里さと帰がえりでもしようかなー、なんて思っていたのだが、どうもそーいう場合じゃなくなってしまった。

　一体どういう理由からか、あたしの人生に魔族がちょっかいかけてきた以上、彼らのことをいろいろと調べる必要はありそうである。

　あたしは言った。きっぱりと。

「ディルス王国へ」

　ディルス王国──

　闇の伝説が眠る地へと──








　　　あとがき







作者　＋　Ｌ









作：次々出ます新しん装そう版ばんっ！

Ｌ：ペースの早いこと早いこと！

　　というわけでこの巻かんからは、話し合いとかの結果、あたしと作者とであとがきをお送りしますっ！

作：話し合い『とか』ってことは話し合い以外にもイロイロあったってことなんだ！

　　何があったかは言えないけどっ！

Ｌ：よけーな話はしないっ！

作：けどなんとゆーか。こういう形になると、若じやつ干かん一名、出番がなくてスネる奴やつがいる気がするんだが。

Ｌ：ああ、部下Ｓのこと？

　　たしかに今はすっごいヒマそーにしてたけど。

　　ま、そのうちあとがき一つ丸々任せるつもりだから、別にいーんじゃない？

作：丸々一つっ!?　……いや、まあ、このペースで新装版が出ている状況ならそれもアリなのか？

Ｌ：そうそう。この新装版の連れん打だ、あたしもあとがきで出番が増えていいから、気持ちも大きくなるというもんだし。

　　なんならもっとハイペースで出してもっ！

作：無茶言うなっ！　この新装版のおかげで、六月と七月には私の本が四冊ずつ出る、とゆー恐ろしいことに……

Ｌ：四冊ずつかぁ……それは確かにちょっと引くかも。

　　いーのかほんとに富士見書房!?　作こ者いつを信じると泣き見るぞっ！

作：人聞き悪わるっ！

　　いやまあ私も、いいのかコレは、と、ちょっと思ったりするけれど。

Ｌ：けど四冊ってことは、新装版三冊ずつと、別シリーズとスレイヤーズすぺしゃる、ってこと？

作：そう。……って、そうじゃない！

Ｌ：え？　すぺしゃるじゃないんだ？

作：いや、本ほん質しつ的てきにはすぺしゃる三十一ではあるんだが。

　　『ＴＶから小説に入ってくる人がいるかもしれないのに、通し番号が三十一っていうのは、みんな引くんじゃないかなぁ』とか、デザインフォーマットも変わるし、とかいった理由から、シリーズタイトルを変へん更こう。

　　スレイヤーズすぺしゃる

　　ではなく

　　スレイヤーズすまっしゅ。

　　というタイトルで発売することに。

Ｌ：……それって……けど中身はいつもの、ってことよね？

作：うん。いつもの馬ば鹿かば話なし。

　　シリーズタイトルは変わるけど、読者のみなさんにおかれましては、引き続きおーえんいただければ幸さいわいです。

Ｌ：でもタイトル以外に変わるところとか追つい加か要よう素そとかないの？

　　おまけの小しよう冊さつ子しとして、Ｌのひみつ・全千二百ページ書き下ろしハードカバー二分冊がついて来るとか。

作：小冊子じゃねえっ！　とゆーか小説本体よりデカいし！

Ｌ：いやいや。あくまで小冊子なんだから、紙のサイズは文庫本の半分くらいで。

作：そっちだけ小さくてもどーにもならんわっ！　とゆーかそれで千二百ページって、見た目、紙の塊かたまりだよなっ!?

Ｌ：うーん……いいと思ったんだけどなぁ……巨大小冊子。

　　他に、買った人が喜んでくれそうな特とく典てんというと……

　　初しよ版はんには高こう級きゆうステーキ肉とかカニとかがついて来るとか。

作：ないからっ！　本屋さん、めっちゃ生臭くなるからっ！

　　とにかくっ！　タイトルが変わるだけだからなっ！

Ｌ：うーん……まあ、あたしの出番が減へるわけじゃあなかったら別にいいんだけど。

　　いっそ、前にやらかした超巨大あとがきみたいにするとか。

作：『やらかした』ってゆーな。

　　出してない設定のうち、バラしてもいい部分を解説する、とかいうのをやること自体は、まあ悪くないんだろうけど。

　　たとえばこの巻で出てきたアメリアがらみの話とか。

　　とはいえ、すまっしゅ。が出るたびにそれをやる、ってわけにもいかないだろーし。

Ｌ：アメリアがらみ、っていうと、ある家族の話とか、名前の由ゆ来らいは『いつでも自分が正義の国、アメ○カ』だとか、後々外がい伝でんを書いたらアニメ版のセリフ回しについつい引きずられまくってたとか、そーゆーの？

作：うん。そういう話。

　　とはいえそのへんは、むしろこの新装版のあとがきでやった方がいいんじゃないだろーかという気がするし。

　　裏設定とかのほとんどは、短編じゃなくて長編がらみだし。

Ｌ：えー？　短編の方に出てくる変な人たちに、片かたっ端ぱしから緻ち密みつで泣ける裏設定があるとか、そーゆーことは？

作：ないから！　あんな、常識どころか世界観や物理法則まで無視するよーな連中にそんな設定つけられるわけないからっ！

　　たとえば某ぼう、良りよ家うけの奥様ジョセフィーヌとか、なんであんなふうになっちゃったのか

　　理由づけられるもんならやってみろ、って話だし。

Ｌ：……うーん……（考え中）あ！　そうだ！

　　もとは普通の奥様だったんだけど、ある夜、裏山に隕いん石せきが落ちて、家か人じんが止めたのも聞かずに一人で見に行って、帰ってきたらああなっていた、ってゆーのはっ！

作：何か埋うめ込こまれたッ!?

Ｌ：いや。どっちかとゆーと寄き生せい生物タイプで。

作：けどそれ、短編の変な人たち、ことごとくそんな設定になりますよねっ!?

Ｌ：そうだけど？

作：『そうだけど』じゃないっ！　リナも魔族と戦ってる場合じゃないしその世界！

Ｌ：あ！　いっそそれで第三部とかやれば！　キャッチコピーは『今度はグダグダだ』！

作：やんないから！　本当にグダグダになるから！

Ｌ：新装版もよろしく、ですけど、そんな感じの『スレイヤーズすまっしゅ。』の方も、どうぞお楽しみに！

作：そんな感じじゃないから！　変な締しめ方するなぁぁぁぁぁっ！





あとがき：おしまい
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